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要旨  
 
本研究は、作業を対価とする旅行者滞在システム（以下、作業対価型滞在シ
ステム）を活用し、「観光」と「労働」が融合したボランティアツーリズムを享
受する訪日外国人と、彼らを受け入れるホストや地域に着目し、こうした訪日
外国人が訪問地域の課題解決にある役割を果たせるかを論じるものである。  
 近年、日本では観光を用いた地域活性化が盛んに試みられている。特に地方
地域において、農業体験やボランティアツーリズムなどのように地域コミュニ
ティと密に接する観光は、多様な外部アクターを受入れる窓口となっており、
地域課題解決の糸口としての価値が見出されている（中村、松本、敷田：2008）。  
しかし多くの実践において、外部アクターは国内都市部の住民に留まり、近
年増加している訪日外国人をも射程に入れた具体的な施策や研究は少なく、地
方部の観光を望む訪日外国人と訪日外国人に地域の課題解決の担い手としての
役割を期待する地方住民の両者のニーズをすり合わせた新たな観光やこれを支
えるシステムが期待されている。こうした背景から、本研究では、ボランティ
アツーリズムの一つである作業対価型滞在システムに着目する。しかし、従来
の研究では、こうしたシステムの利用者であるゲスト（旅行者）やホストの属
性やその両者の関係性を論じたものはあるが、地域との関わりや課題解決に関
する影響について言及したものはない。  
  そこで本研究では、訪日外国人利用がゲストの 7 割を占め、日本国内ホス
トの登録数が最も多い作業対価型滞在システムである WWOOF を対象に、以
下の 3 点を明らかにすることを目的とする。以下を通して、作業対価型滞在シ
ステムを活用して地域課題解決を進める可能性や要点について提言する。  
  
1) 全国の WWOOF ホスト自身の「本業」と「地域に資する活動（＝地域活動）
および、WWOOF 利用者（ゲストとホスト）と訪問地域との関わりの有無
やその概要について把握する。  
2) WWOOF を活用するゲスト（以下、WWOOFer）の地域への関わり方を明  
  らかにする。  
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3) 地域と WWOOFer の関わりが多様な先進事例にみる活動内容や展開とそ
の要因を明らかにする。  
  
本論文は、以下 5 章で構成される。第 1 章では、研究の背景と目的、既往研
究の整理と論文の構成、調査方法を記した。  
 第 2 章では、日本における WWOOF 利用者による地域活動の全体像を把握
することを目的とした。第一に、WWOOF 受入れを表明している 171 のホスト
のホームページ及びブログ等のレビューを行った。結果、ホストは単に外部者
との交流享受や、「本業」である自己ビジネスの助けを得るためではなく、地域
への国際交流機会の提供といった地域活動にまで幅を広げるホストが確認され
た。第二に、過去に WWOOF を利用した訪日外国人と、同 171 のホストを対
象に Web アンケートを行った。前者の訪日 WWOOFer は、訪問先での体験や
地域との関わりの内容について尋ねた。訪日外国人（有効回答数 41 件）は、
約 90%が地域住民との交流を期待しており、交流を持った WWOOFer の約 90%
が交流内容に満足していた。また地域住民との交流には、ホストの介在が大き
な役割を果たしていることがわかった。  
後者のホストへのアンケート（有効回答数 53 件）に関しては、約 95%が地
域活動への関心を持ち、WWOOFer をホストが参加／開催する地域活動にまで
応用している層が約 70%いることが確認された。さらに WWOOFer の持つバ
ックグラウンドやスキルを強みに、積極的に自己ビジネスおよび地域活動に応
用しているホストの存在も約 10%存在していた。以上のことから、WWOOF 活
用に関して、①自己ビジネスマンパワー型、②自己ビジネススキル活用型、③
地域活動マンパワー型、④地域活動スキル型の 4 種類あることがわかった。  
そこで 3 章では、WWOOFer と地域住民との交流がより多様にあると考えら
れる、地域活動に WWOOF を活用している類型③、④に着目し、WWOOFer
の活動詳細と、WWOOFer が地域に関わる形を明らかにすることを目的とした。
③、④類型のホストがおり、同時期に複数 WWOOFer の受入れをしている岐
阜県下呂市馬瀬地域の 2 つのホストの元で、筆者自ら WWOOFer として参与
観察（各約 2 週間）とヒアリング調査を行った。参加型の家づくりや庭づくり
のプロジェクトを実施し、不定期にワークショップやアートイベントを開催す
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るホスト A さんの元では、WWOOFer は同窓会や地域祭りなど地域のイベント
がある際に同行し地域住民と交流をもっていた。また A さんがイベントを開催
する際には、WWOOFer は同イベント参加者もしくはイベントスタッフとして、
参加する地域住民やイベント運営を補助する地域住民と交流をもっていた。  
WWOOFer の持つバックグラウンドやスキルを積極的にビジネスと地域活
動に活用する B 夫妻の元では、WWOOFer は、A さんの事例同様に、地域イベ
ントへの連れ出し、イベント運営を通して、地域住民との交流をもっていた。
加えて、ホスト B 夫妻が地域の要望や地域住民の持つ課題を把握し、課題に見
合うスキルや関心をもつ WWOOFer を地域住民に派遣していた。その結果、支
援作業を受けた地域住民は、WWOOFer を顔の見える個人として認識し、中に
は新たな国際交流事業を共同して企画する地域住民も確認された。  
更に地域住民は支援作業への返礼として、ホストや WWOOFer に対して、野
菜や米などの食料及び宿泊地の提供をしており、地域がホストの WWOOF 受
入をゆるやかに支援する基盤が構築されていた。また WWOOFer がホストとの
信頼関係を築き、ホストを通じて友人を持つことで同地域にリピートする事実
も確認された。更に WWOOFer が常に滞在していることで、地域内に外国人と
交流できるグローバルな空間が生み出され、一部の地域内外住民がホストの場
に集っていることが分かった。  
 第 4 章では、WWOOFer の地域への多様な入り方を実践している先進事例と
して、B 夫妻が発信する Web 上の情報から、現状にいたる訪日外国人の活用展
開経緯を明らかにし、各展開時にホストおよび地域や訪日外国人に求められる
要素について考察した。活用の展開経緯として、1)「交流享受段階」、2)「交流
共有段階」、3)「自己ビジネス活用段階」、4)「地域需要マッチング段階」、5)
「地域新規事業開拓段階」の 5 つ展開を経ていた。  
ホストは訪日外国人と信頼関係を築き、興味関心やスキルを把握することと
同時に、段階が上がるにつれ地域住民の課題や把握し、両者のマッチングを図
ることが求められていた。  
マッチングの恩恵を受ける地域では、ホストに過度な負担を強いることを避
け、地域住民自らも無理のない範囲でサポートをするために、物々交換の習慣
が地域に浸透し、活発に行われていることが重要であると考えられる。また訪
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日外国人には、作業を通して地域活動に積極的に関わっていく柔軟性や意思が
求められていると推測した。  
第 5 章では、総括として、訪日外国人と地域との関わりの面から、作業対価
型滞在システムを利用する訪日外国人が訪問地域の課題解決に役割を果たせる
かを論じ、以下の３つの要点を示した。  
それは、①地域活動における作業対価型滞在システムでは、ホストが訪日外
国人と地域住民の間に介在し、両者のニーズやスキル・特性を把握し、適した
ところへ橋渡しをすることが重要となること、②金銭を介さないため地域住民
は、橋渡しや作業に対する返礼や訪日外国人の受入サポートを容易に行うこと
ができること、③作業対価型滞在システムそのものは、地域に直接の経済交流
を生み出すことはないが、ホストの橋渡し、訪日外国人の作業、地域住民のサ
ポートのサイクルが大きく稼働することで、インバウンド関連事業の萌芽見ら
れ、新たに経済交流また文化交流が創造される可能性があること、である。  
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第 1 章 はじめに  
 
１－1 研究背景  
 
1－1－1 外部人材と協働した地域づくりの必要性  
 昨今、過疎や少子高齢化に悩む地域において、人的資源の減少は喫緊の問題
であり、外部人材を活用した地域づくりが着目されている。そこには、外部人
材のもたらす効果への期待が理由として挙げられる。  
 1960 年代以降、過疎化や少子化にあえぐ地域では、大規模公共事業やリゾー
ト開発といった国主導の、規模拡大と集約化の理念に基づいた外部主導の「外
発的発展」が行われてきた（野田  2015）。しかし 1970 年代半ばより、自治体
の財政状況の悪化により「外発的発展」がほころび始める。そこで既存のアプ
ローチではない、アンチテーゼとして、地域住民が参加し、地域が主導する「内
発的発展」の重要性が論じられるようになった（敷田  2009）。  
 現在では、内部の地域住民の主体的な関わりに加え、「内発的発展」の限界を
示唆し、住民以外の外部者、いわゆる「よそ者」と協働した地域づくりの可能
性が論じられている。彼らの持つ外部の視点や知識および技術により、地域は
資源の再発見の機会を持つことができ、新たな変容の促進が期待されている 1
（ ibid.）。またこのような地域づくりにおけるよそ者への期待は、総務省によ
る「地域おこし協力隊」といった国家政策にも反映されている。その一方で、
「よそ者」への盲目的に過信し地域が一方的に依存してしまうこともあり、地
域の裁量で効果的に活用していくことは容易ではなく、多くの地域では現在も
試行錯誤の段階にある（ ibid.、野田  2015）。  
 
1－1－2 ボランティアツーリズムの台頭  
 近年，日本では観光を用いた地域活性化が盛んに試みられている。しかしそ
の主流は産業論的パラダイムにあり，観光の経済的交流に偏向し，利潤の最大
                                                   
1 後藤は、内部と外部との協働した地域づくりとして、「共発的まちづくり」を述べている。
「内発的発展」とは画して、「他都市や他地域との協働連携のもとで地域の自律を探るもの」
と説明している。  
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化や拡大生産といった「事業の論理」に絡めとられやすい（須永  2009）。その
一方で，地方部の観光開発において，観光の経済的交流だけではなく，文化的
交流に可能性を見出す議論がなされている。須永は，観光による経済的交流を
第一義とせず，観光による人格的交流から生まれる「誇り」や「楽しみ」とい
った「情緒的な価値」に価値を見出す地域住民の観光実践を指摘している。ま
た敷田（2005）は，宿をよそ者と地域住民の「交錯の場」となることを示唆し，
よそ者のもたらす技術や技能などの知識，創造性の励起や地域の持つ知識の表
出支援，地域の変容の促進をもたらしうる存在として観光の文化的交流の重要
性を論じている。  
 とりわけ，少子高齢化や過疎化に悩む地域においては，「労働」と観光が融合
したボランティアツーリズムが注目されている。中村ら（2008）は，ボランテ
ィアツーリズムを，「自由時間における，さまざまな動機に基づいた，生活圏外
においての，社会の諸問題の解決や援助などに貢献する自己実現性ある労働を
目的とする観光」と定義した上で，地域に「労働」を提供しながら滞在するボ
ランティアツーリズムは，地域課題解決の糸口となり得ると指摘する。  
 
1－1－3 訪日外国人数の急増  
近年、訪日外国人の数は年々増加の一途をたどっており、図 1 の通り、2016
年の累計は 2,403 万 9 千人となり、4 年連続で過去最高記録を更新している。  
 
図 1－1 1964 年以降の年別訪日外国人数の推移（JTB 総合研究所作成）  
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 従来、訪日外国人の訪問地は 2 大都市圏に集中していたものの、昨今では、
地方を訪問する訪日外国人数は 5 割を超えている（小堀  2016）。しかし数が増
える一方で、訪問地には偏りが見られ、主にゴールデンルート上に位置する山
梨、静岡、愛知や、スキー場が多くある北海道や長野に、多くの訪日外国人が
集中している。またリピーターの訪日外国人は、2 回目以降は地方部を訪れる
期待が高くなっており、訪日外国人のニーズに応えた、地方分散化が求められ
ている（ ibid.）。  
他方で、上述した過疎地域における外部人材や、ボランティアツーリズムに
おける外部アクターは、主に日本国内都市部の住民を想定しているものが多い。
森重，依田は、ボランティアツーリズムを論じるにあたって、「労働」と「余暇」
が事例として，ももんがクラブやこへび隊を挙げるものの，両活動とも外国語
でのボランティア登録フォームを提供していない（森重，依田  2010）。こへび
隊の類似事例であるこえび隊に関しては、英語による登録プラットフォームを
用意しているが、こえび隊における海外ボランティアの割合は 1 割である（瀬
戸内国際芸術祭実行委員会  2017）。すなわち、近年増加しているこれら訪日外
国人をも射程に入れた、ボランティアツーリズムの実践は少ないのが現状であ
る。地方部の観光を望む訪日外国人と、訪日外国人に地域の課題解決の担い手
としての役割を期待する地方住民の両者のニーズをすり合わせた新たな観光や
これを支えるシステムが期待されている。  
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１－2 研究の目的  
 
先述した背景から、本研究では、ボランティアツーリズムの一つである作業
対価型滞在システムに着目する。そこで、訪日外国人利用がゲストの 7 割を占
め、日本国内ホストの登録数が最も多い作業対価型滞在システムである
WWOOF（Willing Wide Opportunities on Organic Farms）を対象に、以下の
3 点を明らかにすることを目的とする。以下を通して、作業対価型滞在システ
ムを活用して地域課題解決を進める可能性や要点について提言する。  
  
1) 全国の WWOOF ホスト自身の「本業」と「地域に資する活動（＝地域活動）」  
  および、WWOOF 利用者（ゲストとホスト）と訪問地域との関わりの有無  
 やその概要について把握する。  
2) 目的 1 より WWOOF 利用者と訪問地域との関わりがある地域における、  
  WWOOF を活用するゲスト（以下、WWOOFer）の地域への関わり方の詳  
  細を明らかにする。  
3) 目的 2 で、地域と WWOOFer との間で多様な関わりが見られた先進事例に
おける活動内容や展開とその要因を考察する。  
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１－3 研究の対象  
 
1－3－1 WWOOF の概要  
 WWOOF とは、オーガニック農家による登録制の世界的ネットワークであり、
WWOOF ホストと、ホストを訪れる WWOOFer との間で行われる、金銭を介
さない交流により成り立つものである（Cronauer 2009）。有機農業を学びたい、
いわば、旅行先の日常的な生活を享受したいと考えるボランティア（WWOOFer）
と、人手を求めるオーガニック農家（WWOOFホスト）を繋げる（Kotulek, 2011）
国際的マッチングサービスである。  
 WWOOFer は、オーガニック農家で半日程度の作業を提供し、オーガニック
農家は WWOOFer に対して、「食事」と「宿泊場所」を提供する（Adrian Deville, 
Stephen Wearing & Matthew McDonald 2016）。すなわち、WWOOFer は、
ホストの作業を手伝うことで、ホストより食と宿泊場所を得るシステムであり、
いわば「作業」を対価に「食・宿泊場所」を手にして、訪問地に滞在するシス
テム、「作業対価型滞在システム」であると考えられる。  
 
図 1－2 作業対価型システとしての WWOOF の構造（筆者作成）  
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 人手や交流を求めるホストは、各国にある WWOOF 事務局に登録料を支払
うことで、ホストリストに自身のプロフィールを掲載することができる。反対
に、WWOOFer は各国にある WWOOF 事務局に登録料を払い、WWOOF 事務
局より、インターネット上にあるホストリストを閲覧する権利を得る。そして、
WWOOFer はリストの中から自らの興味関心に従い、ホストを選別し、
WWOOF 事務局が提供するメッセージ機能を用いて連絡を取り合う 2。両者の
やり取りには、基本的に WWOOF 事務局等第三者による介入はない。ホスト
と WWOOFer は直接、自らの興味関心や滞在日程、滞在時の活動内容や注意事
項を伝えあい、滞在の調整をしていく。  
 
 WWOOF は、1971 年イギリスで、農作業体験を希望していたスー・コパー
ドがオーガニック農家に作業対価型滞在システムを提案したことがはじまりで
あり、都市住民が地方部で有機農業を支援しながら過ごすことを目的に設立さ
れた（Maycock 2008, Cronauer 2009）。  
 WWOOF の省略名称は、今に至るまで変わらないものの、各文字が表す意味
はその歴史と共に変遷している。スーの週末の活動として始まり、より多くの
オーガニック農家の人手を求める需要へとつながった初期段階でにおける、
WWOOF の意味合いは、「Working Weekends on Organic Farms」であった。
その後、ホストや WWOOFer から、長期間滞在の需要や希望が募った結果、
「Willing Workers On Organic Farms」と意味合いを変化させ、多くのボラン
ティア滞在を促進させていった（ ibid. ; Terry 2014）。その後、2000 年に入り、
名称に含まれる「Work」の言葉が、いくつかの国において海外就労の問題とし
て扱われ、現在の「World Wide Opportunities on Organic Farms」名称とな
っている。  
 この最新の変更は、いわば WWOOF の国際化の急激な拡がりを表しており
（ ibid.）、現在では約 60 以上もの国で WWOOF の事務局が構え、120 か国に
WWOOF ホストが存在する（WWOOF FoWO HP より）。WWOOF 事務局は各
国ごとに独立しており、これらを統一する国際的な WWOOF 本局というもの
                                                   
2 反対に、ホストも WWOOFer のプロフィールを見ることができ、興味のある WWOOFer
へアプローチすることも可能である。  
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は存在しない（Burns 2014）。多くの事務局はオーガニックフードと強い関連
を持っているが、各国の事情によって適宜独自の規定や方向性を設けている。  
 
1－3－2 WWOOF Japan の概要  
 
 日本における WWOOF の歴史は、オーストラリアで WWOOF 体験を経た、
Burns・星野夫妻により、1994 年に札幌にて事務局が設立されたことにはじま
る（星野  2016）。  
 日本では、ホストは事務局に 8,500 円を、WWOOFer は 5,500 円を年間登録
料として支払う3（Burns 2014）。  
  
（１）ホストの概要  
 日本における WWOOF ホスト登録数は、2016 年 5 月時点で 447 である（星
野  2016）。図 1‐3 で示すように、登録ホスト数は、2002 年より常に増加の一
途をたどっている（Burns 2014）。  
 
 
図 1‐3 WWOOF Japan への登録ホスト数の変遷（Burns 2014 より筆者作成）  
 
                                                   
3 登録を継続的に行うことで、登録年数に合わせた割引を受けることができる。  
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 日本における WWOOF ホストの多くは農業従事者であり、半農タイプを含
めると、ホスト全体の 4 分の 3 を占める。しかし WWOOF Japan では、ホス
トを 100%のオーガニック農家に限らず、一部オーガニック農業を採用してい
る農家（図 1－4 参照）、また持続可能な生活の実践者や理解者など「オーガニ
ックな生き方4」を実践している人々のホスト登録も認めている。農家以外の職
種に関しては、自然体験学校、陶芸工房、建築工房、民宿などがあげられる（星
野  2016）。  
 
 
図 1－4 WWOOF ホストにおけるオーガニック農法の割合  
（星野 2016 より筆者作成）  
 
（２）WWOOFer の概要  
 日本における WWOOFer 新規登録者数は、2015 年度で 4200 人であり（星
野  2016）、実質活動 WWOOFer 数は 2016 年で 450 人である（Burns 2016）。
図 1‐5 で示すように、新規登録 WWOOFer 数 5は、2011 年の東日本大震災の影
響により減少しているものの、その後上昇し続けている（Burns 2014）。  
                                                   
4 星野（2016）は、「子孫が安心、安全に暮らせることを念頭にした生活」と述べている。  
5 Burns（2014）では、「Table 2. The nummber of WWOOFer and Host」として、2002
年～2012 年の数値の変遷を紹介している。「実質活動 WWOOFer 数」（Burns 2016）と、
「ウーファー新規登録者数の変遷」の図 4（星野 2016）より、「Table 2. The nummber of 
WWOOFer and Host」を WWOOFer とホストの「新規」登録者数として解釈する。  
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 WWOOFer の登録者の国籍の割合は、前節で少し触れたように、外国籍が多
く、2014 年度の新規 WWOOFer 登録者の 77%は外国籍もしくは重複となって
いる（星野  2016）。  
 また、WWOOFer の男女比は 4 : 6 であり、若干女性の方が多い（ ibid.）。加
えて、2014 年度の WWOOFer 新規登録者の年齢層に着目してみると、図 1－7
にあるように、幅広い年齢層に分布しているものの、20 代が突出して多く 64%
を占め、10 代の 9%を含めると、10~20 代の若者の割合は、7 割を超える結果
となる（ ibid.）。  
 
図 1‐5 WWOOF Japan への WWOOFer 数の変遷  
（Burns 2014 より筆者作成）  
 
 
 また海外出身の WWOOFer（以下、訪日 WWOOFer）の目的としては、従来
の WWOOF の目的であるオーガニック農法の学習よりも、日本文化・日本語・
日本への興味が大きいことが、日本における訪日 WWOOFer の特徴である（星
野  2016）。  
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図 1－6 新規登録 WWOOFer の国籍（2014 年度）（星野 2016 より筆者作成） 
 
 
 
図 1－7 新規登録ウーファーの年代（2014 年度）（星野  2016 より筆者作成） 
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（３）WWOOF 滞在の概要  
 Burns（2015）は、日本での WWOOF 滞在に関するいくつかの事項につい
て論じている。  
 はじめに、WWOOFer 滞在中に行われる WWOOFer 活動である。WWOOFer
活動は、大きく 3 つの累計に分類されると論じている（図 1－8）。すなわち、
農業関連活動、家事関連活動、ライフスタイル関連活動である。農業関連活動
に関しては、稲刈り、種まき、家畜の世話などがあげられる。家事関連活動に
関しては、子供の世話、家庭での料理、皿洗いなどがあげられる。そして最後
のライフスタイル関連活動は、地元地図作成の情報集めや、ゲストハウスの運
営など、活動は多岐にわたる。  
 
 
図 1－8 WWOOFer の滞在活動の傾向（Burns 2015 より筆者作成）  
 
 次に、ホストが 1 年間に受け入れる WWOOFer の数である。図 1－9 の通り、
約半数のホストが、年間 5~20 人の WWOOFer を受け入れている（ ibid.）。  
 次に、WWOOFer の滞在期間である。1 週間程度の滞在と、1 カ月近くの滞
在と、2 カ月以上の滞在の 3 分類が、ほぼ同様の割合を占めている（図 1－10）。  
 最後に、WWOOFer に求められ日本語スキルである。多くのホストは、
WWOOFer が日本語を話すことを必須として考えていないことを明らかにし
た。同時に日本語の話せない WWOOFer も受け入れる意思があることを示して
いる（図 1－11）。  
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図 1－9 ホストの年間受入 WWOOFer 数（Burns 2015 より筆者作成）  
 
 
図 1－10 WWOOFer の滞在期間（Burns 2015 より筆者作成）  
 
 
図 1－11 WWOOFer に求められる日本語能力（Burns 2015 より筆者作成）  
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１－4 既往研究の整理と本研究の位置づけ  
 
1－4－1 過疎地域における外部人材に関する研究  
 過疎問題にあえぐ地方部において、1970 年代半ばより、「内発的発展」の重
要性が再三説かれてきた。宮本（2006）は、内発的発展を「地域の企業や個人
が主体となって地域の資源や人材を利用して、地域内で付加価値を生み出し、
種々の産業の連環をつけて、社会的剰余（利潤と租税）をできるだけ地元に還
元し、地域の福祉・教育・文化を発展させる方法」と定義ている。この「内発
的発展」の中で重要視されるものが産業や文化である。チャールズ・ランドリ
ーは、文化芸術の創造性に斬新なアイディアの源泉である「創造の場」として
価値を見出し、新しい価値を発見する能力であるセレンディピティが生まれる
場として、「創造都市」と名付けている（ランドリー  2000）。佐々木（2014）
はこれらの考えを、都市だけでなく農村に応用し、「創造農村」を、「住民の自
治と総意に基づいて、豊かな自然生態系を保全する中で固有の文化を育み、新
たな芸術・科学・技術を導入し、職人的なものづくりと農林業の結合による自
立的循環的な地域経済を備え、グローバルな環境問題や、あるいはローカルな
地域社会の課題に対して、創造的問題解決を行えるような『創造の場』に富ん
だ農村である」と、定義している。  
 萩原（2014）はさらに両者の議論を発展させ、創造都市および創造農村の持
続性には、何よりも人的資源の確保が重要であると述べている。このような地
方部における地域づくりのキーパーソンとなり得る人材には、 I ターン者・U
ターン者といった定住者を前提にされた議論が数多く行われており、彼らを定
住に導くためのテクニックについて論じられることが多い（川井田  2014；野
田  2014）実際にこれらの論調を踏まえ、総務省（2012）は、創造的人材の定
住・交流、知的付加価値の創造を重要視し始めた。  
 しかし、野田（2016）は、地方部における地域づくりの主目的に「定住人口
の獲得」を据えることに警報を鳴らしている。縮減社会において、多くの地方
部が定住人口増加を目標に掲げることは、「次第に縮小する人的資源のパイを奪
い合う構図を生み、複数地域が互いに疲弊する」結果を導きうると主張してい
る。その上で野田は、複数地域間の人的シェアを見据え、外部人材が地域の自
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治にまでも深く関わり、さらに彼らの転出を許容する外部人材の活用の重要性
を論じている。その一方で、野田の対象としている外部人材事例は、「地域づく
りインターン」や「緑のふるさと協力隊」など、参加者の多くが日本人に限ら
れている。  
 そこで本研究は、日本人を想定した外部人材や「よそ者」と比較し、より強
い他者性を持ちうる海外にツールをもつ人々を外部人材の持つ可能性に着目す
る。訪日外国人の地域との関わりの形と影響に焦点を当て、現状を明らかにし
てくことに新規性があると考える。  
 
1－4－2 ボランティアツーリズムに関する研究  
 Wearing（2001）は、ボランティアツーリズムを、「様々な理由により、休
暇中に行われる組織化されたボランティアであり、社会の物的貧困を緩和し、
援助することや、ある環境の保護や、社会や環境の調査などが行われる」と定
義している。1990 年代後半より参加者数が急増したとされ（Wearing、Mcgehee 
2013）、参加者であるボランティアと受入地域の両者が win-win の関係を結ぶ
ことができる新たなオルタナティブツーリズムの一つとして可能性が見出され
ている。  
 ボランティアツーリズムの主な研究テーマとして、依田（2011）は大きく 5
つの傾向を挙げている。参加動機、ボランティアツーリズムの体験、ボランテ
ィアツーリズム参加後の影響、需要調査、ボランティアツーリストの社会的意
義である。これらの傾向から 4 つの特徴を整理し、ボランティアツーリズムの
持つツーリストとホストコミュニティの直接的相互作用を背景とした、個人や
社会を変える可能性に対する研究者の関心の強さを指摘している。  
 中村ら（2008）は、ボランティアツーリズムの持つホストコミュニティへの
影響の大きさに着目し、地域づくりやまちづくりの文脈で可能性を論じている。
ボランティアツーリズムを、「労働」と観光が融合したものと解釈しており、「労
働」と観光が何らかの関わりを持って融合している類似例と比較し（図 1－12
参照）、ボランティアツーリズムを「自由時間における、さまざまな動機に基づ
いた生活圏外においての、社会諸問題の解決や援助などに貢献する自己実現性
ある労働を目的とする観光」と定義する。その中で、「労働」を地域に提供しな
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がら滞在する WWOOF をボランティアツーリズムの適例として挙げ、過疎化
に直面する地域に要される労働力をもたらし、かつ参加者も満足感を得る
win-win の関係性を築き、地域の問題解決に果たしうる可能性を示唆した。  
 
図 1－12 「労働」と観光が融合したツーリズムの類似例  
（中村、松本、敷田  2008 より筆者作成）  
 
 しかし可能性の指摘に留まり、実際にはどのように WWOOFer らが地域に貢
献しているのか具体的事例は描かれていない。そこで本研究は、中期の現地観
察を通して、WWOOFer の地域における活動を具に明らかにし、地域への問題
解決、影響の有無を明らかにしたことに新規性があると考える。  
 
1－4－3 WWOOF に関する研究  
多くの WWOOF 研究者が、WWOOF と農家民宿を比較して論じている。
WWOOF事務局の大半は WWOOFを観光と明言することを避けているものの、
実質的に WWOOFer は限りなく旅行者に近いと分類され、農業観光、教育観光
など持続可能な新しい観光スタイルとしてみなしている（Ord 2010）。一方で
相違点として、ホストとゲスト間の交流に金銭が介在しない点が挙げられ、加
えてホストとゲストの二者間では、一般的な「ホスト -ゲスト」以上に友人、労
働上下関係が加わり非常に複合的な関係性を結んでいるとされる（Cronauer 
2012）また B. Lipman と Murphy（2012）は WWOOF による訪問地域への影
響を交通とスローフードの側面から論じ、WWOOFer は環境に易しい手法を持
って訪問し、WWOOF 受入によって訪問地域は食について再考させられると指
摘している。加えて、農業における WWOOF の可能性を論じるものも多く、
Terry（2014）は、WWOOF は農業の人材不足に対して質の高い人材を提供し
うることを論じた。  
日本における WWOOF 研究は歴史が浅く、WWOOF Japan 代表の Burns
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による、WWOOF 利用者の属性および滞在活動の全体傾向を論じたもの（Burns、
Kondo 2015、Burns 2015、Burns 2016）や、WWOOF ホストと幸福度の関連
性について論じた星野の書籍（星野  2016）、および WWOOFer の活動や参加
動機を論じた研究（Reilly 2012 ; Liliána 2013）に留まる。  
 そこで本研究は、WWOOF を観光の一つと認識しつつ、日本におけるホスト
と WWOOFer の二者の関係性に加え、地方地域に住まう地域住民の視点を導入
し、三者間の関わりや具体的な交流の実態を明らかにする点で、新奇性がある
と考えられる。  
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１－5 研究の構成及び方法   
   
本論文は，5 章で構成される。第 1 章では，研究の背景と目的，既往研究の
整理と論文の構成，調査方法を記した。  
 第 2 章では，全国の WWOOF 利用者と地域との関わりの全体像を把握する
ことを目的とした。第一に，ホストと WWOOFer の地域活動への関わりの着眼
点を得るために，WWOOF 受入れを表明している 171 のホストのホームページ
及びブログ等のレビューを行った。第二に，レビューで得た着眼点を基に，
WWOOF を利用した訪日外国人と，同 171 のホストを対象に Web アンケート
を行った。結果，ホストの「本業」と地域活動への WWOOF 活用の形態を明
らかにした。  
第 3 章では，本論の目的に合致する，地域活動に WWOOF を活用している
ホストの元で，WWOOFer の活動詳細と，WWOOFer の地域に関わる形を明ら
かにした。同時期に複数 WWOOFer 受入れをしている岐阜県下呂市馬瀬地域の
2 つのホスト A さん，B 夫妻の元で，筆者自ら WWOOFer として参与観察（各
約 2 週間）とヒアリング調査を行った。その結果，WWOOFer と地域の多様な
関わりの形を明らかにした。  
 第 4 章では，地域との多様な関わりの形がみえた B 夫妻を先進事例として取
り扱い，B 夫妻のブログから，現状にいたる訪日外国人の活用展開経緯を明ら
かにし，各展開時にホストおよび地域や訪日外国人に求められる要素や興味関
心を考察した。  
第 5 章では，総括として，先進事例である B 夫妻の調査から分かったことか
ら，作業対価型滞在システムを利用する訪日外国人が訪問地域の課題解決に果
たす役割とその要点を示した。  
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図 1－13 本研究の構成及び方法   
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１－6 用語の定義  
 
（１）作業を対価とする旅行者滞在システム（以下、作業対価型滞在システム）  
 「作業」と「食・寝泊場所」を交換するシステム。旅行者は、滞在先で金銭
を支払う代わりに、滞在先で求められる作業を行う。旅行者と滞在先では金銭
のやり取りは生まれない。  
 
（２）WWOOF 
 作業対価型滞在システムの一つ。オーガニック農家を核とするホストと、そ
こで手伝いたい・学びたいと思っている人を繋ぐボランティアマッチングサー
ビス。  
 
（３）ホスト  
  WWOOF 登録し、食事と宿泊場所を提供する側。受入先。  
 
（４）WWOOFer 
  WWOOF 登録をし、WWOOF 体験する人。「作業」を提供する人。  
  海外から日本に訪れる WWOOFer を「訪日 WWOOFer」とする。  
 
（５）WWOOF 利用者  
  WWOOF を利用するホストと WWOOFer の両者を指す  
 
（５）ホストリスト  
WWOOF 事務局が保管する、ホストのプロフィールが掲載されているリスト。 
一般に公開している「公開ホストリスト」と WWOOF 登録したもののみが閲
覧できる「非公開ホストリスト」がある。  
 
（６）本業  
  生計を立てるために行われているビジネス。生業。  
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（７）地域に資する活動（以下、地域活動）  
 本業を行う上で必須ではない地域にひらかれた活動。地域の人や地域のため
に、時間や知識経験を共有する活動。  
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第 2 章 全国の WWOOF 活用と地域との関わりの現況  
 
2－1 2 章の目的と研究手法  
  
2章では、まず全国の WWOOFホストの本業および地域活動を概観するため、 
WWOOF Japan の 439 のホスト 6のうち、WWOOF 受入れを表明する 171 人の
ホストのホームページ及びブログ等のレビューを行なうことで、本業における
WWOOFer の活用状況を把握した。またホストの地域活動の有無を調べ、地域
活動の具体的内容を思考する示唆を得ると共に、地域活動への WWOOFer の活
用状況を把握・整理し、WWOOFer 活用傾向を推測した（参照：表 2‐1、詳細：
巻末付録 2－1）。  
次に、過去に WWOOF 利用した訪日外国人と、上記の 171 人のホストに対
して Web アンケートを実施した。前者の訪日 WWOOFer には、訪問先での体
験や地域との関わりの内容について尋ねた。後者のホストへのアンケートに関
しては、先述の傾向の具体的実数を得るために、本業と地域活動の有無と地域
活動における WWOOFer の活用実態について尋ねた。両者の回答から、
WWOOF の本業および地域活動への WWOOF の活用実態を整理・分析した。  
 
表  2－1 ホストの本業および地域活動と WWOOFer 活用の整理（一部抜粋） 
 
  
                                                   
6 2016 年 11 月 6 日現在の数である。  
ホスト ホスト事業
ホスト事業への
WWOOFerの関わり
地域
活動
地域活動の内容
地域活動への
WWOOFerの
関わり
本業および地域活動へのWWOOFerの関わり方
ホスト１ 宿泊 ○ ○ 料理教室の開催、ライブの開催、餃子づくり講習会 × NA
ホスト２ 農業 ○ ○ 高校の授業の受入、近隣の農園の手伝い、国際交流の提案 ○ マンパワー
ホスト３ 農業 ○ ○ マルシェへの出店 × マンパワー
ホスト４ 宿泊、農業、 ○ ○ マルシェへの出店、近所の海外友人の受入、講演会 × NA
ホスト５ 農業 ○ ○ マルシェへの出店 × マンパワー
ホスト６ 家庭菜園、飲食加工 ○ ○ マルシェやイベントへの出店、高校の受入 × NA
ホスト７ 農業、飲食業 ○ ○ マルシェへの出店 × NA
ホスト８ 宿泊業、飲食業 ○ ○ アートプロジェクトへの参画、清水探し、言語交流の機会提供 ○ 言語、コック経験、プロダクトデザイン等、マンパワー
ホスト９ 宿泊業、飲食業 ○ ○ 近隣の農園の手伝い × 料理コック、マンパワー
ホスト１０ 飼育、飲食製造・販売 ○ ○ マルシェ、イベントへの出店 ○ マンパワー
ホスト１１ 飲食業 ○ ○ 近隣店とのコラボイベント × 料理コック、マンパワー
ホスト１２ 農業、飲食業 ○ ○ マルシェへの出店 × マンパワー
ホスト１３ 農業、宿泊業、飲食加工 ○ ○ 収穫体験、食品加工体験、WS等イベントの開催 × 料理コック体験、マンパワー
ホスト１４ 農業 ○ × NA × NA
ホスト１５ 農業、飲食販売 ○ ○ 収穫イベントの開催 × マンパワー
ホスト１６ 農業 ○ ○ マルシェ等イベントへの出店、イベントの開催 × マンパワー
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2－2  全国のホストの本業と地域活動および WWOOF 活用の傾向  
 
全国の WWOOF ホストの本業および地域活動を概観するため、WWOOF 
Japan の 439 のホストのうち、WWOOF 受入れを表明する 171 人のホストの
ホームページ及びブログ等のレビューを行なった。これらのホームページやブ
ログは、WWOOF Japan の公開ホストリストに掲載されている 439 のホスト
の各居住地と、「WWOOF」「ウーフ」を検索語句として、インターネット入力
し探し当てたものである。  
  
2－2－1 ホストの本業と本業における WWOOF 活用の傾向  
 本項では WWOOF ホストの本業に着目する。  
本業の分類には、公開ホストリストで使用されているホストの事業選択項目を、
以下の 17 分類に整理した項目を用いた（表 2－2 参照）。ホームページから推
測される事業内容を、分類項目に当てはめ、ホスト事業を把握し WWOOFer
の活用実態を概観した。  
 その結果、全 171 人のホストにおいて、本業に WWOOFer の活用が見られ
た。多くの事業において、WWOOFer をホストの本業の人手を補う作業要員と
して活用する一方で、建設業界においては、建築・デザイン経験ある WWOOFer
のスキルを借りたり、教育事業では訪日 WWOOFer の語学力を生かし英語の授
業を設けたり、飲食事業では訪日 WWOOFer の母国料理をメニューに出すなど
していた（詳細：巻末付録 2－1 参照）。  
ホストが WWOOFer を本業のマンパワー補填として活用することに加え、一
部のホストは WWOOFer の持つスキルを把握して活用する傾向がみられた。  
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表  2－2 ホスト本業分類傾向  
 
公開ホストリストで使用されている
事業選択項目（全56項目）
ホスト本業
分類項目
Arts and crafts studio
Dyeing studio
Gallery
Music school
Pottery studio
Restaurant
Farm cafe
Farm restaurant
A baker
A sweets producer
Alcohol producer
Farm foods product processing place
Meat processing place
Salt producer
Natural foods shop 飲食販売
Welfare center 介護
Ecotourism
Nature guide
Sightseeing business
Natural therapies place
Center for the environment
Education center
Homeschooling place
Infant minding place
Language school
Nature school
Temple style cram school
Fishery 漁業
Building studio 建設
Apiary
Dairy farm
Horse studio
Pig farm
Poultry farm
Raising cattle for beef
Backpackers lodge
Camping place
Farm inn
Mini hotel or pension
Martial arts place
Outdoor sports
Place for Yoga
Sports instructor
Charcoal producer
Natural goods shop
Eco goods sales
Farming
Flower farm
General farm (grow various kinds of plants)
Grain farm
Orchard
Rice farm
Vegetable farm
Vegetable gardens 家庭菜園
Forestry 林業
Other その他
宿泊
スポーツ
日用品販売
農業
アート
飲食
飲食製造
観光
教育
飼育
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2－2－2 ホストの地域活動と地域活動における WWOOF活用の傾向  
 
本項では WWOOF ホストの地域活動に着目する。  
今回のレビューにて、本業を行う上では必須ではない活動および、地域の人や
地域のために時間や知識経験を共有している活動と推測される活動の紹介の有
無および内容を確認し、地域活動の具体的内容の示唆を得ることを目的とした。 
 その結果、地域活動と判断した活動を紹介していたホストは、全 171 人中 87
人確認された。地域活動として判断した活動は大きく以下の 2 つの傾向に分か
れた。すなわち、本業や自身の興味や能力を地域に開いたものと、本業や自身
の興味をいかして地域に参入したものに分かれた（表 2－3 参照）。本業や自身
の興味や能力を地域に開いたものと、本業や自身の興味を活かして地域に参入
したものである。  
 
表 2－3 地域活動傾向及び具体的内容  
 
 
その中でも、地域活動において WWOOFer を活用しているホストは、全 171
人中 32 人確認された。多くの地域活動において、WWOOFer は、全項同様に
ホストの地域活動のマンパワー的補填として活用されるか、もしくはイベント
や WS を受ける参加者として活用されている様子が見受けられた。  
一方で、前項同様、訪日 WWOOFer の語学力に着目し、訪日 WWOOFer の
滞在を周知して地域の異文化交流の機会を創出したり、訪日 WWOOFer を地域
の学校の特別講師として紹介し、異文化交流体験を提供していた（詳細：巻末
付録 2－1 参照）。  
地域活動
の傾向
具体的な内容 詳細な例示
農業体験WSやイベントの開催 草刈り、収穫祭
地域マルシェの開催 私有地の一部をマルシェ会場として開放
建物づくりWSやイベントの開催 セルフビルドの建築、古民家のリノベーション
お料理教室やお料理イベントの開催 郷土料理教室、海外の料理教室
里山生活WS 五右衛門風呂利用法、薪ストーブ活用法
スポーツWS ヨガWS
地域の人の学習の場の提供 サロンや教室の開講、外国語話者との交流機会の周知
音楽イベントの開催
アートイベントの開催
地域の生徒／学生の職場体験受入 1日現場体験の受入、職場体験講師としての協力
地域の人の集いの場の提供 地域の人の間で交流が生まれることを意識したコミュニティ・カフェ
地域マルシェへの参加 月に1日はマルシェでの出張販売
地域の環境保全・環境浄化活動への従事 公共地での植林活動、緑化活動、美化活動
地域の学校と協働した出張授業 学校での特別講師授業への協力
本業や自身の
興味や能力を
地域に開いたもの
本業や自身の
興味をいかして
地域に参入したもの
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ホストが WWOOFer を地域活動でもマンパワー補填として活用することに
加え、一部のホストは WWOOFer の持つスキルを把握して地域活動にまで活用
する傾向がみられた。  
 
以上のことから、以下の 3 つの傾向が確認された。  
１）ホストには、本業に勤しむ傍ら、地域活動を実践している一定層がいる。  
２）地域活動を行うホストの中には、地域活動に WWOOFer を活用している  
  ものもいる。  
３）WWOOFer の活用に関して、本業、地域活動両者において、マンパワー  
  としての活用とスキルをいかした活用がある。  
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2－3 全国の WWOOF 利用者の地域との関わりの実態  
  
前節にて確認された傾向の実態の確認および、レビューでは確認できない地
域との関わりの内容や、地域との関わりに対する反応や考えを明らかにすべく、
過去に WWOOF 利用した訪日外国人と、先述同様の 171 人のホストに対して
Web アンケートを実施した。  
 
2－3－1 WWOOFer と地域との関わりの実態  
（１）アンケート概要  
◆名称  
「 Questionnaire to learn about volunteer experiences in Japan and 
relationships between volunteers, hosts, and local people」  
（日本語名称；日本におけるボランティア経験とボランティアとホストと地
域住民の関係性に関するアンケート）  
 
◆目的  
本アンケートの目的を以下の 3 つに設定する。  
１）過去の WWOOF 体験における地域との交流内容の傾向を認識する  
２）訪日 WWOOFer の考える、地域との関わりの重要性を認識する  
３）過去の WWOOF 体験での、回答者のスキルの活用の傾向を確認する  
 
◆質問内容と着目する質問項目  
  全 37 つの設問を用意し、それらは以下大きく 4 つに構成される 7。  
過去の WWOOF 体験について、地域住民との交流について、滞在が重複
した WWOOFer との交流について、再訪理由の意思についてである。  
その中で上記の目的を果たすために、表 2‐4 にある 11 の質問を分析する。  
  
◆回答対象者  
日本で作業滞在型宿泊システムを利用したことのある外国人  
                                                   
7 詳細は巻末資料、WWOOFer に対するアンケート参照  
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その中から、分析対象として WWOOF 利用者の回答を抽出した。  
 
◆応募期間  
2016 年 12 月 5 日～2017 年 1 月 5 日  
 
◆周知方法  
筆者の Facebook による拡散および以下の人物に協力を呼びかけた。  
・ウィーン大学日本学教員 1 名  
・調査対象の 171 ホスト  
 
◆回答数及び有効回答数  
回答数 43 件、うち WWOOF 利用者のみを抽出した結果。有効回答数 41 件  
 
表  2‐4 WWOOFer に対するアンケート着目質問項目（詳細は巻末資料）  
 
 
回答必須 回答方式
ホスト以外にどのような地域住民と交流を持ちましたか？
（一番思い出に残っているWWOOF体験において、以下質問７まで同様の条件）
With whom did you communicate, besides the host?
（Communication with local people during your BEST volunteer experience in Japan）
どのような形で交流をもちましたか？
What were the nature of communications with people other than the host?
地域住民との思い出をお話しください。
Please share your story(s) about these communications.
どのようにして地域住民と出会いましたか？
How did you get to know the local people? (Multiple answers allowed）
地域住民との交流に満足しましたか？
Were you satisfied with the communication with/among the local people?
現在も、地域住民と連絡を取り続けていますか？
Do you still keep in touch with the local people now?
一番思い出に残っているWWOOF体験において、
ホスト以外の地域住民との交流を期待していましたか？
Did you expect to have communication with local people other than the host?
WWOOF体験のホストを選ぶ際に、地域住民との交流はどれほど重要な要素ですか？
How important are the factors below when you choose your host?
再訪を考えるにあたって、地域住民との交流はどれほど重要な要素ですか？
How important are the factors below when you choose your host?
（For your intention to repeat）
過去のWWOOF体験で、ホストの事業を行う中で、あなたの持つスキルや
バックグラウンドおよび性格を活用しましたか？思い出をお話しください。
Did your host(s) try to utilize your skill, background or your character for their
activities, or for activities in the local area? Please share your story.
過去のWWOOF体験で、ホストは地域住民のために、あなたの持つスキルや
バックグラウンドおよび性格を活用しましたか？思い出をお話しください。
Did your host(s) try to utilize your skill, background or your character for other
activities/businesses?  Please share your story.
○ 記述式
質問９ ○ 選択式
○ 選択式
○ 選択式
○ 記述式
記述式
複数選択○
○ 選択式
○ 選択式
質問８
質問10
質問11
目的３　過去のWWOOF体験での、回答者の持つスキルの活用実態
目的２　訪日WWOOFerの考える、地域との関わりの重要性
○ 複数選択
○ 複数選択
×
目的１　過去のWWOOF体験における地域との交流内容
質問１
質問２
質問３
質問４
質問５
質問６
質問７
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（２）アンケート結果  
Ａ）回答者の属性  
 回答者の男女比率は、女性 61%、男性 39%である。  
また回答者の年齢は、全て 40 歳未満であり、20 代後半に集中していた。  
 
また回答者の国籍の上位７つは、オーストリア (14)、フランス (5)、アメリカ
(5)）、シンガポール (3)、中国 (2)、オランダ (2)、オーストラリア (2)である。拡
散方法による、国籍の偏りが見られた。  
回答者の所属は、学生と従業員が多く、それぞれ約 40%を占め、学生と回答
した 17 人中 11 人が日本学を専攻していた。従業員に関しては、教育関係者、
広告関連、ホテルスタッフと多様な職種に所属している。  
 
 
図  2－1 WWOOFer 回答者の性別および年齢  
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図  2－2 WWOOFer 回答者の所属  
 
また回答者の日本語レベルは初級が突出するものの、約半数が中級以上のレ
ベルで、日本語で聞く／話すことができると回答した。一定の日本語でのコミ
ュニケーションが可能であることを示している。  
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図  2‐3  WWOOFer 回答者の日本語能力  
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B）目的１ 過去の WWOOF 体験における地域との交流内容の傾向を認識する  
 
◆質問１ ホスト以外にどのような地域住民と交流を持ちましたか？  
 回答者 41 人中、40 人が地域住民との交流を持ったと回答した。その中でも、
とりわけホストの協同作業者および、ホストの友人といった、ホストと日ごろ
から親交あろう人々との交流が多いことが分かった。  
 
図  2‐4 WWOOFer 回答者が交流した地域住民  
 
◆質問 2 どのような形で交流をもちましたか？  
挨拶や日常会話といった気軽にできる交流と、ホストの本業において一緒に
働く交流が 80%をこえて多くなされていた。一方で、半数以下の回答になるが、
地域住民の活動の手伝いや、地域コミュニティの活動へ参画する WWOOFer
の存在も確認され、WWOOFer が地域活動に関わっている様子が分かった（図
2－5 参照）。  
 
◆質問 3 地域住民との思い出をお話しください。  
 多様な交流活動が回答された。日本語のレベルで交流内容を分類すると、多
様な交流内容の形が多く見られた。  
 日本語が全く話せない WWOOFer は、簡単な挨拶やカードゲームといった言
葉を介さない交流、外国語を話すことができる地域住民との交流に限られてい
る傾向が見られた。しかし初級レベル以上の日本語を身に着けると、交流のか
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たちは一気に多様化を増し、質問２の選択項目として挙げている交流の活動以
外に、地域住民が WWOOFer に興味を持ち、食事やコンサートに連れ出してく
れる事例が確認できた。  
 
ホストの近所で下宿を営んでいる中年夫妻はよく私たち（回答者）に
話しかけてくれて、地域の慣習や彼らの人生や仕事についていっぱい教
えてくれました。それと同時に、私たち母国オーストリアに興味がある
ようで、たくさんの質問をすると同時に、オーストリアといえばクラシ
ック音楽ということで、私たちをクラシックコンサートにまで連れて行
ってくれました。ありとあらゆるお祭りに連れて行ってくれて、よくお
昼ごはんも一緒にしました【（）内筆者補填、筆者翻訳】。  
 
 上級レベルになると、WWOOFer や地域および地域住民の背景について話す
だけではなく、時に哲学的な話、移住の話を地域住民とすることもあることが
分かった。  
 
 
図  2－5 WWOOFer 回答者が地域住民と交流した活動  
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◆質問 4 どのようにして地域住民と出会いましたか？  
 ホストの本業での作業と、ホストの仲介による、と回答した人が大きな割合
を占めており、WWOOFer が地域住民と交流するためには、ホストの介在が重
要な役割を担っていることが分かった。  
 
 
図  2－6 WWOOFer 回答者が地域住民と知り合った経緯  
 
◆質問 5 地域住民との交流に満足しましたか？  
 約 90%の回答者が地域住民との交流に満足していた。  
 
図  2－7  WWOOFer 回答者の地域住民との交流満足度  
 
◆質問 6 現在も、地域住民と連絡を取り続けていますか？  
70%が、連絡を取り続けていると回答した。しかし、「ときどき」の回答と、
「次回再訪する予定あり」の回答と、「SNS でつながっているだけ」という回
答がほぼ同じ割合であり、地域住民とのつながりの深さは多様にあることが分
かった。  
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図  2－8 WWOOFer 回答者の WWOOF 体験終了後の地域住民との連絡頻度  
 
C）目的２ 訪日 WWOOFer の考える、地域との関わりの重要性を認識する  
 
◆質問 7 一番思い出に残っている WWOOF 体験において、ホスト以外の地域   
 住民との交流を期待していましたか？  
 地域住民との関わりの期待は約 90%と非常に高い数値を示した。 
 
 図  2－9  WWOOFer 回答者の地域住民との交流の期待度  
 
◆質問 8  WWOOF 体験のホストを選ぶ際に、地域住民との交流はどれほど  
 重要な要素ですか？  
 「重要」と「とても重要」の回答が 75%以上であり、この数値はボランティ
ア活動に対して、「重要」と「とても重要」の回答が同等となっていた。  
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図  2－10 ホスト決定時の「地域住民との交流」が持つ重要度  
 
◆質問 9 再訪を考えるにあたって、地域住民との交流はどれほど重要な要素  
 ですか？  
 ホスト決定時よりも重要度は下がるものの、「とても重要」「重要」と回答し
た層が 70％以上確認された。  
 
 
図  2－11 再訪を決める際の「地域住民との交流」が持つ重要度  
 
D）目的３ 過去の WWOOF 体験での、回答者の持つスキルの活用の傾向を確
認する  
 
◆質問 10 過去の WWOOF 体験で、ホストの事業を行う中で、あなたの持つ  
 スキルやバックグラウンドおよび性格を活用しましたか？思い出をお話し 
ください。  
 ホストの本業のもとでスキルを活用したと回答した訪日 WWOOFerは全 41
人中 21 人だった。スキルの内容は翻訳や通訳、言語レッスンなど言語系が最
も多く、お国料理の作成といった調理系、音楽やペイント技術などのアート系
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の回答も多く見られた。他にも、大工仕事を行ったり、IT 技術を駆使してホ
ストの宣伝ビデオを作成したりする訪日 WWOOFer の存在が確認された。  
 
◆質問 11 過去の WWOOF 体験で、ホストは地域住民のために、あなたの持  
 つスキルやバックグラウンドおよび性格を活用しましたか？思い出をお話し  
 ください。  
 ホストのいる地域において地域住民のためにスキルを活用したと回答した、
訪日 WWOOFer は全 41 人中 8 人確認でき、以下のように回答している。  
 
 「近所の事業のために木工製作をした」「新メニューの開発」「ポスターや  
ロゴなどのデザイン」「ホストの友人とお互いの国の農業事情と持続可能性に
ついての意見交換をした」「もちろん！ホストは（日本語が話せない回答者に
対して）日本語と戦え！と言ってたけど、地域の人が英語を話せる手伝いを
させてくれたんだ。地域の人にとっても僕にとってもいい体験だった！」「ボ
ーイスカウトの遠足にてギター演奏」「ホストだけでなくホストのところで働
いている地域の人にも宣伝ビデオを作ってあげました」【（）内筆者補填、筆
者翻訳】  
 
  以上、訪日 WWOOFer による Web アンケートの結果より、WWOOFer と
地域の関わりの実態として以下のことが明らかになった。  
 
１）過去の WWOOF 体験における地域との交流内容の傾向  
 WWOOFer はホストやホストの活動を通して、ホストと日々の親交が深い
地域住民と出会うことが多い。交流の多くは簡単な挨拶やホストの事業関連
であるが、時に地域活動にまで WWOOFer が関わることがある。WWOOF
体験後の地域住民との連絡の頻度には、WWOOFer によって差にばらつきが
みられるが、地域住民との交流には満足を示していることが多い。  
 
２）訪日 WWOOFer の考える、地域との関わりの重要性  
 地域住民との交流は大いに期待しており、ホスト決定時や再訪する際には、
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よく考慮する要素となっている。  
 
３）過去の WWOOF 体験での、回答者の持つスキルの活用の傾向  
  ホストの本業および地域活動の両者において、時に WWOOFer のスキルを
活用することがある。頻度としては、ホスト本業への活用の方が地域活動へ
の活用よりも多い。  
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2－3－2  ホストと地域との関わりの実態  
（１）アンケート概要  
◆名称  
「ボランティア・システムを利用する外国人の交流・活躍の状況に関するア
ンケート」  
 
◆目的  
本アンケートの目的を以下の 3 つに設定する。  
１）ホストの地域活動への関わりの傾向を確認する  
２）ホストの地域活動への WWOOFer の活用傾向を確認する  
３）ホストと地域住民の金銭を介さない交流の有無を確認する。  
 
◆質問内容と着目する質問項目  
  全 31 つの設問を用意し、それらは以下大きく 4 つに構成される 8。  
WWOOF 受入概要について、WWOOFer の再訪について、ホストの地域活
動について、地域における金銭のやり取りをしない交流についてである。  
その中で上記の目的を果たすために、表 2‐5 にある 5 つの質問を分析す  
 る。  
表  2－5  ホストに対するアンケート着目質問項目  
 
 
◆回答対象者  
日本で作業滞在型宿泊システムを利用しているホスト  
その中から、分析対象として WWOOF 利用者の回答を抽出した。  
 
                                                   
8 詳細は巻末資料、WWOOFer に対するアンケート参照  
回答必須 回答方式
質問１ あなたは地域の中での活動に興味がありますか？ ○ 選択式
質問２
実際に地域の人と協働して取り組んでいる地域活動があれば
以下の中より、お選びください
○ 複数選択
質問３ 具体的な活動内容をぜひお教えください。 × 記述式
質問４ 海外からのボランティアも地域の活動に参加していますか？ ○ 選択式
質問５ 海外からのボランティアを地域の人とつなげようと思いますか ○ 選択式
質問６
日頃より、地域内で物々交換や、ものの貸し借り、おすそ分け
などはありますか？
○ 選択式
質問７
ボランティアの受け入れをしていることで、これらの交流がより
多くなったと感じますか
○ 選択式
目的３　ホストと地域住民の交流
目的２　ホストの地域活動へのWWOOFerの活用実態
目的１　ホストの地域活動への関わり
45 
 
◆応募期間  
2016 年 12 月 5 日～2017 年 1 月 5 日  
 
◆周知方法  
以下の人物に、個人的に連絡を取り、回答協力をお願いした。  
・ホームページやブログで WWOOFer 受け入れを表明してる 171 人のホスト  
・上記のホストから紹介してもらったホスト  
 
◆回答数及び有効回答数  
回答数 54 件、うち WWOOF 利用者のみを抽出した結果。有効回答数 53 件。  
 
（２）アンケート結果  
 
Ａ）回答者の属性  
 回答者の本業は、専業農家が最も多く、その次にカフェ・レストラン、宿泊
業と続いた。次に、ホスト歴については、2 年目から 7 年目のホストの回答率
が比較的高い。  
またホストの日本外在住経験については、約 50%の回答者が半年以上の海外
経験があり、とりわけ海外就労経験が多かった。対異文化のノウハウを取得し
ているホストが一定層いることが分かった。  
 
46 
 
 
図  2－12  ホスト回答者の本業  
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図  2－13  ホスト回答者のホスト歴  
 
 
図  2－14  ホスト回答者の日本外在住歴  
 
B）目的１ ホストの地域活動への関わりの傾向を確認する  
 
◆質問１ あなたは地域の中での活動に興味がありますか？  
 地域活動への興味の有無について、「はい」と回答したのは約 95%であり、
かなり多くのホストが地域活動に興味を抱いていることが分かった。  
48 
 
 
図  2－15  ホスト回答者の地域活動に関する興味  
 
◆質問２ 実際に地域の人と協働して取り組んでいる地域活動があれば以下の
中より、お選びください  
 ホスト回答者 53 人中 50 人が地域活動に実際に取り組んでいた。  
最も回答率の項目は、「農業体験 WS やイベント」で半分以上を占めていた。  
 また料理教室や、地域保全環境活動なども高い回答率となった。  
 
 
図  2－16  ホスト回答者の取り組んでいる地域活動  
 
◆質問３ 具体的な活動内容をぜひお教えください。  
 質問 2 における選択項目では当てはまらない多様な地域活動に関する回答が
あった。以下、一部抜粋で紹介する。  
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  「業体験や故郷納税返礼品で、できる限り地元の市に貢献できるよう（赤  
 字 にならないギリギリのラインで )努力しております。）地元農業の収入の  
 ボトムアップをするために、何軒かの農家で組合をつくり、ブランド野菜の  
 確立とともに、スーパーなどと直接取引ができるよう、販路確保の商談をし  
 ています。」「地域の広報の編集部員、普通に地域のいろんな役で活動に参加」  
 「都市部の生徒や海外の生徒へ向けた民泊体験、及びその受け入れ家庭を増  
 やす取り組み」  
 
C） 目的２ ホストの地域活動への WWOOFer の活用傾向を確認する  
 
◆質問４ 海外からのボランティアも地域の活動に参加していますか？  
 訪日 WWOOFer を地域活動に活用しているホストは、約 70%もおり、また
マンパワーとして訪日 WWOOFer を活用するホストが約 50%おり、彼らのス
キルに着目して地域活動に生かすホストは 11.5%確認された。  
 
図  2－17 ホスト回答者の地域活動への訪日 WWOOFer の活用  
 
◆質問 5 海外からのボランティアを地域の人とつなげようと思いますか？  
 回答者の 90%以上が、訪日 WWOOFer と地域住民をつなげようと思ってい
ると回答した。その中でも、多くが自然につながっていければ良いと考えてい
るのに対して、約 10%の回答者が積極的に地域住民と訪日 WWOOFer を橋渡
していることが確認された。  
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図  2－18  ホスト回答者の訪日 WWOOFer を地域住民と繋げる意思  
 
以上、WWOOF ホストによる Web アンケートの結果より、ホストと地域の関
わりの実態として以下のことが明らかになった。  
 
１）ホストの地域活動への関わりの実態  
 ホストの多くは地域活動に興味をもっており、また実践をしている。  
 
２）ホストの地域活動への WWOOFer の活用実態を掌握する  
地域活動を実践しているホストの約 70%は WWOOFer の力も地域活動に
活用しており、その中でも少数であるが、WWOOFer のスキルを活用してい
るホストが一定層確認される。  
 
2 章 3 節のまとめとして、2 章 2 節で確認された全 3 つの傾向、すなわち１）
ホストは本業に勤しむ傍ら、地域活動を実践している一定層がいる、２）地域
活動を行うホストの中でも、地域活動に WWOOFer を活用している、３）
WWOOFer の活用に関して、本業、地域活動両者において、マンパワーとして
の活用とスキルをいかした活用がある、は全て Web アンケートでも実態として
確認された。  
以上のことから、WWOOFer が作業を通して、ホストやホスト地域との交流
を享受していることを前提として、全国の WWOOF 活用に以下の４つの種類
があることがわかった。①自己ビジネスマンパワー型、②自己ビジネススキル
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スキル型、③地域活動マンパワー型、④地域活動スキル型である。  
類型①は、ホストのビジネスのために WWOOFer をマンパワーの補てんと
して活用するものある。WWOOFer に特殊な技術は必要とせず、例としては、
農作業の草刈り、飲食加工品の包装などが挙げられる。  
類型②は、ホストのビジネスのために WWOOFer のスキルを活用するもの
ある。建築の知識やデザインなど一定の技術が求められることもあるが、訪日
WWOOFer であれば言語や彼らのバックグラウンドそのものがスキルとなり、
それらが活用される。例としては、外国語の指導や、飲食業におけるメニュー
開発などがあげられる。  
類型③は、本業での活用に加え、ホストの地域活動のためにも WWOOFer
をマンパワーの補てんとして活用するものある。WWOOFer に特殊な技術は必
要とせず、例としては、マルシェでの販売、地域イベントにおける資材運びな
どが挙げられる。  
類型④は、本業での活用に加えて、地域活動のためにも WWOOFer のスキ
ルを活用するものある。建築の知識やデザインなど一定の技術が求められるこ
ともあるが、訪日 WWOOFer であれば言語や彼らのバックグラウンドそのもの
がスキルとなり、それらが活用される。例としては、地域の学校における
WWOOFer の出身地紹介や、地域の子供たちを対象にした外国語ボランティア
レッスンなどがあげられる。  
 全活用型において、ホストやホストの作業を介して、地域住民との交流を持
つ一方で、類型③、④では地域住民を対象、もしくは地域住民と協同して行う
ものが多く、地域との関わりが多いと考えられる。  
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図  2－19  ホストによる WWOOF 活用と地域活動の関係性  
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2－4 2 章のまとめ  
 
2 章では、日本における WWOOF 利用者による地域活動の全体像を把握する
ことを目的とした。第一に、WWOOF 受入れを表明している 171 のホストのホ
ームページ及びブログ等のレビューを行った。結果、ホストは自ら事業のマン
パワー的補填として WWOOF を活用すると同時に、一部ホストは彼らの持つ
スキルやバックグラウンドに着目し、それらを活用している事実が見られた。
またホストは単に外部者との交流享受や、「本業」への助けを得るためではなく、
地域への国際交流機会の提供といった地域活動にまで幅を広げるホストが確認
された。  
第二に、過去に WWOOF を利用した訪日外国人と、同 171 のホストを対象
に Web アンケートを行った。  
訪日 WWOOFer に対しては、訪問先での体験や地域との関わりの内容につい
て尋ねた。その結果、訪日 WWOOFer（有効回答数 41 件）の経た体験におけ
る地域との交流内容の傾向と、訪日 WWOOFer の考える重要性および、過去の
WWOOF 体験での、回答者の持つスキルの活用の傾向が明らかになった。  
1 つ目に関しては、WWOOFer はホストやホストの活動を通して、ホストと
日々の親交が深い地域住民と出会うことが多いことが明らかになった。また交
流の多くは簡単な挨拶やホストの事業関連であるが、時に地域活動にまで
WWOOFer が関わることがあることが分かった。そして WWOOF 体験後の地
域住民との連絡の頻度には、WWOOFer によって差にばらつきがみられるが、
地域住民との交流には満足していることが分かった。  
2 つ目に関しては、地域住民との交流を訪日 WWOOFer は大いに期待してお
り、ホスト決定時や再訪する際には、よく考慮する要素となっていることが分
かった。  
3 つ目に関しては、ホストの本業および地域活動の両者において、時に
WWOOFer のスキルを活用することがあり、頻度としては、ホスト本業への活
用の方が地域活動への活用よりも多いことが明らかになった。  
そしてホストへのアンケート（有効回答数 53 件）に関しては、ホストの地
域活動への関わりの実態および、ホストの地域活動への WWOOFer の活用実態
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を掌握することができた。  
 前者に関しては、ホストの多くは地域活動に興味をもっており、また実践に
も取り組んでいることが分かった。  
 後者に関しては、地域活動を実践しているホストの約 70%は WWOOFer の
力も地域活動に活用しており、その中でも少数であるが、WWOOFer のスキル
を活用しているホストが一定層確認された。  
以上のことから、ホストの WWOOF 活用に関して、WWOOFer が作業を通
して、ホストや地域住民との交流を享受していることを前提に、4 つに類型化
できることが明らかになった。①自己ビジネスマンパワー型、②自己ビジネス
スキル型、③地域活動マンパワー型、④地域活動スキル型である。  
①自己ビジネスマンパワー型は、WWOOF を、作業をこなす一労力とみなし、
自己ビジネスにマンパワー要員として活用するものである。  
②自己ビジネススキル型は、WWOOF の特殊スキルに着目し、それを用いた
活用を行うものである。  
③地域活動マンパワー型は、自己ビジネスに加えて、地域活動にも WWOOF
をマンパワーとして活用しているものである。  
④地域活動ビジネス型は、自己ビジネスに加えて、地域活動にも WWOOF
の特殊スキルを用いて活用しているものである。  
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第 3 章 WWOOFer の地域に関わる形とホストの取り組み
の実態  
 
3－1 3 章の目的と研究手法  
 
3 章では、WWOOFer、ホストそして地域住民の関係性に着目する本研究の
目的に照らし合わせて、2 章の分類に基づき、地域活動に WWOOF を活用して
いる類型③地域活動マンパワー型、および類型④地域活動スキル型に着目し、
以下の 3 つ、A) WWOOFer の活動詳細、B) WWOOFer が地域に関わる形、C) 
ホストが関わりを生み出すために行う工夫を明らかにすることを目的とする。  
 そこで、類型③地域活動マンパワー型、類型④地域活動スキル型のホストが
おり、同時期に複数 WWOOFer の受入れをしている岐阜県下呂市馬瀬地域の 2
つのホストの元で、筆者自ら WWOOFer としての参与観察（各約 2 週間）お
よびヒアリング調査を行った。  
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3－2 調査概要  
 
本章では、A) WWOOFer および WWOOFer 活動詳細、B) WWOOFer が地
域に関わる形、C）ホストが関わりを生み出すために行う工夫を明らかにする
ために参与観察とヒアリング調査を行った。  
参与観察では、WWOOFer の活動の詳細を明らかにし、WWOOFer が地域に
関わる形を明らかにするために、ホスト、WWOOFer、地域住民の 3 対象を広
く観察した。更に WWOOFer に着目し、自らの活動の記録に加え、滞在が重複
した WWOOFer の活動を観察し、各人が滞在期間中に行った活動を整理した。
「WWOOFer 滞在ログ」および、活動や滞在場所を地域住民の興隆内容と共に
「WWOOFer ログマップ」として地図化した。  
また参与観察期間で把握できない点を補完するため、WWOOFer と地域の関
わりを WWOOFer、ホスト、地域住民、またホスト活動関係者にヒアリング調
査を行ない、WWOOFer と地域との関わりの有無、関わり方について詳しく尋
ね、WWOOFer ログの内容を補填した。  
その上で、地域と多様な関わりを持っていた B 夫妻に着目し、WWOOFer
と地域が交流を持つために取り組んでいる工夫を明らかにするために、
WWOOFer、ホストおよび地域住民やホスト活動関係者に対するヒアリング調
査を行った。  
 
3－2－1 調査対象地の概要  
（１）調査対象および調査対象地の選定  
調査対象のホストは、WWOOF 受入を表明している 171 人のホストの中から、
以下の条件の基で絞り込んだ。  
あ）WWOOF 受入を表明している 171 人の中で、類型③地域活動マンパワ
ー型および④地域活動スキル型に分類される  
い）同時期に訪日 WWOOFer を複数受け入れている  
う）活動内容を定期的にホームページや Facebook 等インターネット上で配  
  信している  
以上の条件に当てはまるホストが複数人いる地域を抽出し、さらに③④両類
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型のホストがおり、行政単位が比較的小規模である地域として、岐阜県下呂市
馬瀬地域を調査地に設定した。馬瀬地域にはホストが二人おり、両者ホスト A
さん、B 夫妻のもとで参与観察を行った。  
 
（２）岐阜県下呂市馬瀬地域の概要  
 岐阜県下呂市馬瀬地域は、下呂市の北西に位置する地域である（図 3－1）。
旧岐阜県益田郡馬瀬村であり、旧金山町、旧下呂町、旧小坂町、旧萩原町と 2004
年 3 月に合併し、岐阜県下呂市馬瀬地域となった。  
 
図  3－1  下呂市馬瀬の位置  
 
下呂市は、日本創生会議が示した「消滅可能性都市  」に該当し、人口は一
貫した減少傾向にある。馬瀬地域においても同様で、1960 年では 2,848 人であ
った人口が、現在ではほぼ半減し、1,234 人となっており（図 3－2）、過疎化
問題に直面している地域である。馬瀬地域には、全部で 10 地区があり、それ
ぞれの人口分布は、2015 年 4 月時点で、表 3－1 の通りである。下呂市全体の
人口問題と同じく、1960 年から現在に至るまで馬瀬地域の人口も半減している
ことが確認できる。  
馬瀬地域は、中央に走る馬瀬川をはじめとした豊かな自然と農村風景を有し
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ており、これらの自然と里山の営みを保全し活用するために、フランスの「地
方自然公園制度9」をモデルにし、地域全体を「馬瀬地方自然公園」と定めてい
る。  
とりわけ西村地区では、地域住民が自発的に里山管理を行っており、下呂市
も西村地区全体を「里山ミュージアム」と指定し、観光資源の一つとして活用
をしている。  
 
 
図  3‐2  下呂市地域別人口の推移（下呂市人口ビジョンより参照）  
 
 
                                                   
9 地方自然公園（Parc Naturel Regional）とは、フランス独自の自然公園システムであり、  
自然保護に最重点が置かれ、経済活動が規制される国立公園に対し、地方自然公園は住民
が住む田舎が対象となることが特徴である。乱開発を避け、緩やかなかつ持続的な発展を
望む地域住民が、地方自然公園を通じて均衡の取れた地域計画をたて実施する地域である。 
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表 3－1  馬瀬地域の人口分布（2016 年 4 月時点）10 
（下呂市 HP、「平成 28 年 4 月末地区別人口」より筆者作成）  
 
 
 
図  3‐3  馬瀬地域  
  
                                                   
10 下山は、1966 年着工／1976 年竣工の岩屋ダム設置に伴い廃村となっている。  
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3－2－2 調査対象者の概要  
（１）参与観察の目的  
参与観察では、WWOOFer の活動の詳細を明らかにし、WWOOFer が地域に
関わる形を明らかにするために、ホスト、WWOOFer、地域住民の 3 対象を広
く観察した。とりわけ WWOOFer に着目し、自らの活動の記録に加え、滞在が
重複した WWOOFer の活動を観察し、各人が滞在期間中に行った活動を整理し
た「WWOOFer 滞在ログ」を作成した。また、活動や滞在場所を地域住民の交
流内容と共に「WWOOFer ログマップ」として地図化した。  
本調査における地域住民は下呂市住民とし、下呂市外在住でホスト活動関係
者を活動関係者とし、後述するヒアリング調査対象とした。  
 
（２）参与観察期間と主要観察対象  
調査は、類型③地域活動マンパワー型に分類されるホスト A さんと、類型④
地域活動スキル型に分類されるホスト B 夫妻の元で行った。A さんのところで
は 2 回（各約 1 週間）、ホスト B 夫妻のところでは 1 回（約 2 週間）、全 3 回行
った。A さんは 2016 年夏に参加型の大きなアートイベントを行っているため、
イベント非開催時（通常時）とイベント開催時に 1 回ずつ調査を実施したため
である。  
滞在が重複した WWOOFer は、A さんの元での第 1 回調査では 2 人、第 2
回調査では 1 人、B さんの元では 2 人であった。また B さんの元では、かつて
B さんのもとで WWOOF 体験をし、再度訪れ WWOOF 同様の活動をしている
元 WWOOFer が 3 人おり、彼らも観察対象とした。  
 
表 3－2 参与観察調査者および概要  
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（３）ヒアリング調査の目的  
 参与観察期間で把握できない点を補完し、WWOOFer に対する地域住民の反
応や WWOOF 受入による地域に与える影響を明らかにするために、WWOOFer、
ホストおよび地域住民、また活動関係者に対して、ヒアリング調査を行った。  
  
（４）ヒアリング調査と結果  
 ホスト、WWOOFer、地域住民、活動関係者の全 4 対象にインタビューを行
った。  
 ホストに対しては、WWOOF 活動、また地域活動との関連性に関して 1 対 1
のナラティブ（物語）・インタビューと、日々の作業の隙間時間および食事時間
などでの会話形式のインフォーマル・インタビューを行った。  
 WWOOFer に対しては、インタビュー用紙 11記入してもらいつつ、記入され
た回答に対して詳細を尋ねるナラティブ・インタビュー行った。また滞在が重
複している WWOOFer に対しては、協同作業時、食事中のインフォーマル・イ
ンタビューを行った。  
地域住民や行政に対しても、ナラティブ・インタビューを行った。地域祭りや
送迎会時に一緒になった地域住民には、インフォーマル・インタビューも実施
した。  
下呂市外在住で、ホストと交友があり、ホストの活動に参画している人々を
活動関係者とし、ナラティブ・インタビューおよびインフォーマル・インタビ
ューを行った。B 夫妻の元で、WWOOFer 同様、作業対価型滞在システムを使
用している活動関係者には、WWOOFer 同様のインタビュー用紙を使用し、イ
ンフォーマル・インタビューを実施した。  
その結果、ホスト 2 人、WWOOFer7 人、かつて WWOOF でホストを訪れ再
訪した訪日外国人（元 WWOOFer）3 人、下呂市内地域住民 21 人、地域活動
関係者 3 人から話を聞くことができた。  
 
 
 
                                                   
11 巻末資料 3－1 として、掲載している。  
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表 3‐3 観察対象およびインフォーマンツリスト  
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3－3 地域活動マンパワー型 WWOOF 活用ホストの事例調査  
 
3－3－1 ホスト A さんの元での WWOOF 活用の概要  
（１）ホスト A さんの本業における WWOOF 活用  
ホスト Aさんは下呂市馬瀬地域中切地区に住む、半農半アーティストである。 
A さんは、同地区の農家に生まれ、20 代で大阪の人形劇団に所属し、その後
タイで国際関連の NGO に勤務し、1998 年に U ターンしてきた。  
本業としては、「半農」として私有地及び共同農園にて自然農法による自家
消費用の畑作業を行い、同時にアーティスト活動として、ひょうたんランプの
製作やセルフビルド建設を行っており、これらの両活動において、WWOOF を
活用している。  
  
図 3-4 ホスト A さんのもとでの WWOOF 活動  
【左：農作業の様子、右：セルフビルド建築（両者筆者撮影）】  
 
（２）ホスト A さんの地域活動における WWOOF 活用  
農業やアーティスト活動の傍ら、アーティスト活動を拡大させたものとして、
「野原のプロジェクト」を実施している。「自然との共生、アート、手作り」を
コンセプトに、私有地や地域の耕作放棄地にて、家づくりや庭造りを行うもの
であり、この活動にも WWOOF を活用している。  
同時に製作そのものを参加型ワークショップとしており、プロジェクトに興
味のある地域住民やホスト A さんの地域外の友人が訪れ、ホスト A さんおよび
WWOOFer と一緒に作業をしている。また不定期にセルフビルドの建物や庭に
て、コンサートや人形劇、キャンドルナイトなどのパフォーマンスに行うアー
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トイベントを開催し、地域内外の人々が集う交流の場となっている。  
「野原のプロジェクト」のホームページには以下のように「野原のプロジェ
クト」を説明している。  
 
  「野原のプロジェクト」とは、過疎化が進む田舎にミュージアムを作りた
い！田舎だからこそできるミュージアム。その場所の自然景観、空気や青空、
水の音、空の鳥さえも含めたそこにしかないミュージアムを作ろう！  
   （中略）山里の休耕地 12を利用して「自然との共生、アート、手作り」
というコンセプトの元、地元の子供を含めた住人と趣旨に賛同する各地から
の参加者と家造り庭造りの専門家やアーティストとの共同作業で、2009 年 5
月より「野原のミュージアム」を作り始めています。  
   みなさんの時間の許す範囲で集まり、ゆっくりとしたペースでコツコツ
とセルフビルドしています。自分の手で作るという創造的体験を通して、持
続可能な自然と調和した暮らし、人と人、人と自然とのつながりの大切さの
思いを深めていければと思います。そして、この場所が私たちが未来の子ど
も達に伝えていくべき大切なものを発見できる場となることを願っていま
す。  
多くの方の参加をお待ちしています。そして、新しい出会いと人の輪が広
がることを楽しみにしています。  
 
 A さんは、始まりは自分の家を自分で建てたかったという気持ちからプロジ
ェクトは始まったが、パフォーマーとして活躍していた経験から、人を喜ばせ
たい、笑わせたいと自然に考えることが多く、いつのまにか参加型のプロジェ
クトとして進行することになった、と話していた。  
 
（３）ホスト A さんの WWOOF の受入実態  
ホスト A さんは、2009 年、上述した「野原のプロジェクト」のマンパワー
を確保するために WWOOF のホストの登録を行い、現在ホスト 8 年目である。  
A さんの言語能力は、母国語として日本語、初級英語、初級タイ語である。  
                                                   
12 原文まま。  
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受入期間は主に、4 月～11 月である。年間に約 50 人の WWOOFer を受入れ
ており、その多くが、海外からの WWOOFer で占められている。実際に、2015
年では、45 人を受入れ、45 人中 43 人が訪日 WWOOFer であった。訪日
WWOOFer の中で最も多い国籍はタイであり、これはホスト A さんが過去にタ
イで 1 年間の滞在経験があり、初級タイ語を話すためと考えられる。  
図 3－6 で示しているように、WWOOF 受入期間中はほぼ毎日のように、
WWOOFer を受け入れており、とりわけ夏季に受入が集中し、多い時は 5 人以
上の WWOOFer を同時に受け入れていた。日々の A さんの活動に WWOOFer
の作業が欠かせないことがうかがえる。  
WWOOFer は、基本的に滞在中は、A さん実家と WWOOFer ハウス 13を行き
来し、WWOOFer ハウスで寝泊まり、朝食をとり、A さん実家にて昼食、夕食、
入浴をしている。  
 
 
図 3-5 野原のプロジェクトの様子  
野原通信（「野原のプロジェクトホームページより」  
                                                   
13 WWOOFer が滞在する施設。多くの WWOOFer を同時期に受け入れるホストは
WWOOFer 専用の滞在施設を設けることが多い。  
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表 3‐4 ホスト A さんの WWOOFer 受入概要（数値は 2015 年のもの）  
 
 
 
 
図 3-6 ホスト A さんの 2015 年の WWOOFer 受入状況  
（ホスト A さんの WWOOFer 受入表より筆者作成）  
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3－3－2 ホスト Aさんの元での WWOOFerの活動と地域との関わり  
 ホスト A さんの元で WWOOFer がどのような活動をしているのか、そして
地域との関わりの形を明らかにするために、A さんの元で筆者自ら、WWOOF
活動を行ない、参与観察を行った。滞在中の地域向けイベントの有無により、
WWOOFer と地域との関わり方が異なると考え、調査はイベント非開催時（通
常期）と、イベント開催時の全 2 回行った。  
 1 回目では、2016 年 5 月 1 日～2016 年 5 月 6 日の全 6 日間、また 2 回目で
は 2016 年 8 月 6 日～14 日の間 9 日間、観察をした。  
 
（１）イベント非開催時（通常時）における WWOOFer の活動実態  
◆滞在が重複した WWOOFer について  
 イベント非開催時では、2 人の訪日 WWOOFer と滞在を一緒にした。
WWOOFerA-1 は、シンガポール人であり、日常会話程度の日本語話す。筆
者同様 2016 年 5 月 1 日～5 月 6 日の全 6 日間の WWOOF 活動をした。
WWOOF の参加目的としては、農作業への興味と田舎体験である。
WWOOFerA-2 は、アメリカと日本の両国籍を保有しているが、普段はアメ
リカで生活をし、上級日本語を話す。2016 年 4 月 18 日～5 月 4 日の全 17
日間の WWOOF 活動をした。WWOOF の参加目的としては、日本語の向上
と日本日常体験および田舎体験である。  
 
◆滞在中の WWOOF 活動  
A）WWOOF 体験中の作業について（図 3－7 参照）  
通常時の WWOOFer の主な活動は、ホスト A さんの本業となる畑作業と、
地域活動となる建物づくりと庭造りであった。  
畑作業では公共農園で A さんが借用しているイチゴ畑の草刈りと、A さん自
宅私有地にある家庭菜園用の菜の花の伐採を行っていた。  
建物づくりでは、A さん自宅私有地の当時建設中のアースバックドーム周囲
の整備を行っていた。庭造りでは、A さんが耕作放棄地であった地域住民 D さ
んの田んぼを借用し、娘の D‘さんの美術作品の青空展示も兼ねている花畑「フ
ラワーガーデン」の草ぬきをしていた。  
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図 3－7 ホスト A さん通常時の WWOOFer 滞在ログ  
 
 
筆者調査① WWOOFerA-1 WWOOFerA-2
到着日 2016/5/1 2016/4/18 2016/5/1
出発日 2016/5/6 2016/5/4 2016/5/6
滞在期間 6日間 17日間 6日間
出身国 日本 シンガポール アメリカ（日本国籍保有）
日本語 ○ ○ ○
18日 1日目
19日 2日目
20日 3日目
21日 4日目
22日 5日目
23日 6日目
24日 7日目
25日 8日目
26日 9日目
27日 10日目
28日 11日目
29日 12日目 ホストの同窓会に同行、地域住民と酒盛り
30日 13日目
5月
1日
1日目
夕方、Aさん実家到着
帰省してるAさん家族や親せきと談笑
Aさん実家で晩御飯準備
ホストと晩御飯、ホスト家族の元で入浴
フリータイム（ネット／ホスト、WWOOFer、ホスト家
族や親せきとで談笑）
WWOOFerハウスに移動、就寝
14日目
一日作業：イチゴ畑の草刈り
Aさん実家で作業後の身体休め
帰省してるAさん家族や親せきと談笑
Aさんと晩御飯準備
ホストと晩御飯、ホスト家族の元で入浴
フリータイム（ネット／WWOOFer間で談笑）
WWOOFerハウスに移動、就寝
1日目
夕方、Aさん実家到着
帰省してるAさん家族や親せきと談笑
Aさん実家で晩御飯準備
ホストと晩御飯、ホスト家族の元で入浴
フリータイム（ネット／ホスト、WWOOFer、ホスト家
族や親せきとで談笑）
WWOOFerハウスに移動、就寝
2日 2日目
WWOOFerハウスにて起床、朝ごはん
午前の仕事
：共同農園にあるAさんのイチゴ畑で草刈り
他の地元の共同農園利用者と談笑
Aさん実家に移動、Aさんと昼食
昼休憩：実家で昼寝、身体を休ませる
午後の仕事
：共同農園にあるAさんのイチゴ畑で草刈り
Aさん実家移動、Aさん家族や親せきと晩御飯
Aさん家族や親せきと地元の温泉に行く
WWOOFerハウスに移動、就寝
15日目
WWOOFerハウスにて起床、朝ごはん
午前の仕事
：共同農園にあるAさんのイチゴ畑で草刈り
12日の同窓会であった人と遭遇、談笑
Aさん実家に移動、Aさんと昼食
昼休憩：実家で昼寝、身体を休ませる
午後の仕事
：共同農園にあるAさんのイチゴ畑で草刈り
Aさん実家移動、Aさん家族や親せきと晩御飯
Aさん家族や親せきと地元の温泉に行く
WWOOFerハウスに移動、就寝
2日目
WWOOFerハウスにて起床、朝ごはん
午前の仕事
：共同農園にあるAさんのイチゴ畑で草刈り
Aさん実家に移動、Aさんと昼食
昼休憩：実家で昼寝、身体を休ませる
午後の仕事
：共同農園にあるAさんのイチゴ畑で草刈り
Aさん実家移動、Aさん家族や親せきと晩御飯
Aさん家族や親せきと地元の温泉に行く
WWOOFerハウスに移動、就寝
3日 3日目
WWOOFerハウスにて起床、朝ごはん
午前の仕事
：共同農園のAさんのイチゴ畑で草刈り
地元のアマゴ釣り大会の見学
Aさん実家へ移動、Aさんと昼食
昼休憩：実家で昼寝、体を休ませる
午後の仕事
：Aさん実家の私有地にあるアースバックドームの
外装整備（周囲の芝生づくり）
Aさん実家にてAさん家族と晩御飯
WWOOFerAのインタビュー
WWOOFerハウスに移動、就寝
16日目
WWOOFerハウスにて起床、朝ごはん
午前の仕事
：共同農園のAさんのイチゴ畑で草刈り
地元のアマゴ釣り大会の見学
Aさん実家へ移動、Aさんと昼食
昼休憩：実家で昼寝、体を休ませる
午後の仕事
：Aさん実家の私有地にあるアースバックドームの
外装整備（周囲の芝生づくり）
Aさん実家にてAさん家族と晩御飯
筆者とインタビュー
WWOOFerハウスに移動、就寝
3日目
WWOOFerハウスにて起床、朝ごはん
午前の仕事
：共同農園のAさんのイチゴ畑で草刈り
地元のアマゴ釣り大会の見学
Aさん実家へ移動、Aさんと昼食
昼休憩：実家で昼寝、体を休ませる
午後の仕事
：Aさん実家の私有地にあるアースバックドームの
外装整備（周囲の芝生づくり）
Aさん実家にてAさん家族と晩御飯
WWOOFerAのインタビューの見学
WWOOFerハウスに移動、就寝
4日 4日目
WWOOFerハウスにて起床、朝ごはん
午前の仕事
：Aさん実家家庭菜園にて菜の花の伐採
Aさん家族と昼食
昼休憩：実家で昼寝、体を休ませる
午後の仕事
：Aさん実家家庭菜園にて菜の花の伐採、
　きゅうりの支柱製作
Aさん実家にてAさん家族と晩御飯、入浴
Aさんにインタビュー
WWOOFerハウスに移動、就寝
17日目
WWOOFerハウスにて起床、朝ごはん
早朝より帰路に向けて出発
4日目
WWOOFerハウスにて起床、朝ごはん
午前の仕事
：Aさん実家家庭菜園にて菜の花の伐採
Aさん家族と昼食
昼休憩：実家で昼寝、体を休ませる
午後の仕事
：Aさん実家家庭菜園にて菜の花の伐採、
　きゅうりの支柱製作
Aさん実家にてAさん家族と晩御飯、入浴
Aさんにインタビュー
WWOOFerハウスに移動、就寝
5日 5日目
WWOOFerハウスにて起床、朝ごはん
午前の仕事
：Aさんのフラワーガーデン整備
Aさん実家移動、Aさん家族と昼食
昼休憩：実家で昼寝、体を休ませる
午後の仕事
：Aさんのフラワーガーデン整備
　フラワーガーデンの所有者である地域住民Dさん
家族の散歩に遭遇、Dさんらと談笑
Aさん実家にてAさん家族と晩御飯、入浴
ホストBさん来訪、ホストBさんインタビュー
WWOOFerハウスに移動、就寝
5日目
WWOOFerハウスにて起床、朝ごはん
午前の仕事
：Aさんのフラワーガーデン整備
Aさん実家移動、Aさん家族と昼食
昼休憩：実家で昼寝、体を休ませる
午後の仕事
：Aさんのフラワーガーデン整備
　フラワーガーデンの所有者である地域住民Dさん
家族の散歩に遭遇、Dさんらと談笑
Aさん実家にてAさん家族と晩御飯、入浴
ホストBさん訪問、ホストBさんインタビュー
WWOOFerハウスに移動、就寝
6日 6日目
WWOOFerハウスにて朝食
早朝より帰路に向けて出発
6日目
WWOOFerハウスにて朝食
早朝より帰路に向けて出発
調査①Aさん（イベントなし）
日程
【凡例】赤：地域住民との交流および地域活動
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図 3－8 ホスト A さん通常時の作業の様子  
【上：公共農園での作業、下左：庭づくりの作業場所、  
下右：A さん私有地での畑作業（全て筆者撮影）】  
 
B）地域との関わりについて（図 3－7、図 3－9 参照）  
 ホスト A さん通常時では、WWOOFer が地域と関わる形として、以下の形を
観察することができた。い）WWOOFer の活動／滞在地を地域住民が訪れる形
である。  
図 3－7 で記した赤字が、地域住民との関わりがあった内容であり、4~5 日
間の筆者調査時には、A さんの「野原のプロジェクト」の作業に携わる人はお
らず、ホストの地域活動を介して WWOOFer が地域住民と関わることはほとん
どなかった。しかし公共農園の作業時に、同じく公共農園で作業をし始めた他
利用者と談笑したり、オープンガーデンでの作業時に、オープンガーデンの所
有者が散歩に訪れ、談笑したりするなど、地域住民が WWOOFer の活動場所に
訪れることで関わりが生まれていた。一方で、地域住民が WWOOFer の活動／
滞在場所や訪れる目的は、WWOOFer と出会うことではないため、簡単な挨拶
などに終わることが多かった。  
また WWOOFerA-2 は、ヒアリング調査時に地域住民との関わりについて、
「ゴールデンウィークの初めに、ホスト Aが村の多くの人が集まる晩さん会（ホ
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スト A さんの同窓会）に僕を招待してくれたんだ。みんなすごい親切だったよ。
（筆者翻訳、（）内筆者補填）」と述べていた。またその同窓会で一緒になった
一人が公共農園の近くを通りがかった際に、WWOOFerA-2 に声をかけ応援し
ている様子が、調査中に観察された。  
このことから、WWOOFer が地域と関わる形として、ろ）ひらかれた場に地
域住民と WWOOFer が集う形、があると考える。ホストが WWOOFer を同窓
会という地域住民の集まる場に連れていくことで、WWOOFer と地域住民との
関わりがうまれていた。  
 
図 3－9  A さん通常時 WWOOFer ログマップ（中切地区）  
 
 
図 3-10 ホスト A さん通常時の  
    地域との関わりの様子  
【オープンガーデンの美術品を訪
れる地域住民 D さん家族  
（筆者撮影）】  
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（１）イベント開催時における WWOOFer の活動実態  
◆イベント概要  
 ホスト A さんは 2016 年 7 月 17 日～8 月 14 日の間「Art Gig」と称したアー
トイベントを開催した。ホスト A さんと、娘が地元美術教員である地域住民 D
さん、地元高校の美術教員である地域住民 Y さんが中心となって開催したアー
トイベントである。  
 これはホスト A さんの約 2 年越しに完成したアースバックドームのお披露目
会および、各地からアーティストを呼び寄せ、馬瀬地域中切での滞在製作や、
パフォーマンス、アート製作ワークショップ（以下、WS）を開催するイベン
トである。  
 調査時に関わったアーティストは、下呂市内と地域外から参加しており、下
呂市内から 3 人、地域外から 5 人の全 8 人であり、地域外アーティスト 5 人と
地域内アーティスト 1 人は中切地区公民館で WWOOFer と一緒に滞在した（以
下これら 6 人のアーティストを「滞在アーティスト」、また地域外アーティス
トのみの場合は「地域外滞在アーティスト」とする）。  
 
図 3-11  アートイベント ArtGig の様子  
【左：Art Gig イベントちらし、  
右上：色の WS の様子、右下：石の WS の様子（両者、筆者撮影）】  
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筆者調査② WWOOFerA-3
到着日 2016/8/6 2016/8/5
出発日 2016/8/14 2016/8/19
滞在期間 9日間 15日間
日本語 ○ ×
5日
石彫家の滞在
製作開始
1日目
到着、午後：セルフビルド建築の補修、
地区公民館宿泊
6日
1日目
朝方、地区公民館到着
Aさん私有地にあるセルフビルド建築の補修
アーティスト向け昼食準備
Aさん、滞在アーティストと昼食
フリータイム
WWOOFerA-3と馬瀬川にて遊泳、インタビュー
午後：共同農園にあるAさんのイチゴ畑で草刈り
地区公民館にて夕食の準備、
アーティスト滞在用に地域住民からの差し入れ有
Aさん実家にて入浴
滞在アーティストらと一緒に談笑、酒盛り
地区公民館にて就寝
2日目
朝方、地区公民館到着
Aさん実家私有地にあるセルフビルド建築の補修
アーティスト向け昼食準備
ホスト、滞在アーティストと昼食
フリータイム
筆者と馬瀬川にて遊泳、インタビュー
午後：共同農園にあるAさんのイチゴ畑で草刈り
地区公民館にて夕食の準備、
アーティスト滞在用に地域住民からの差し入れ有
Aさん実家にて入浴
滞在アーティストらと一緒に談笑、酒盛り
地区公民館にて就寝
7日
石のWS開催
色のWS
アーティスト
（活動関係者
A-1さん）
到着
2日目
地域公民館にて起床、朝食
アーティスト向け朝食を準備
午前：共同農園にあるAさんのイチゴ畑で草刈り
石のWS見学
アーティスト向け昼食準備、
ホストと滞在アーティストと昼食
フリータイム：
WWOOFerA-3と馬瀬川にて遊泳、
午後：共同農園にあるAさんのイチゴ畑で草刈り
地区公民館にて夕食の準備、温泉
アーティスト滞在用に地域住民からの差し入れ
Aさん、地域住民運営スタッフ、差し入れでサポート
する地域住民、地域／滞在アーティストらと一緒に
交流会
地区公民館にて就寝
3日目
地域公民館にて起床、朝食
アーティスト向け朝食を準備
午前：共同農園にあるAさんのイチゴ畑で草刈り
石のWS見学
アーティスト向け昼食準備、
ホストと地域外滞在アーティストと昼食
フリータイム：
筆者と馬瀬川にて遊泳、
午後：共同農園にあるAさんのイチゴ畑で草刈り
地区公民館にて夕食の準備、温泉
アーティスト滞在用に地域住民からの差し入れ
Aさん、地域住民運営スタッフ、差し入れでサポート
する地域住民、地域／滞在アーティストらと一緒に
交流会
地域住民Dさんの自宅に招待、Dさん宅紹介および
Dさん宅にてオリンピック観戦
地区公民館にて就寝
8日
色の
アーティスト
（活動関係者
A-1さん）
滞在製作開始
萩原町
地域祭り
3日目
地区公民館にて朝食、朝食準備
早朝：Aさん私有地にあるセルフビルド建築の概観
　　　　補修、アーティストの昼食準備、一緒に昼食
フリータイム：
滞在製作の様子見学、滞在アーティストと談笑、
Aさん実家で身体を休ませる、日本人再訪
WWOOFerの訪問に伴い談笑
夕方：
共同農園にあるAさんのイチゴ畑で草刈り
交流会で一緒だった地域住民Cさんから差し入れ
地区公民館にて夕食の準備、Aさん実家にて入浴、
Aさん、滞在アーティストと夕食
隣町萩原の地域祭り訪問
ホスト友人の地域住民に遭遇、談笑
地区公民館にて就寝
4日目
地区公民館にて朝食、朝食準備
早朝：Aさん私有地にあるセルフビルド建築の概観
　　　　補修、アーティストの昼食準備、一緒に昼食
フリータイム：
滞在製作の様子見学、滞在アーティストと談笑、
Aさん実家で身体を休ませる、インターネット利用
日本人再訪WWOOFerの訪問に伴い談笑
午後の仕事
：共同農園にあるAさんのイチゴ畑で草刈り
交流会で一緒だった地域住民Cさんから差し入れ
地区公民館にて夕食の準備、Aさん実家にて入浴、
Aさん、滞在アーティストと夕食
隣町萩原の地域祭り訪問
ホスト友人の地域住民に遭遇、談笑
地区公民館にて就寝
9日
線のWS
アーティスト
到着
4日目
地区公民館にて朝食、朝食準備
早朝：共同農園にあるAさんのイチゴ畑で草刈り
　　アーティスト昼食準備、滞在アーティストと一緒
　　に昼食
フリータイム
：滞在製作の様子見学、地域外滞在アーティストと
談笑、
　身体を休ませる、インターネット利用
夕方：
共同農園にあるAさんのイチゴ畑で草刈り
滞在アーティスト用の晩御飯準備、温泉
滞在アーティストと夕食、酒盛り
地区公民館にて就寝
5日目
地区公民館にて朝食、朝食準備
早朝：共同農園にあるAさんのイチゴ畑で草刈り
　　アーティスト昼食準備、滞在アーティストと一緒
　　に昼食
フリータイム
：滞在製作の様子見学、滞在アーティストと談笑、
　身体を休ませる、インターネット利用
夕方：
共同農園にあるAさんのイチゴ畑で草刈り
滞在アーティスト用の晩御飯準備、温泉
滞在アーティストと夕食、酒盛り
地区公民館にて就寝
調査②Ａさん（地域イベント開催時）
【凡例】赤：地域住民との交流、緑：その他特殊事例（筆者インタビュー同行による関わり）
地域イベントの進行
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図 3-12  ホスト A さんイベント開催時の WWOOFer 滞在ログ 14 
                                                   
14 緑字の活動に関して、地域住民 C さんが「筆者（のインタビュー）がなければ、連れ
て行っていない」と断りを入れており、本調査において地域住民との交流として認識して
いない。  
10日
線のWS
アーティスト
滞在製作開始
萩原地区
地域祭り
5日目
地区公民館にて朝食、朝食準備
午前：Aさん実家私有地にてお披露目パーティの横
断幕の設置、昼食準備、滞在アーティスト用昼食準
備、滞在アーティストと昼食
フリータイム：
滞在製作の様子見学、
地域外滞在アーティストと談笑、
インターネット利用
午後：
Aさん実家にてピザ生地づくり、
パーティ現場に移動し、設営準備
地区公民館にて夕食の準備、Aさん実家にて入浴、
Aさん、滞在アーティストと夕食
隣町萩原の地域祭り訪問
ホスト友人の地域住民に遭遇、談笑
地区公民館にて就寝
地区公民館にて朝食、朝食準備
午前：Aさん実家私有地にてお披露目パーティの横
断幕の設置、昼食準備、滞在アーティスト用昼食準
備、滞在アーティストと昼食
フリータイム：
滞在製作の様子見学、
滞在アーティストと談笑、
インターネット利用
午後：
Aさん実家にてピザ生地づくり、
パーティ現場に移動し、設営準備
地区公民館にて夕食の準備、Aさん実家にて入浴、
Aさん、滞在アーティストと夕食
隣町萩原の地域祭り訪問
ホスト友人の地域住民に遭遇、談笑
地区公民館にて就寝
11日
色のWS
線のWS
滞在製作
お披露目
パーティ
パフォーマー
到着
6日目
地区公民館にて朝食、朝食準備
午前：Aさん私有地にて、色のWSの会場受付設置
参加者受付、参加者へのお茶出し、
地域公民館にてアーティストの昼食準備
滞在アーティストと滞在アーティストに会いに来た地
域住民Sさんと昼食
午後：
地域住民運営スタッフと一緒に地域公民館にて
パーティ用ピザの材料切り出し、プレゼント用花火
の仕分け、パーティ会場にて設営準備
パーティ開始：
パーティ参加者に食べ物の振る舞い、パーティ参加
者と一緒に夕食、パフォーマンス見学
パーティ終了後簡単な片づけ
地域住民運営スタッフ、滞在アーティスト、パフォー
マーと打ち上げ
Aさん実家にて入浴、地区公民館にて就寝
地区公民館にて朝食、朝食準備
午前：Aさん私有地にて、色のWSの会場受付設置
写真撮影
地域公民館にてアーティストの昼食準備
滞在アーティストと滞在アーティストに会いに来た地
域住民Sさんと昼食
午後：
地域住民運営スタッフと滞在アーティストとパーティ
会場設営準備
パーティ開始：
パーティ参加者に食べ物の振る舞い、パーティ参加
者と一緒に夕食、パフォーマンス見学
パーティ終了後簡単な片づけ
地域住民運営スタッフ、滞在アーティスト、パフォー
マーと打ち上げ
Aさん実家にて入浴、地区公民館にて就寝
12日
石彫家、
パフォーマー
出発
7日目
地区公民館にて朝食、朝食準備
午前：パーティ会場片づけ、設営備品の地元小学
校への返却、地元小学校訪問
Aさん実家にて昼食準備、地域外滞在アーティスト
と地域住民Sさんと昼食
午後：地区公民館の片づけ
フリータイム、身体を休ませる
Aさん実家にて夕食の準備、入浴、
Aさん、地域外滞在アーティストと夕食
地区公民館に移動、就寝
地区公民館にて朝食、朝食準備
午前：パーティ会場片づけ、設営備品の地元小学
校への返却、地元小学校訪問
Aさん実家にて昼食準備、地域外滞在アーティスト
と地域住民Sさんと昼食
午後：地区公民館の片づけ
フリータイム、身体を休ませる
Aさん実家にて夕食の準備、入浴、
Aさん、地域外滞在アーティストと夕食
地区公民館に移動、就寝
13日
色のWS
アーティスト
出発
8日目
Aさん実家に移動、朝食
地域住民Cさんにインタビュー兼白川郷観光
一日地域住民CさんとWWOOFerA-3と観光
夕方：Aさん実家に戻る、
キャンドルナイトの準備、点火
夕食準備、Aさんと滞在アーティストと夕食、入浴
地域公民館に戻り、就寝
Aさん実家に移動、朝食
筆者の地域住民Cさんにインタビュー同行
一日地域住民Cさんと筆者と観光
夕方：Aさん実家に戻る、
キャンドルナイトの準備、点火
夕食準備、Aさんと滞在アーティストと夕食、入浴
地域公民館に戻り、就寝
14日 9日目 早朝よりBさんホストへ移動 Day off
15日 10日目 Aさん実家の家庭菜園の整備
16日 11日目 Aさん実家の家庭菜園の整備
17日 12日目 オーガニックコットン畑の整備
18日 13日目
地元温泉所有のオーガニックコットン畑の整備
地域の女性と一緒に整備をする
19日 14日目 出発
20日
21日
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図 3-13 A さんイベント時 WWOOFer ログマップ  
 
◆滞在が重複した WWOOFer について  
イベント開催時では、1 人の訪日 WWOOFer、WWOOFerA-3 と滞在を一緒
にした。WWOOFerA-1 は、ポルトガル人であり、挨拶程度の極わずかな日本
語を理解する。2016 年 8 月 5 日～8 月 19 日の全 15 日間の WWOOF 活動をし
た。WWOOF の参加目的として、オーガニック農法の学習と、日本の田舎体験
を挙げていた。  
 
◆滞在中の WWOOF 活動  
A）WWOOF 体験中の作業について  
イベント開催時の WWOOFer の主な活動は、ホスト A さんの本業となる畑
作業と、地域活動となるアートイベントでの滞在アーティストの滞在サポート
およびイベント準備・補助であった。  
畑作業では共同農園で A さんが借用しているイチゴ畑の草刈りを行った。  
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アーティストの滞在サポートでは、中切地区の公民館でアーティストらと寝
泊まりし、彼らの食事準備を行った。またイベント準備・補助では、イベント
で使用する横断幕や料理の下ごしらえ、WS の際の受付やカメラマン、および  
交流イベントパーティ会場での料理提供、会場の片付けを行っていた。  
 
 
図 3-14  ホスト A さんイベント開催時の WWOOF 活動  
【左上：畑作業の様子、右上：パーティ用ピザ生地作りの様子  
左下：WS 時の写真撮影の様子、右下：パーティ時の料理提供の様子  
（全て筆者撮影）】  
 
B）地域との関わりについて（図 3－12、図 3－13 参照）  
ホスト A さんイベント開催時では、イベント内容が地域向けであったため、
全てほぼすべての活動において、地域住民との関わりが観察された。WWOOFer
が地域と関わる形として、以下の 2 つの形を観察することができた。い）
WWOOFer の活動／滞在地に地域住民が訪れる形、ろ）公共の場に地域住民と
WWOOFer が集う形である。  
い）関わりの形に関しては、滞在アーティストらに差し入れを持ってきて
WWOOFer と酒盛りをした地域住民 C さんや、WS や交流イベントパーティに
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訪れた地域住民とのか関わりや、イベント準備を手伝いにきた地域住民との関
わりが例として挙げられる。とりわけイベント開催時は、通常時と異なり、A
さんのイベント運営に携わる地域住民やイベントに参加する地域住民が多くい
た。そのため、WWOOFerA-3 はイベントスタッフとして、参加する地域住民
やイベント運営をサポートする地域住民と関わる機会を多くもっていた。その
一方で、そこで行われるやり取りは事務的かつ一時的な簡単な挨拶が多く、そ
れは地域住民が WWOOFer の活動／滞在地に訪れる理由があくまでイベント
や WS 等他に目的があり、WWOOFer そのものが目的ではないからだと考えら
れる。  
次に、ろ）関わりの形に関しては、WWOOFer が公共の場である公民館に滞
在することで、地域内滞在アーティストと寝食を共にした関わりや、ホスト A
さんが WWOOFer を地域住民の集まる地域祭りに連れていき、WWOOFer が A
さん友人と談笑していた関わりが例として挙げられる。  
地域祭りなどでは上述したように、祭りが目的のため、一時的な簡単な挨拶
が多く見られたが、1 週間寝食を共にした地域内滞在アーティストとは、相互
に顔の見える個人として認識している様子がみられた。  
 
図 3-15 WWOOFer のイベント開催時の地域との関わりの様子   
【左上：萩原祭りの様子、右上：滞在アーティストや地域住民との酒盛、  
左下：交流イベントにて地域住民と談笑する様子、  
右下：交流イベント時に料理を参加者に渡している様子（全て筆者撮影）】  
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 3 章 3 節を以下のようにまとめる。  
A さんのもとでは、2 つの関わりの形が確認された。い）WWOOFer の活動／
滞在地に地域住民が訪れる形、ろ）公共の場に地域住民と WWOOFer が集う形
である。  
 イベント非開催時の WWOOFer は、A さんの実家および WWOOFer ハウス
と呼ばれる寝泊まり専用の家屋に滞在していた。活動内容に関しては、A さん
の私有地にてイベントに向けたセルフビルド建築の整備および家庭菜園の草刈
り、また地域の公共農園にある A さん借用畑の草刈り、また A さんが友人より
借りている農作放棄地を開拓したオープンガーデンの草刈りを行っていた。  
WWOOFer が A さん私有地で活動する際には、地域住民との関わりを持つこ
とはなかった。しかし地域の公有地もしくは借用地で活動する際には、同じく
公有地を利用する地域住民や、借用地に散歩に来た所有者である地域住民と偶
発的に関わりを持つことがあった。すなわち、地域住民が WWOOFer の活動し
ている場を訪れる形で、WWOOFer は地域住民と関わりをもっていた。  
 一方、イベント開催時の WWOOFer は、A さんの実家と地区公民館を行き来
しながら、地域内外から集まったアーティストらと共同生活を送った。活動に
関しては、共同農園での草刈り、地区公民館での滞在アーティストの食事準備
およびイベント準備、私有地の野原では WS 補佐やイベント準備、野外イベン
ト会場でのイベントスタッフとして準備、当日の進行補佐、片づけ等を行った。
通常期とは異なり、活動場所全てにおいて地域住民との関わりが持たれた。イ
ベントにより私有地が一般に積極的に開かれ、WWOOFer はイベントスタッフ
として作業をしていたため、イベントに参加する地域住民や同じく手伝いの地
域住民と関わりを持っていた。かつ地区公民館にアーティストらと共に宿泊し
ていたことで、アーティストを支援する地域住民らが集い、一緒に食事や宴会
をすることが多々あった。すなわち、通常時に見られた、い）地域住民が
WWOOFer の活動している場を訪れる形と、ろ）公民館など公の場に地域住民
と WWOOFer が集う形で、WWOOFer は地域住民と関わりを持っていた。  
 WWOOFer と地域住民の関わりには、ホストの活動が大きな影響を持ってお
り、活動する場所の性質により、関わりの有無は大きく左右されていることが
明らかになった。  
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3－4 地域活動スキル型 WWOOF 活用ホストの事例調査  
 
3－4－1 ホスト B 夫妻の元での WWOOF 活用の概要  
（１）ホスト B 夫妻の本業における WWOOF 活用  
ホスト B 夫妻は下呂市馬瀬地域惣島地区に住み、西村地区で環境保全と地域
づくりを目指す「NPO 馬瀬川プロデュース」の自然体験アドベンチャー事業「マ
ウンテンライフ飛騨」を営んでいる。  
B さんは神奈川県で生まれた後、米国の証券会社勤務を経て、フランスのア
ルプス山中で 10 年間、ガイドや通訳を行っていた。フランス滞在時に、馬瀬
村がフランスの「地方自然公園」の視察のサポートをした縁より、1970 年代に
馬瀬に移住し、NPO 馬瀬川プロデュースの事務局運営を担っている。B さんは
2008 年に萩原地区出身で料理人として働いていた B‘さんと結婚し、その後は
B‘さんも馬瀬川プロデュースの事務居運営に携わっている。  
マウンテンライフ飛騨は、夏季のみの運営であり、ホスト B 夫妻は 11 月～3
月の間、北海道ニセコに滞在し、B さんはスキーのインストラクターを、B‘さ
んはインストラクター滞在施設での料理人を務める。  
本業であるマウンテンライフ飛騨は、「森のニンジャ 15」と沢のぼりの 2 つの
自然体験アドベンチャーを提供しており、これらの施設管理・建設およびガイ
ドに WWOOF を活用している。また WWOOFer の語学力を活用して、語学レ
ッスンや語学合宿「プチ留学」プログラムも実施している（図 3－16）。  
 
（２）ホスト B 夫妻の地域活動における WWOOF 活用  
 ホスト B 夫妻は、ホスト A さんのような地域参加型のプロジェクトを常時行
っているわけではない。しかし自らの本業を活かした地元学校向けの沢のぼり
の野外授業や、学校に WWOOFer を連れていき母国に関する出張授業を行って
いる。他にも事務所周辺の草刈り等地域奉仕活動を行っており、これらの活動
にも WWOOFer を活用している。  
 
                                                   
15 森林の高所で、命綱をとって空中の障害物を超えていくスリルあるフィールドアスレチ
ック。  
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図 3-16 ホスト B さんの本業での WWOOF 活動  
【左：プチ留学の様子、右：森のニンジャの様子（筆者撮影）】  
 
（３）B 夫妻の WWOOF の受入実態  
ホスト B 夫妻は、20⒓年より、本業と域内の国際交流をより盛んにするため
WWOOF のホスト登録を行い、現在ホスト 5 年目である。B さんの言語能力は、
母国語として日本語、上級フランス語、初級ドイツ語であり、妻の B‘さんは、
母国語として日本語、中級英語、初級フランス語を話す。  
受入期間は主に、5 月～11 月である。年間に約 8.6 人の WWOOFer を受入れ
ており 16、その約 9 割が海外からの WWOOFer で占められている。実際に 2015
年では 4 人の WWOOFer を受入れ、全員が訪日 WWOOFer であった。歴代の
訪日 WWOOFer の中で最も多い国籍はフランスであり、これはホスト B さん
が過去にフランスで 10 年間の滞在経験があり、上級フランス語を話すためと
考えられる。  
受入期間中はほぼ毎日 WWOOFer を受け入れている。また B 夫妻のもとで
は、かつて WWOOF 体験をし、再度訪れ WWOOF 同様の活動をしている訪日
外国人である元 WWOOFer が多く確認された。元 WWOOFer がいるため、新
規 WWOOFer を多くとる必要がなくなっている（図 3－17）  
WWOOFer の滞在中は、基本的に中切地区にある WWOOFer ハウスで宿泊
し、日中は西村地区にあるマウンテンライフ飛騨の事務所で活動する。  
                                                   
16 ホスト開始 2012 年～2016 年の、再訪 WWOOFer を含めた各年受入 WWOOFer 数の平
均値である。  
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表 3-5 ホスト B 夫妻の WWOOFer 受入概要（数値は 2015 年のもの）  
 
 
 
 
図 3-17 ホスト B 夫妻の 2015 年の WWOOFer 受入状況  
（ホスト B 夫妻の WWOOFer 受入表より筆者作成）  
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3－4－2 ホスト B夫妻の元での WWOOFerの活動と地域との関わり  
 
（１）ホスト B 夫妻における WWOOFer の活動実態  
◆滞在が重複した WWOOFer について  
ホスト B 夫妻のもとでは、 2 人の訪日 WWOOFer、WWOOFerB-1 と
WWOOFerB-2、および 3 人の元 WWOOFer、WWOOFerB-3、WWOOFerB-4、
WWOOFerB-5 と滞在を一緒にした。  
WWOOFerB-1 は、シンガポール人であり、日常会話程度の日本語を話す。
筆者同様 2016 年 8月 14 日～8 月 28 日の全 15日間の WWOOF 活動をした。  
WWOOFerB-2 は、アメリカ人であり、挨拶程度の日本語を話す。2016 年
5 月 31 日～8 月 16 日の全 18 日間の WWOOF 活動をした。WWOOFerB-2
は、当初１カ月の滞在予定であったが、マウンテンライフ飛騨を気に入り、
観光ビザで滞在できる期日まで滞在を伸ばした。  
 
元 WWOOFerB-3 は、フランス人であり、上級日本語を話す。2013 年に B
夫妻の元で WWOOF 活動をして以来、毎年 B 夫妻のもとを訪れ WWOOF 同
様の活動をしており、本調査時は 4 回目の活動であった。2016 年 7 月 21 日
～9 月 28 日の全 70 日間、活動をした。  
元 WWOOFerB-4 は、フランス人であり、上級日本語を話す。2014 年に B
夫妻の元で WWOOF 活動をした後に、2015 年夏に B 夫妻を再訪し、そこか
ら 1 年間馬瀬地域に滞在した（2015 年 7 月 29 日～2016 年 8 月 21 日の 390
日間）。本調査時には 3 回目の活動であった。  
元 WWOOFerB-5 は、元 WWOOFerB-4 の交際相手のフランス人であり、
簡単な日常会話程度の日本語を話す。2014 年に B 夫妻の元で WWOOF 活動
をした後に、2015 年夏に B 夫妻を再訪し、そこから 1 年間馬瀬地域に滞在
した（2015 年 7 月 29 日～2016 年 8 月 21 日の 390 日間）。本調査時には 3
回目の活動であった。  
またこれらの WWOOFer の他にも、WWOOF 同様の活動をし、長期滞在
している日本人の活動関係者 B-1（滞在期間は 2016 年 7 月 31 日～2016 年 8
月 18 日、全 19 日間）と、活動関係者 B-2（滞在期間は 2016 年 5 月 28 日～
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2016 年 10 月 4 日、全 130 日間）がいた。活動関係者 B-2 は、2014 年に B
夫妻の元で WWOOF 活動をして以来、毎年 B 夫妻のもとを訪れ WWOOF 同
様の活動をしており、本調査時は 3 回目の活動であった  
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図 3-18  ホスト B 夫妻の WWOOFer 滞在ログ（巻末資料参照）  
筆者調査③ WWOOFerB-1 WWOOFerB-2 元WWOOFerB-3 元WWOOFerB-4 WWOOFerB-5 その他滞在WWOOFer
到着日 2016/8/14 2016/8/14 2016/5/31 2016/7/21 2015/7/29 2015/7/29
出発日 2016/8/28 2016/8/28 2016/8/18 2016/9/28 2016/8/21 2016/8/21
滞在期間 15日間 15日間 80日間 70 日間 390 日間 390 日間
日本語 ○ ○ × ○ ○ △
2015
夏秋
3年目
再訪
2015
夏秋
地域住民N・Oさんに住み込みで、1カ月オートキャ
ンプ場の手伝い
地域のミニコミ誌「ましたむら」に1カ月の手伝いに
関して投書
定期的に地域住民Eさんに英語指導
定期的に事務所周辺地域（道の駅含む）の草取り
西村地区元区長の自宅で日本家屋体験、酒盛り
2015
冬
2015
冬
2016
春
2015
春夏
5月31日 1日目 到着
7月21日 1日目 4年目の再訪、到着
～8月13日
2015
夏
下山にて森のニンジャ、沢のぼりでガイド
森のニンジャ拡大作業
プチ留学での英語指導
定期的に事務所周辺地域（道の駅含む）の草取り
14日
1日目
朝方、地区公民館にてホストBさんの迎え
日中：
地域住民O夫妻のオートキャンプ場で、
帰宅客の片づけ、新規客のBBQキャンプ準備、
受付、随時顧客対応、キャンプ場の草ぬき
O'さんのトマト畑でトマトの収穫
Oさんと昼食、O夫妻と談笑、インタビュー
夕方：BさんWWOOFerの迎え
ホストAさんのイベントにホストB’さんと参加、
WWOOFerハウスＢに移動、
WWOOOFerで夕食、入浴、就寝
朝方、地区公民館にてホストBさんの迎え
日中：
地域住民O夫妻のオートキャンプ場で、
帰宅客の片づけ、新規客のBBQキャンプ準備、
受付、随時顧客対応、キャンプ場の草ぬき
O'さんのトマト畑でトマトの収穫
O'さんと昼食、O夫妻と談笑、インタビュー
夕方：BさんWWOOFerの迎え
ホストAさんのイベントにホストB’さんと参加
WWOOFerハウスＢに移動、
WWOOOFerで夕食、入浴、就寝
76日目
日中：下山にて森のニンジャ／沢のばりガイド
夕方：筆者、WWOOFerB-1の迎え
WWOOFerハウスＢに移動、
WWOOOFerで夕食、入浴、就寝
日中：下山にて森のニンジャ／沢のばりガイド
夕方：筆者、WWOOFerB-1の迎え
WWOOFerハウスＢに移動、
WWOOOFerで夕食、入浴、就寝
日中：下山にて森のニンジャ／沢のばりガイド
夕方：筆者、WWOOFerB-1の迎え
WWOOFerハウスＢに移動、
WWOOOFerで夕食、
Bさん宅に移動、入浴、就寝
日中：下山にて森のニンジャ／沢のばりガイド
夕方：筆者、WWOOFerB-1の迎え
WWOOFerハウスＢに移動、
WWOOOFerで夕食、
Bさん宅に移動、入浴、就寝
15日
2日目
朝方、WWOOFerハウスからN・Ｏさん自宅へ移動、
　Ｏ夫妻宅で朝食
日中：
地域住民O夫妻のオートキャンプ場で、
帰宅客の片づけ、新規客のBBQキャンプ準備、
受付、随時顧客対応、キャンプ場の草ぬき
O夫妻のトマト畑でトマトの収穫
Oさんと昼食、O夫妻と談笑、インタビュー
夕方：BさんWWOOFerの迎え、温泉、浴衣に着替え
西村地区の夏祭りに参加、夕食、
現区長地域住民Kさんや地域住民Ｔさんと談笑、花
火観覧、地域祭り後地域住民の約15人と酒盛り
WWOOFerハウスBに移動、就寝
朝方、WWOOFerハウスからN・Ｏさん自宅へ移動、
　Ｏ夫妻宅で朝食
日中：
地域住民O夫妻のオートキャンプ場で、
帰宅客の片づけ、新規客のBBQキャンプ準備、
受付、随時顧客対応、キャンプ場の草ぬき
O夫妻のトマト畑でトマトの収穫
O夫妻と昼食、O夫妻と談笑、インタビュー
夕方：BさんWWOOFerの迎え、温泉、浴衣に着替え
西村地区の夏祭りに参加、夕食、
花火観覧、地域祭り後地域住民の約15人と酒盛り
WWOOFerハウスBに移動、就寝
77日目
日中：下山にて森のニンジャ／沢のばりガイド
夕方：温泉、西村地区の夏祭りに参加、夕食、
夏祭りのカラオケ大会にて、英語を指導している地
域住民M'さんと洋楽を披露する
花火観覧、地域祭り後地域住民の約15人と酒盛り
WWOOFerハウスBに移動、就寝
日中：下山にて森のニンジャ／沢のばりガイド
夕方：温泉、西村地区の夏祭りに参加、夕食、
祭り会場で地域住民と談笑
花火観覧、地域祭り後地域住民の約15人と酒盛り
WWOOFerハウスBに移動、就寝
日中：下山にて森のニンジャ／沢のばりガイド
夕方：温泉、西村地区の夏祭りに参加、夕食、
祭り会場で地域住民と談笑
花火観覧、地域祭り後地域住民の約15人と酒盛り
Bさん宅に移動、就寝
日中：下山にて森のニンジャ／沢のばりガイド
夕方：温泉、西村地区の夏祭りに参加、夕食、
祭り会場で地域住民と談笑
花火観覧、地域祭り後地域住民の約15人と酒盛り
Bさん宅に移動、就寝
16日
3日目
WWOOFerハウスBにて起床、出発
事務所にて朝食、下山に移動
午前：下山にて森のニンジャ研修、ガイド
魚のエサやりに来た地域住民Pさんと談笑
事務所に移動、昼食
午後：下山にて沢のぼり研修
夕方：WWOOFerB-2と活動関係者B-1の送別会
　地域住民M夫妻と談笑
WWOOFerハウスBに移動、WWOOFerB-2、活動関
係者B-1のインタビュー、地域住民Eさんの訪問、談
笑、入浴、就寝
WWOOFerハウスBにて起床、出発
事務所にて朝食、下山に移動
午前：下山にて森のニンジャ研修、ガイド
魚のエサやりに来た地域住民Pさんと談笑
事務所に移動、昼食
午後：下山にて沢のぼり研修
夕方：WWOOFerB-2と活動関係者B-1の送別会
　地域住民M夫妻と談笑
WWOOFerハウスBに移動、地域住民Eさんの訪問、
談笑、就寝
78日目
WWOOFerハウスBにて起床、出発
事務所にて朝食、下山に移動
午前：下山にて沢のぼり
事務所に移動、昼食
午後：下山にて森のニンジャ
夕方：WWOOFerB-2と活動関係者B-1の送別会
　英語指導をしてきた地域住民M夫妻と最後の歓
談を楽しむ
WWOOFerハウスBに移動、地域住民Eさんの訪問、
筆者とインタビュー、入浴、就寝
WWOOFerハウスBにて起床、出発
事務所にて朝食、下山に移動
午前：新WWOOFerハウスの改造
魚のエサやり帰りの地域住民Pさんと談笑
事務所にて昼食
午後：下山にて沢のぼり
夕方：WWOOFerB-2と活動関係者B-1の送別会
　地域住民M夫妻と談笑
WWOOFerハウスBに移動、地域住民Eさんの訪問・
談笑、入浴、就寝
Bさん宅にて起床、出発
事務所にて朝食、下山に移動
午前：森のニンジャにて研修指導、ガイド
魚のエサやりに来た地域住民Pさんと談笑
事務所に移動、昼食
午後：下山にて森のニンジャ
夕方：WWOOFerB-2と活動関係者B-1の送別会
　地域住民M夫妻と談笑
Bさん宅に移動、就寝
Bさん宅にて起床、出発
事務所にて朝食、下山に移動
午前：森のニンジャにて研修指導、ガイド
魚のエサやりに来た地域住民Pさんと談笑
事務所に移動、昼食
午後：下山にて森のニンジャ
夕方：WWOOFerB-2と活動関係者B-1の送別会
　地域住民M夫妻と談笑
Bさん宅に移動、就寝
17日
4日目
WWOOFerハウスBにて起床、出発
事務所にて朝食
午前：事務所の掃除、受付、事務所の草取り
魚のエサやり帰りの地域住民Pさんと談笑
地域住民Pさんとインタビュー
午後：事務所の草取り、事務所周辺の草取り
ＢさんとWWOOFer、活動関係者Ｂで中華レストラン
にて夕食
WWOOFerハウスBに移動、入浴、
WWOOFerA-3,4,5の訪問、インタビュー、就寝
WWOOFerハウスBにて起床、出発
事務所にて朝食
午前：事務所の掃除、受付、事務所の草取り
魚のエサやり帰りの地域住民Pさんと談笑
午後：事務所の草取り、事務所周辺の草取り
ＢさんとWWOOFer、活動関係者Ｂで中華レストラン
にて夕食
WWOOFerハウスBに移動、入浴、
WWOOFerA-3,4,5の訪問、インタビュー、就寝
79日目
WWOOFerハウスBにて起床、出発
事務所にて朝食
午前：下山にて森のニンジャ／沢のぼり
午後：下山にて森のニンジャ／沢のぼり
　　　　西村地区地元中学生に英語指導
ＢさんとWWOOFer、活動関係者Ｂで中華レストラン
にて夕食
WWOOFerハウスBに移動、入浴、
WWOOFerA-3,4,5の訪問、インタビュー、就寝
WWOOFerハウスBにて起床、出発
事務所にて朝食
午前：下山にて沢のぼり／森のニンジャ
魚のエサやり帰りの地域住民Pさんと談笑
午後：新WWOOFerハウスの改造
ＢさんとWWOOFer、活動関係者Ｂで中華レストラン
にて夕食
WWOOFerハウスBに移動、入浴、
WWOOFerA-3,4,5の訪問、インタビュー、就寝
WWOOFerハウスBにて起床、出発
事務所にて朝食
午前：下山にて沢のぼり／森のニンジャ
魚のエサやり帰りの地域住民Pさんと談笑
午後：下山にて沢のぼり／森のニンジャ
詳細不明
WWOOFerハウスBにて起床、出発
午前：体調不良にて休み
午後：体調不良にて休み、Bさん宅に戻る
　
Bさん宅にて就寝
18日
5日目
WWOOFerハウスBにて起床、出発
事務所にて朝食
午前：下山にて沢のぼり
午後：事務所受付、掃除、
　　　　沢のぼりや森のニンジャの片づけ
　　　　西村地区インタビュー
　　　　（地域住民Lさん,Nさんインタビュー）
事務所にてホストとWWOOFerと活動関係者で夕食
WWOOFerハウスBに移動、入浴、就寝
WWOOFerハウスBにて起床、出発
事務所にて朝食
午前：下山にて森のニンジャ
午後：事務所受付、掃除、
　　　　沢のぼりや森のニンジャの片づけ
　　　　b地区インタビュー
　　　　（地域住民J, K, N,さんインタビュー）
事務所にてホストとWWOOFerと活動関係者で夕食
WWOOFerハウスBに移動、入浴、就寝
80日目
WWOOFerハウスBにて起床、出発
事務所にて朝食
午前：下山にて森のニンジャ
午後：下山にて森のニンジャ／沢のぼり
活動関係者B-1の家族と共に出発
（活動関係者B宅宿泊）
WWOOFerハウスBにて起床、出発
事務所にて朝食
午前：下山にて森のニンジャ
魚のエサやり帰りの地域住民Pさんと談笑
午後：下山にて沢のぼり
事務所にてホストとWWOOFerと活動関係者で夕食
WWOOFerハウスBに移動、入浴、就寝
WWOOFerハウスBにて起床、出発
事務所にて朝食
午前：下山にて森のニンジャ
　　　　魚のエサやりに来た地域住民Pさんと談笑
午後：下山にて森のニンジャ
事務所にてホストとWWOOFerと活動関係者で夕食
Bさん宅に移動、入浴、就寝
WWOOFerハウスBにて起床、出発
事務所にて朝食
午前：事務所にて掃除、受付、看板補修、
　　　　魚のエサやり帰りの地域住民Pさんと談笑
　　　　新WWOOFerハウス改造、
午後：事務所受付、掃除、
　　　　沢のぼりや森のニンジャの片づけ
　　　　看板補修、新WWOOFerハウス改造
事務所にてホストとWWOOFerと活動関係者で夕食
Bさん宅に移動、入浴、就寝
19日
6日目
WWOOFerハウスBにて起床、出発
事務所にて朝食
午前：下山にて沢のぼり
午後：下山にて森のニンジャ
事務所にてホストとWWOOFerと活動関係者で夕食
WWOOFerハウスBに移動、入浴、就寝
WWOOFerハウスBにて起床、出発
事務所にて朝食
午前：下山にて森のニンジャ
午後：事務所受付、掃除、片付け
事務所にてホストとWWOOFerと活動関係者で夕食
WWOOFerハウスBに移動、入浴、就寝
WWOOFerハウスBにて起床、出発
事務所にて朝食
午前：下山にて森のニンジャ
午後：下山にて沢のぼり
事務所にてホストとWWOOFerと活動関係者で夕食
WWOOFerハウスBに移動、入浴、就寝
Bさん宅にて起床、出発
事務所にて朝食
午前：下山にて沢のぼり、
午後：下山にて森のニンジャ
事務所にてホストとWWOOFerと活動関係者で夕食
Ｂさん宅に移動、入浴、就寝
Bさん宅にて起床、出発
事務所にて朝食
午前：事務所にて掃除、受付、片付け
午後：森のニンジャ、プチ留学で英語指導
事務所にてホストとWWOOFerと活動関係者で夕食
Ｂさん宅に移動、入浴、就寝
20日
7日目
WWOOFerハウスBにて起床、出発
事務所にて朝食
午前：事務所の掃除、受付、事務所の草取り
魚のエサやり帰りの地域住民Pさんと談笑
地域住民Ｆさんインタビュー
午後：事務所の掃除、受付、片付け
事務所にてホストとWWOOFerと活動関係者で夕食
WWOOFerハウスBに移動、入浴、就寝
WWOOFerハウスBにて起床、出発
事務所にて朝食
午前：下山にて森のニンジャ
午後：事務所の掃除、受付、片付け、ウェットスーツ
の修繕
事務所にてホストとWWOOFerと活動関係者で夕食
WWOOFerハウスBに移動、入浴、就寝
WWOOFerハウスBにて起床、出発
事務所にて朝食
午前：下山にて森のニンジャ
魚のエサやり帰りの地域住民Pさんと談笑
午後：下山にて森のニンジャ
事務所にてホストとWWOOFerと活動関係者で夕食
WWOOFerハウスBに移動、入浴、就寝
Bさん宅にて起床、出発
事務所にて朝食
午前：下山にて沢のぼり
午後：下山にて沢のぼり
事務所にてホストとWWOOFerと活動関係者で夕食
Ｂさん宅に移動、入浴、就寝
Bさん宅にて起床、出発
事務所にて朝食
午前：事務所の掃除、受付、看板補修、新
WWOOFerハウスの改造
魚のエサやり帰りの地域住民Pさんと談笑
午後：事務所の掃除、片付け、看板補修
事務所にてホストとWWOOFerと活動関係者で夕食
Ｂさん宅に移動、入浴、就寝
21日
8日目
WWOOFerハウスBにて起床、出発
事務所にて朝食
午前：事務所の掃除、受付、事務所の草取り
魚のエサやり帰りの地域住民Pさんと談笑
午後：事務所の掃除、受付、片付け、パーティ準備
事務所にて、WWOOFerB-4,5の送別会
ホストAさん、WWOOFerA-4,5、地域住民Eさん、Kさ
ん、Mさん、Pさん、Qさん、Rさん、Sさん、その他B’
さん友人、WWOOFerB-3冬季アルバイト先店長ら
が集まり夕食、歓談
出発時には見送りに来た地域住民Fさんらと談笑
WWOOFerハウスにて入浴、就寝
WWOOFerハウスBにて起床、出発
事務所にて朝食
午前：下山にて森のニンジャ
魚のエサやり帰りの地域住民Pさんと談笑
午後：事務所の掃除、受付、片付け、ウェットスーツ
の補修、パーティ準備
事務所にて、WWOOFerB-4,5の送別会
ホストAさん、WWOOFerA-4,5、地域住民Eさん、Kさ
ん、Mさん、Pさん、Qさん、Rさん、Sさん、その他B’
さん友人、WWOOFerB-3冬季アルバイト先店長ら
が集まり夕食、歓談
出発時には見送りに来た地域住民Fさんらと談笑
WWOOFerハウスにて入浴、就寝
WWOOFerハウスBにて起床、出発
事務所にて朝食
午前：下山にて沢のぼり
午後：下山にて沢のぼり
事務所にて、WWOOFerB-4,5の送別会、
出発時には見送りに来た地域住民Fさんらと談笑ホ
ストAさん、WWOOFerA-4,5, 地域住民Eさん、Gさ
ん、Kさん、Vさん、Pさん、B’さん友人、
WWOOFerB-3冬季アルバイト先店長らが集まり夕
食、歓談
WWOOFerハウスにて入浴、就寝
Bさん宅にて起床、出発
事務所にて朝食
午前：下山にて森のニンジャ
魚のエサやり帰りの地域住民Pさんと談笑
午後：下山にて森のニンジャ
事務所にて、WWOOFerB-4,5の送別会、ホストAさ
ん、WWOOFerA-4,5、地域住民Eさん、Kさん、Mさ
ん、Pさん、Qさん、Rさん、Sさん、その他B’さん友
人、WWOOFerB-3冬季アルバイト先店長らが集ま
り夕食、歓談
出発時には見送りに来た地域住民Fさんらと談笑
出発
Bさん宅にて起床、出発
事務所にて朝食
午前：事務所の掃除、受付、看板の補修
午後：事務所の掃除、受付、片付け、ウェットスーツ
の補修、看板の補修
事務所にて、WWOOFerB-4,5の送別会、、ホストA
さん、WWOOFerA-4,5、地域住民Eさん、Kさん、Mさ
ん、Pさん、Qさん、Rさん、Sさん、その他B’さん友
人、WWOOFerB-3冬季アルバイト先店長らが集ま
り夕食、歓談
出発時には見送りに来た地域住民Fさんらと談笑
出発時には見送りに来た地域住民Fさんらと談笑
出発
22日
9日目
WWOOFerハウスBにて起床、出発
事務所にて朝食
午前：事務所の掃除、受付、事務所の草取り
魚のエサやり帰りの地域住民Pさんと談笑
午後：事務所の掃除、受付、片付け
地域おこし協力隊と地域住民Vさんと夕食、
インタビュー
WWOOFerハウスに戻り、入浴、就寝
WWOOFerハウスBにて起床、出発
事務所にて朝食
午前：下山にて森のニンジャ、昼食
魚のエサやりに来た地域住民Pさんと談笑
午後：下山にて森のニンジャ
WWOOFerハウスBに移動、夕食、入浴、就寝
WWOOFerハウスBにて起床、出発
事務所にて朝食
午前：下山にて沢のぼり、昼食
午後：事務所前の新WWOOFerハウスの改造
魚のエサやり帰りの地域住民Pさんと談笑
WWOOFerハウスBに移動、夕食、入浴、就寝
23日
10日目
Day off
WWOOFerハウスにて朝食、
地域住民O夫妻のもとでインタビュー、昼食
WWOOFerB-1と活動関係者B-2と萩原町に買い出
し、カフェ
WWOOFerハウスＢに帰宅、夕食
Day off
WWOOFerハウスにて朝食、
地域住民O夫妻のもとでO夫妻パンフレット作成の
ためにキャンプ場の写真撮影、昼食
WWOOFerB-1と活動関係者B-2と萩原町に買い出
し、カフェ
WWOOFerハウスＢに帰宅、夕食
Day off
ホストBさんとともに、
小坂にある沢のぼりルートの確認
WWOOFerハウスにて夕食、入浴、就寝
24日
11日目
WWOOFerハウスにて朝食、出発
午前：馬瀬振興課、下呂市観光課の地域住民T・U
さんインタビュー
事務所にて昼食、事務所周辺草ぬき
夕方：地元高校インタビュー、
下呂市観光課の地域住民Uさんと夕食、火ぶり漁
の見学
WWOOFerハウスＢに帰宅、夕食、入浴、就寝
地域住民Ｅさん様子見でやってくる、談笑
WWOOFerハウスにて朝食、出発
午前：下山にて森のニンジャ
午後：：事務所の掃除、受付、片付け、ウェットスー
ツの補修
夕方：筆者のインタビューに付き添い、地域住民Uさ
んとともに火ぶり漁の見学
WWOOFerハウスＢに帰宅、夕食、入浴、就寝
地域住民Ｅさん様子見でやってくる、談笑
WWOOFerハウスにて朝食、出発
午前：壊れたホストBさんの車修理、
地元の修理屋で談笑
午後：：下山にて森のニンジャ増築
事務局にて夕食
WWOOFerハウスＢに帰宅入浴、就寝
地域住民ＥさんがWWOOFerの様子を見にくる
25日
12日目
WWOOFerハウスにて朝食、出発
午前：ホストB夫妻自宅にて庭の草木の伐採
作業の休憩を、夏季のみ長期で帰省する近所の人
の庭にて、ホストB'さん、近所の人、WWOOFerB-1
とお茶、談笑
午後：：下山にて森のニンジャ
魚のエサやりにきた地域住民Pさんと談笑
WWOOFerハウスＢに帰宅、夕食、入浴、就寝
WWOOFerハウスにて朝食、出発
午前：ホストB夫妻自宅にて庭の草木の伐採
作業の休憩を、夏季のみ長期で帰省する近所の人
の庭にて、ホストB'さん、近所の人、WWOOFerB-1
とお茶、談笑
午後：：下山にて森のニンジャ
魚のエサやりにきた地域住民Pさんと談笑
WWOOFerハウスＢに帰宅、夕食、入浴、就寝
WWOOFerハウスにて朝食、出発
午前：下山にて沢のぼり
午後：：下山にて森のニンジャ増築
事務局にて夕食
WWOOFerハウスＢに帰宅入浴、就寝
26日
13日目
WWOOFerハウスにて朝食、出発
午前：ホストB夫妻自宅にて庭の草木の伐採
作業の休憩を、夏季のみ長期で帰省する近所の人
の庭にて、ホストB'さん、近所の人、WWOOFerB-1
とお茶、談笑
午後：：観光協会会長Wさんとインタビュー、
オフィス前の新WWOOFerハウスの掃除
魚のエサやり帰りの地域住民Pさんと談笑
WWOOFerハウスＢに帰宅、夕食、WWOOFerB-3と
インタビュー、地域住民Ｅさん様子見でやってくる
（英語でのインタビューを継続したため、交流せず
帰宅）、入浴、就寝
WWOOFerハウスにて朝食、出発
午前：ホストB夫妻自宅にて庭の草木の伐採
作業の休憩を、夏季のみ長期で帰省する近所の人
の庭にて、ホストB'さん、近所の人、WWOOFerB-1
とお茶、談笑
午後：：オフィス前の新WWOOFerハウスの掃除
魚のエサやり帰りの地域住民Pさんと談笑
WWOOFerハウスＢに帰宅、夕食、入浴、就寝、
地域住民Ｅさん様子見でやってくる、（英語でのイン
タビューを継続したため、交流せず帰宅）
WWOOFerハウスにて朝食、出発
午前：下山にて森のニンジャ／沢のぼり
午後：：オフィス前の新WWOOFerハウスの掃除
魚のエサやり帰りの地域住民Pさんと談笑
WWOOFerハウスＢに帰宅、夕食、入浴、就寝
筆者とインタビュー、地域住民Ｅさん様子見でやっ
てくる（英語でのインタビューを継続したため、交流
せず帰宅）
27日
14日目
WWOOFerハウスにて朝食、出発
午前：下山にて森のニンジャ
魚のエサやりにきた地域住民Pさんと談笑
午後：：下山にて森のニンジャ
夕方：ホストAさんのところへ移動、ホストAさんのも
とでBBQ、ホストBさん、地域住民Q・Ｒさん、ホスト
Aさんの地域外友人、ホストAさん親戚と一緒に談
笑、花火鑑賞
WWOOFerハウスＢに帰宅、、入浴、就寝
WWOOFerハウスにて朝食、出発
午前：下山にて森のニンジャ
魚のエサやりにきた地域住民Pさんと談笑
午後：：下山にて森のニンジャ
夕方：ホストAさんのところへ移動、ホストAさんのも
とでBBQ、ホストBさん、地域住民Q・Ｒさん、ホスト
Aさんの地域外友人、ホストAさん親戚と一緒に談
笑、花火鑑賞
WWOOFerハウスＢに帰宅、、入浴、就寝
WWOOFerハウスにて朝食、出発
午前：下山にて沢のぼり
午後：：下山にて沢のぼり
夕方：ホストAさんのところへ移動、ホストAさんのも
とでBBQ、ホストBさん、地域住民Q・Ｒさん、ホスト
Aさんの地域外友人、ホストAさん親戚と一緒に談
笑、花火鑑賞
WWOOFerハウスＢに帰宅、、入浴、就寝
28日
15日目
早朝より出発 早朝より出発 詳細不能
【凡例】赤：地域住民との交流および地域活動
日程
下山にて森のニンジャ、沢のぼりでガイド
森のニンジャ拡大作業
プチ留学での英語指導
定期的に事務所周辺地域（道の駅含む）の草取り
不定期でO夫妻のオートキャンプ場に手伝い
調査③B夫妻
ワーキングホリデーを利用し、2年目の再訪
下山にて森のニンジャ、沢のぼりでガイド
プチ留学での英語指導、フランス語指導
定期的に地域住民Eさんに英語指導
定期的に事務所周辺地域（道の駅含む）の草取り
下山にて森のニンジャ、沢のぼりでガイド
森のニンジャ拡大作業
プチ留学での英語指導
毎週1回、地域住民M'さんの英語の発音講習
毎週1回、西村地区中学生の英語スピーチ指導
地域住民Fさんの元で屋根張り掃除、庭の草取り
中切地区にある旅館にてお皿洗い、旅館掃除
定期的に事務所周辺地域（道の駅含む）の草取り
地域住民Ｇさんの自宅で日本家屋体験、酒盛り
Ｇさんら自作の集会所で、区長らとアメリカ独立記
念日のパーティ開催
2015
夏
下山にて森のニンジャ、沢のぼりでガイド
森のニンジャ拡大作業
プチ留学での英語指導
定期的に事務所周辺地域（道の駅含む）の草取り
子供用森のニンジャ新コース開設に伴い、地元向
け無料体験日の提案
下山にて森のニンジャ、沢のぼりでガイド
森のニンジャ拡大作業
プチ留学での英語指導
定期的に事務所周辺地域（道の駅含む）の草取り
地域住民Fさんのもとで野菜マルシェ用の屋台製作
11月にマウンテンライフ飛騨運営終了、ホストB夫妻北海道へ、WWOOFerB-4,,5のみ馬瀬滞在
地元幼稚園のクリスマス会にサンタクロース役として協力
定期的に地域住民Eさんに英語指導
ホストの紹介により、萩原町の飲食店で接客アルバイト（B-4 : 居酒屋、B-5 : イタリアレストラン）
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図 3-19 ホスト B 夫妻 WWOOFer ログマップ  
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◆滞在中の WWOOF 活動  
A）WWOOF 体験中の作業について  
WWOOFer の主な活動は、ホスト B さんの本業となるマウンテンライフ飛騨
のアドベンチャーガイド、事務所管理、事務所周辺の整備、および地域住民の
手伝いやサポートであった。  
マウンテンライフ飛騨のアドベンチャーガイドでは、長期滞在している元
WWOOFer らが中心となって新しく来た WWOOFer を指導し、顧客のガイド
やホスト B さんや元 WWOOFer らが率いる団体客のガイド補助を行っていた。 
事務所管理では、受付、掃除、WWOOFer らの食事づくり、アドベンチャー
使用器具の片づけおよび補修を行っており、主に活動関係者および日本語が話
せる WWOOFer が担っていた。事務所周辺整備では、母国で大工をしている
WWOOFerB-3、B-5 らが、大工スキルを用いて事務所の看板舗装や、事務所近
くの元飲食店を WWOOFer ハウスへと改築する作業をしていた。  
加えて地域住民の手伝いサポートでは、ホスト B 夫妻が、地域の要望や地域
住民の持つ課題を把握し、課題に見合うスキルや関心をもつ WWOOFer を地域
住民に派遣していた。例えば、アメリカ出身の WWOOFerB-2 は、ジャズシン
ガーである地域住民 M‘さんに英語発音指導や、西村地区中学生の英語スピーチ
指導をそれぞれ週に 1 回行っていた。地域住民 O 夫妻の運営するオートキャン
プ場の人手が足りない際には、滞在している訪日 WWOOFer の中でも日本語が
話せる WWOOFer が B 夫妻より派遣され、キャンプ場運営の手伝いを行って
いた。  
 
B）地域との関わりについて  
 B 夫妻の元では、WWOOFer はほぼ毎日のように地域住民との交流を持って
いることが確認された（図 3－18）。全活動／滞在地において、地域住民との関
わりを持っていた（図 3－19）。地域と関わる形として、以下の 3 つの形を観察
することができた。い）WWOOFer の活動／滞在地に地域住民が訪れる形、ろ）
公共の場に地域住民と WWOOFer が集う形、は）地域住民の活動／滞在地に
WWOOFer が手伝い・サポートをする形である。  
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関わりの形（い）の例としては、マウンテンライフ飛騨の「森のニンジャ」
運営に、下山に所有している森を貸し出している地域住民 P さんは、毎日魚の
飼育のために下山に通い、そこで森のニンジャのガイドをしている WWOOFer
と談笑したり、往きや帰りに事務所に立ち寄り WWOOFer と談笑したりする関
わりである。他にも、家屋を WWOOFer ハウスとして B 夫妻に貸し出してい
る地域住民 E さんが、WWOOFer の様子を見に WWOOFer ハウスを訪ね、談
笑する関わりや、WWOOFer 送別会パーティに地域住民が訪れ、宴会をする関
わりが例として挙げられる。  
また、関わりの形（ろ）として、ホスト A さん同様、ホスト B 夫妻が WWOOFer
を地域住民が集まる地域祭りに連れていき、B 夫妻友人とあいさつや自己紹介
を交わす関わりが例として挙げられる。  
 
  
図 3－20  ホスト B 夫妻のもとでの WWOOF 活動  
【左上：森のニンジャガイドの様子、右上：事務所前の元飲食店の改築の様子  
左下、右下：オートキャンプ場での作業の様子（全て筆者撮影）】  
 
加えて、ホスト B 夫妻のもとでは、（は）地域住民の活動／滞在地に
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WWOOFer を派遣する形が見られた。ホスト B 夫妻が、地域の要望や地域住民
の持つ課題を把握し、課題に見合うスキルや関心をもつ WWOOFer を地域住民
に派遣していた。地域住民は、ホスト B 夫妻よりマッチングされた WWOOFer
に改めて何をしてもらいたいかを伝え、WWOOFer もその要望に応えようと 1
対 1 の関係で交流を持つため、両者間で相互に顔の見える個人として認識して
いる様子が確認された。例えば、WWOOFerB-2 より、英語指導を受けていた
地域住民 M‘さんは、地域祭りにて会った WWOOFerB-2 に快く挨拶し、デュエ
ットを組んで洋楽のカラオケを地域住民の前で披露していたことなど挙げられ
る（図 3－21）。  
また地域住民が WWOOFer による支援作業の返礼として、野菜や食事を
WWOOFer に提供していた。例えば、英語の発音練習を受けていた M さんは、
指導する WWOOFerA-2 に対して料理を振る舞い、WWOOFerA-2 の送別会に
も、手料理を持ってやってきていた。また O 夫妻は作業の休憩中に昼食を振る
舞い、作業終了時には WWOOFer に、「今何人（滞在して）いるの？」と尋ね
つつ、自家栽培用の野菜を人数分以上の量を持って帰らせている様子が確認さ
れた。  
以上のことから、3 章 3 節の内容を含めながら、WWOOFer について、およ
び WWOOFer と地域の関わり方について以下のように整理する。  
ホスト A さんのところでは、2 週間程度の滞在をする WWOOFer が観察され
たが、ホスト B 夫妻の元では、短期間滞在する WWOOFer の他、WWOOF を
一度行った後再度 B 夫妻の元を訪れ、WWOOF 同様の活動をする元 WWOOFer
の存在が確認された。  
また WWOOFer と地域の関わり方は大きく 3 つに別れ、①WWOOFer の活
動／滞在地を地域住民が訪れる形、②公共の場に地域住民と WWOOFer が集
う形、③地域住民の活動／滞在地に WWOOFer が派遣される形があることが
分かった。①、②の関わり方では、長期間の滞在やホストの共同作業や空間を
通して、地域住民と WWOOFer は相互に顔の見える個人として認識する関係を
築きうるが、一時的で事務的な関わりに終始することが多いことが明らかにな
った。また③の関わり方は、ホストが地域の要望や地域住民の持つ課題を把握
し、課題に見合うスキルや関心をもつ WWOOFer を地域住民に派遣することで
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行われた。地域住民は、ホストによりマッチングされた WWOOFer に改めて何
をしてもらいたいかを伝え、WWOOFer もその要望に応えようと試みるため、
両者間で相互に顔の見える個人として認識している様子が確認された。同時に、
地域住民が WWOOFer による支援作業の返礼として、食事や野菜などを提供し
ている様子が確認された。  
そこで次節では、WWOOFer が地域と多様な形で関わりを持ち、また元
WWOOFer の存在が確認された、ホスト B 夫妻に着目する。  
B 夫妻が WWOOF 受入に関してどのような工夫を行っているのか、参与観察
の結果を踏まえて、ヒアリング調査を行った。  
 
  
図 3－21 ホスト B さんのもとでの地域との関わり   
【左上：地域住民 P さんと談笑する WWOOFer、右上：WWOOFer の送迎会、  
左中：西村地区の地域祭りの様子、右中：地域祭りでのデュエット、  
左下：地域住民 O 夫妻のトマト畑、左右：地域住民 O 夫妻のもとでの昼食】  
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3－5 WWOOFer と地域の関わりを生み出すホストの取り組み  
  
 本節では、前節で WWOOFer と地域住民との多様な関わりが確認されたホス
ト B 夫妻に着目する。彼らの行う 3 章 4 節 2 項で確認された、WWOOFer の
派遣を地域と WWOOFer を繋げる工夫とみなし、WWOOFer の派遣を通して
地域にどのような影響が見られるのか、明らかにしていく。  
 研究手法としては、参与観察におよびヒアリング調査であり、参与観察調査
中で確認できなかった点を、ヒアリング調査で補てんしていった。  
 
3‐5‐1 地域における WWOOFer の派遣の詳細  
（１）WWOOfer 派遣の活動内容  
ホスト B 夫妻が行う WWOOFer の派遣に関して、ホスト B 夫妻と懇意にし
ている地域住民および、WWOOFer、活動関係者らにヒアリング調査を行った
ところ、参与観察中にも見られたものを含めて、10 件程度確認された（表 3－
6）。  
表 3-6 ホスト B 夫妻の WWOOFer 受入概要（数値は 2015 年のもの）  
 
 
 WWOOFer派遣の傾向は大別して 2つある。ア）地域住民の課題と WWOOFer
のスキルを把握し両者をマッチングすることで地域住民個々人の課題解決をす
る派遣と、イ）ホストが地域住民の持つ観光資源と訪日 WWOOFer の興味関心
を把握し、両者をマッチングする事で WWOOFer の滞在満足度の向上と地域住
民が国際交流を享受する機会提供の派遣である。  
 ア）に関しては、ホストが WWOOFer を用いて作業支援を行うことで、先述
した WWOOFer のマンパワーやスキルを地域住民の課題解決のために活用す
るものである。地域住民 E さん、M’さんなど、英語を学びたいという地域住民
派遣タイプ 地域所属 課題／資源 派遣されたWWOOFer 内容 返礼 WWOOFerとの交流からの発展
ア Eさん 英語を話したい 英語話者 野菜、米、家屋 貸し出し家屋に風呂の増設
ア、イ M'さん
英語の発音を良くしたい
／壮大な日本家屋
英語話者 食事 インバウンド受入を見込んだ民泊事業の企画
ア、イ O夫妻
人手が足りない
／壮大な日本家屋
日本語話者 オートキャンプ場の運営 野菜、食事、宿 来年WWOOFホスト登録予定
ア、イ 目が不自由で掃除不可 長身 喫茶店の掃除（天井付近）
ア、イ 地域の野菜売り場が欲しい 家具職人 野菜売り場の作成
ア、イ
家屋周辺の雑草の繁茂
／郷土料理を出すお店
特殊技術不要 庭の手入れ
ア、イ 施設周辺の雑草の繁茂／温泉 特殊技術不要 草取り 温泉無料券
ア、イ
ピーク時の人手不足
／域内一番人気の高級旅館
特殊技術不要 皿洗い 野菜
ア 国際交流を体験したい 授業 高校とフランスのスカイプ交流事業開催予定
イ 地域住民 Gさん 賑わい好き／壮大な日本家屋 ホームステイ
事務所前のFさん空き家の
貸し出し許可（改造許可付）
近隣温泉施設
同地区旅館
地元学校
あまご付の食事Fさん
地域住民
英語教室
海外出身者
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がいれば、ホスト B 夫妻は英語母国者を派遣し、英語を話す機会を提供してい
た。目が悪くお店の天井の細かい掃除ができない地域住民 F さんに、ホスト B
さんは大柄な WWOOFer を派遣することを提案していた。他にも、地域の野菜
販売所がなくなり、地域住民 F さんが、地域の人々が野菜を気軽に販売するも
しくは帰る場所を探していることを、ホスト B’さんが聞きつけると、家具職人
である WWOOFerB-5 を派遣し、WWOOFerB-5 は野菜売り場の屋台を製作し
ていた。  
 
 
 
図 3-22 地域住民 E さんもとでの手伝い  
作成した野菜売り場（筆者撮影）  
 
 
 
  
 地域課題解決型の派遣に関して、ホスト B 夫妻は以下のように語る。  
 
 ああ、（O 夫妻）は友達だからね、それにだってあそこ、絶対に二人だけ   
 じゃ回せないの明らかでしょ。（中略）地元はお金をとる相手じゃない。  
できる限りはボランティアをするべき。そこに時間を費やしすぎることは  
 ないけどね（B さん）  
 うーん、当たり前のことなんじゃないかな、近所の人が困ってたら、自  
 分の子供とかにちょっと（助けに）行ってきなー、みたいに言わない？（B’ 
 さん）  
 
 地域課題解決型の派遣の多くは、地域の課題を耳や目にした B 夫妻から提案
しているものであった。  
 
 イ）に関しては、地域住民の持つ地域資源を把握し、地域住民の協力を得て、
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地域住民の元に WWOOFer を派遣することで、ホスト B 夫妻単独では難しい
体験を WWOOFer に提供する派遣を行っていた。例えば、立派な日本家屋を持
ち、大きな仏壇や日本庭園を持つ地域住民 G さんのところに、日本の日常生活
を垣間見たいという訪日 WWOOFer を派遣することで、日本／田舎体験を提供
していた。  
 日本／田舎体験型派遣に関して、ホスト B さんは以下のように語る。  
 
  相手を適当に見るんじゃなくて indivisual にみること。そのためには相手  
 の話をジーっと聞かなくちゃいけない。（中略）うちは WWOOFer をすごい  
 働かせるから、正直言って食事や宿泊場所の交換じゃ間に合っていないのは  
 分かってる。だからこそ、ここでの滞在を満足してもらうように心がけてい  
 る。だから冷蔵庫には常に肉とかビールを用意している。  
 それと地域の人々を使って、うちではしきれないもてなしを受けている。 
 寿司がでてきたり、飛騨牛がでたり。それは（地域住民）義務でも何でもな  
 いから、見極めながらやってもらいたい。  
 
 ホスト B 夫妻は、自分たちでは提供できる田舎／日本体験が限られているこ
とを認識し、昔ながらの日本家屋を所有している地域住民や、WWOOFer らを
ホームステイ受入に協力してくれる地域住民を探し、彼らの元に WWOOFer
を送ることで、WWOOFer らに日本／田舎体験を提供していた。他にも
WWOOFer 派遣を行うところを、ホスト B‘さんは意識的に、ア）の地域課題解
決型の派遣とイ）の日本／田舎体験型派遣を組み合わせ、日本／田舎体験の機
会を設ける工夫に取り組んでいた。  
 その例として、地域住民 O 夫妻のところでの派遣が挙げられる。O 夫妻は現
在のオートキャンプ場を営む前は、かつて馬瀬川沿いに臨む大きな日本家屋を
活かした宿泊業を営んでいた。現在、部屋が宿の部屋が未活用であることを活
かし、ホスト B 夫妻は、人手の足りない O 夫妻の元に日本語を話す訪日
WWOOFer を 1 カ月住み込みで派遣した。WWOOFer が日本家屋体験を味わう
と共に、ホスト O 夫妻は夏のピーク時に人手を得ることができたという。  
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（２）WWOOFer 派遣を受けている地域住民の反応  
 地域住民 F さんは、WWOOer 派遣の活動内容と、その返礼に関して以下のよう
に語る。  
 
   そりゃある程度は昔から閉鎖的な封建的な村だから（WWOOFer に対し  
 て）最初は外人さんだから抵抗はあったなぁ。でも今はもう違うな、今は  
 一緒にわいわいやっとるな。（中略）（今は）僕らの草を刈ってくれたり、 
 そこの道の駅のそこの生け垣を切ったり、向こうの木を切ったり、それは  
 あそういうことはいいことだと思うよ。それによってあの上の風呂に行け  
 るだとかんなんだかあるけどよお。（そういった草刈りをしている姿を見  
 て）うん、うん、あれやなあ、とか思っとるよ。  
 （一回、僕のお店の中にも）ここの上んところ埃がたまっとったんよ、 
 でもいまちょっと病気しよっといて、昔はやってたんだけどもよお。掃除  
 ができなんだ、たまっとったんよ、そいで昨日か、WWOOFerA-2 ともう  
 一人来とって、ホスト B くんが一緒に連れてきて、ほらいまからやるぞ、 
 椅子を向こうやって上ってきれいに掃除してくれた。でその代わりにほれ  
 二人に夕ご飯を食べさしてやったんよ。やったんね。食事なんかでいいっ  
 て、食事だけなんだけっていってもなあ。  
 
 地域住民 F さんは、WWOOFer 派遣を通して、WOOfer に対する抵抗を払拭
するに至っていたことが明らかになった。また WWOOFer の作業支援に対する
返礼として行う、食事の提供も、カフェを営む F さんにとっては日々の作業の
延長であり、負担と感じていないようであった。  
 
また、地域住民 O‘さんは、以下のように語る。  
 
（WWOOFer には）きくらげとってもらったり、池を洗ってもらったり
してたね、（中略）（昔）パートで頼んであったりしてたんよ、住んでいる
人に頼んでたりしてんたよ、でもこういう時間があるでしょ、あの、ほれ、
（お客さんが）BBQ してるときってなんもないでしょ、朝受付しするだけ
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で、あとはもう。でもほらやっぱりパートじゃない。やっぱり私もさ、時
間給で払うよっていったら、すごい額になっちゃってね。（中略）時間給
で 800 円つけてたもんで、やっぱりそう、マイナスなるな。お客さんが見
える時間と、お客さんが一時間を延長されても、300 円やろ。やっぱりね、
ほら自分たちでがんばらなな、ってなってて。  
んでたまたま B くんが私たちに声かけてくださって、でもはじめはな、
そんな WWOOFer なんて知らない人にきてもらって、どこまでそういう人
にきてもらうのは初めてで、でも来てもらったら本当に楽な。な、
WWOOFer の人ってどんなん？お金もらわないのってどうなん？頼んで
こんなことやってもらっていいんか、タダでこんなこと頼んでいいんかっ
て色んなこと心配したけど、来てもらって良かった。助かった。どこか行
くときにはおにぎりとおべんと持たせて、どっか行くときにはジュース代
とか持たせてな。やっぱり、ただでやってもらうってなんか、私たちから
したら申し訳なくてな。   
   （ご飯や部屋を用意することに対して、）そんなん、うちも部屋も空いて
るしさ、部屋もあるし。ただ、お客さまみたいにさ、お金もらうことって
なると、掃除もきれいにせなしあかんけどな。そういう手伝ってもうって
ことなんしで、そういうのは。  
  （ご飯は）あるもんでやってさ、（WWOOFer たちは）ご飯はこれでいい
って言うんよ。  
 
 地域住民 F さん同様、派遣に対する返礼の負担を感じていないことが明らか
になった。加えて、WWOOFer に頼む作業内容は、給与を提供する内容ではな
いものの、自宅にある食や宿泊場所を提供するにするには、ぜひ依頼したい内
容であることを言及していた。日頃から行っている余剰生産物や自家消費用の
おすそ分け、物々交換の習慣の延長線上に、返礼としてホストに野菜や
WWOOFer に食事を提供していた。すなわりこれらの作業に対する、モノでの
返礼は、余剰生産物や空き家や空き部屋が豊富にある、過疎化に直面する地域
と WWOOfer 派遣が非常に親和性を持つことが示唆されていると考えられる。 
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また、田舎体験を提供している地域住民 G さんは以下のように語る。  
 
  B 君が外国から来る人を泊まらせてあげる人を探してて、何人かホームス  
 テイさせてたな。泊まることはなしいしても、うちに訪れたりすることは多く   
 て、その際に酒や食事を出してたな。英語は話せないんやけど、B 君が（家で）  
 仏壇とかを外国人さんに説明したりするんよ。言葉はなくとも何か通じる楽し  
 さはあるな。それを感じるな。言葉が通じんでも分かり合えるものがあるんだ  
 なあという。  
 
 ホストが地域住民の持つ資源を発見し、訪日外国人とマッチングすることで、
WWOOFer に日本田舎体験を提供すると同時に、地域住民には国際交流という
機会の提供を行い、出会いの場を創造していることが明らかとなった。  
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3－5‐2 地域における WWOOFer 派遣の影響  
 
 本節では、WWOOFer 派遣を行ったことによる影響を、ヒアリング調査より
明らかにしていった。  
 
（１）地域住民によるホストの WWOOF 受入に対する支援  
 WWOOF は「作業」を対価に、「食・宿泊場所」を交換するシステムである。
この作業対価型滞在システムを維持するために、ホストは食と宿泊場所の確保
が欠かせない。  
 ホスト B 夫妻は食と宿泊場所を、WWOOFer 派遣を通じて、確保していた。
前述したように、野菜や米など余剰生産物やおすそ分けが地域住民から提供さ
れる。また温泉施設における WWOOFer 派遣に関しては、1 日施設周辺の草ぬ
きの代わりに、温泉施設の無料使用ができ、訪日 WWOOFer に、観光資源であ
る温泉を気軽に提供できる機会となっている。  
 加えて、表 3－6 に見るように、WWOOFer 派遣の返礼が、家屋の貸し出し
にまでつながっていることが確認された。  
 地域住民 F さんからの家屋の提供は、今までの WWOOFer 派遣の積み上げ
により、信頼を得るに至ったためである。F さん運営のカフェ横の納屋をホス
ト B 夫妻に貸し出しており、B さんは大工仕事のできる WWOOFer らと共に、
納屋を大改造し、新しい WWOOFer ハウスとして使用することを目指している。 
また地域住民 E さんも現在の WWOOFer ハウスの提供者である。かつて B
夫妻が WWOOFer の宿泊場所として使用していた施設を手放す際に、新しい
WWOOFer ハウスを探すことができず、E さんがかつて住んでいた現在空き家
の家屋を提供した17。E さんの英語指導はそれに対する、いわば逆の WWOOFer
からのお礼・サポートとして始まった WWOOFer 派遣でもあった。  
このように、WWOOFer 派遣を通じた、地域住民による WWOOF 受入のサ
ポートが始まっていた。  
 
                                                   
17 現在は、ホスト B 夫妻が、地域住民 E さんに家賃を支払い、現 WWOOFer ハウスを借
用している。  
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（２）WWOOFer の再訪の理由の創出  
 ホスト B 夫妻の元では、元 WWOOFer の再訪が多くみられているが、元
WWOOFer にヒアリング調査を行ったところ、再訪理由として表 3－7 の通り
に述べている。  
 
表 3-7 B 夫妻の元 WWOOFer が再訪する理由  
 
 全元 WWOOFer が、ホストとの関係性を最も大きな理由として挙げている。 
ホスト B さんが WWOOFer を家族同等に扱い、滞在が過ごしやすく満足であ
るよう全力で対応していること、また WWOOFerB-3、4、5 の母国語であるフ
ランス語を流ちょうに話し、意思疎通に障害がないことが大きな要因となって
いた。また WWOOFerB-3、 4 は、再訪時にホスト B さんからビジネスパート
ナーとしてのポジションが確約されていたことが大きな理由であったと述べて
いた。とりわけ何年も再訪している WWOOFerB-3 に関しては、WWOOF 前よ
り日本への移住意思が強かったのも理由の一つである。  
 その中で、WWOOFerB-5 は地域住民との友人関係の形成を挙げている。ホ
ストを介して WWOOFer 派遣などで、地域住民と顔の見える交流をすることで、
地域内で WWOOFer が友人を得る機会となり、地域住民の友人の存在が
WWOOF 体験終了後も再訪する理由の一つとなっていた。  
 
（３）地域住民と WWOOFer による新事業および新活動の萌芽  
また WWOOFer 派遣は、派遣先の課題を解決するだけでなく、派遣先と共
同して新しい事業や活動を作りだしている姿も観察およびヒアリング調査
で明らかになった。  
 O 夫妻や M さんは、今後自ら WWOOF ホストになることを考えている。
加えて、M さんに関しては、民泊事業を考えており、WWOOFerB-3、4、5
らと協働して民泊プログラムを考えていきたいと新規事業の展開を視野に
いれていたことが例に挙げられる。  
WWOOFerB-3 WWOOFerB-4 WWOOFerB-5
ホストの関係性 ホストとの関係性 ホスト夫妻との関係性
ビジネスパートナー ビジネスパートナー 現地で友人ができた
馬瀬の自然 飛騨の木工細工を学びたい
再訪理由
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 また、WWOOFerB-4 が地元高校の特別授業に派遣された際には、
WWOOFerB-4 が 帰 国 後 寄 宿 舎 で 務 め る 事 を 活 か し 、 地 元 高 校 と
WWOOFerB-4 でスカイプ授業を開催することを WWOOFerB-4 および高校
教師が話しあって決定されるなど、新規事業がうまれている様子が確認でき
た。  
 
（４）地域における国際空間の創出  
 元 WWOOFer が定期的にホスト B 夫妻を長期間訪れることで、常に B 夫妻
の事務所は訪日外国人がいる国際空間となっていた。そして、それを魅力に感
じる人々が地域内外から訪れる様子が観察された。  
 
 以下、3 章 5 節のまとめを行う。  
ホスト、WWOOFer およびホストらと懇意にしている地域住民ヒアリング調
査を行ったところ、B 夫妻が過去に行った WWOOFer の派遣は 10 件程度確認
された。  
大別すると、ア）地域住民の課題と WWOOFer のスキルを把握し両者をマッ
チングすることで地域住民個々人の課題解決をする派遣と、イ）ホストが地域
住民の持つ観光資源と訪日 WWOOFer の興味関心を把握し、両者をマッチング
する事で WWOOFer の滞在満足度の向上と地域住民が国際交流を享受する機
会提供の派遣 に取り組んでいた。  
 ア）に関しては、ホストが WWOOFer を用いて作業支援を行うことで、その
結果、地域住民は日々の余剰生産物や自家消費用のおすそ分けや物々交換の習
慣の延長線上に、返礼としてホストに野菜や WWOOFer に食事を提供していた。
中でも、長期的に WWOOFer の支援を受ける地域住民や、WWOOFer 派遣に
より信頼が生まれた地域住民からは、作業支援期間の宿泊場所や WWOOFer
滞在用に地域住民が有する空き家を返礼として提供されることもあり、食と宿
泊場所を常に必要とするホストの WWOOF 受入を地域がゆるやかにサポート
している様子が確認された。  
イ）に関しては、ホストを介して地域住民と交流することで、地域内で友人
を得る機会となり、WWOOF 体験終了後も再訪する理由の一つとなっていた。 
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またこれらの取り組みにより、地域住民が訪日外国人である WWOOFer に価
値を見出し、WWOOFer を活かした新規事業や活動が生み出されていることが
確認できた。例えば、地域住民と WWOOFer 間でインバウンド受入を見越した
民泊事業の企画や試作を進める、WWOOFer が母国で寄宿舎の管理人であるこ
とを活かして地元高校と WWOOFer の勤務校との国際交流活動が生まれるな
どである。  
加えて、WWOOFer が常に事務所にいることで、地域内に国際空間ができ、
それを魅力に感じる人々が地域内外から訪れる様子が確認された。  
 
表 3-8 B 夫妻が WWOOFer 受入に際して行う工夫点のまとめ  
 
 
 
 
  
ホストに必要とされる要素
ホストB夫妻の
WWOOF滞在の工夫
地域や受入についての影響 結果
地域課題の把握 物的支援
WWOOFerスキルの把握 WWOOF受入のサポート
資源の把握
資源を共有するための地域住民との信頼関係
WWOOFerが何を求めているかの把握
（正確に聞き取る言語能力）
①WWOOFer派遣
②体験提供
国際空間
の精製
地域内外
の人の
集まり
WWOOFerの満足度、長期滞在、
リピーターの出現
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3－6 3 章のまとめ  
 
3 章では、本論の目的に合致する、地域活動に WWOOF を活用している類型
③、④に着目し、WWOOFer の活動詳細と、WWOOFer が地域に関わる形を
明らかにすることを目的とした。③、④類型のホストがおり、同時期に複数
WWOOFer の受入れをしている岐阜県下呂市馬瀬地域の 2 つのホストの元で、
筆者自ら WWOOFer として参与観察（各約 2 週間）とヒアリング調査を行っ
た。  
参加型の家づくりや庭づくりのプロジェクトを実施し、不定期にワークショ
ップやアートイベントを開催するホスト A さんの元で、WWOOFer は、い）
WWOOFer の活動／滞在地に地域住民が訪れる形、ろ）公共の場に地域住民と
WWOOFer が集う形をもって地域樹民と関わりをもっていた。詳しくは、
WWOOFer が同窓会や地域祭りなど地域のイベントに同行し地域住民と交流
したこと、A さんイベントを開催時には、WWOOFer は同イベント参加者もし
くはイベントスタッフとして、参加する地域住民やイベント運営を補助する地
域住民と交流したことが挙げられる。  
一方 WWOOFer の持つバックグラウンドやスキルを積極的にビジネスと地
域活動に活用する B夫妻の元では、WWOOFerを、Aさん同様、関わりの形（い）、
（ろ）に加え、ホスト B 夫妻が地域の要望や地域住民の持つ課題を把握し、課
題に見合うスキルや関心をもつ（は）WWOOFer を地域住民に派遣する形の関
わりをもっていた。  
 その結果、支援作業を受けた地域住民は、WWOOFer を顔の見える個人とし
て認識し、中には新たな国際交流事業を共同して企画する地域住民も確認され
た。更に地域住民は支援作業への返礼として、野菜や米などの食料及び宿泊地
の提供をしており、地域がホストの WWOOF 受入をゆるやかに支援する基盤
が構築されていた。またホスト B 夫妻の元では何度も通う訪日 WOOFer が確
認された。これはホストが地域住民の協力を得て、訪日外国人が喜ぶ地域資源
を把握し提供することで、WWOOFer の滞在を充実させていた。これらの結果、
複数の WWOOFer が常時滞在しているグローバルな空間として、一部の地域内
外の住民がホストの場に集っていた  
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第 4章 訪日外国人活用に地域を組み込むホストの活動展開  
 
4－1 はじめに  
 
4 章では、作業対価型宿泊システムを独自の工夫と共に活用し、訪日外国人
が地域へ多様な関わり方をしている先進事例として、B 夫妻が現状に至るまで
の訪日外国人の活用展開の傾向と各展開時に求められるホスト、WWOOFer お
よび地域住民の要素や興味関心の考察を試みた。  
 そこで初めに、B 夫妻および B 夫妻の所属する「NPO 馬瀬川プロデュース」
の過去から現在に至る、訪日外国人の受入活用が記されたホームページブログ
「水辺の館」（2004～2015 年分）、および「マウンテンライフ飛騨 Faebook」
（2014～2016 年）のレビューを行うことで、B 夫妻の訪日外国人受入活動の
変遷を把握した。  
 そこから現在に至るまでの展開経緯を、訪日外国人の受入手段および活動内
容を軸に分析し、5 段階の展開がみられることが明らかになった。その上で各
段階にてホスト、地域住民、訪日外国人に求めうる要素を、3 章で明らかにし
たホストの工夫点を鑑みて考察した。  
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4－2 馬瀬川プロデュースの概要  
 
初めにホスト B 夫妻の所属する、「NPO 馬瀬川プロデュース」の概要につい
て説明していく。  
NPO 馬瀬川プロデュースは、2004 年に馬瀬地域の地元有志で立ち上がり、
2006 年に設立された馬瀬川流域を活用した交流事業を実施する地域づくり
NPO である。  
馬瀬地域における過疎化の進行と、地域づくりの担い手の不在を問題点とし、
馬瀬地域にある豊かな自然と文化を具体的に活用することを目的として設立さ
れた。  
主な事業は、清流馬瀬川講演会などを企画する「環境保全活動」、釣り人の
自然塾・馬瀬川フィッシングアカデミー、沢のぼり、森のニンジャを運営する
「体験事業活動」、犬山市の子供夏合宿の受入を行う「上・下流域交流活動」、
「広報活動」、「施設管理受託事業」、「ホームページ制作事業、他」である。  
2014 年度までは、下呂市指定管理施設「フィッシングセンター 水辺の館（以
下、水辺の館）」を活動拠点としていたが、2015 年より指定管理を離れ、近隣
施設の旧温泉施設「道の駅馬瀬美輝の里」を活動拠点とする。  
ホスト B さんは、1970 年代に馬瀬へ移住後、南飛騨・馬瀬川温泉「美輝の
里」が委託されていた水辺の館の運営を担っていた。その後水辺の館の委託先
が、馬瀬川プロデュースとなり、ホスト B さんは馬瀬川プロデュースの事務局
として、「水辺の館」運営を担っていた。ホスト B さんの主な担当事業は「体
験事業」、「上・下流域交流活動」および「施設管理委託事業」であった。  
ホスト B‘さんは 2008 年のホスト B さんとの結婚を機に、水辺の館スタッフ
として働いていた。  
 2015 年に水辺の館の委託先が南飛騨馬瀬観光協会となり、現在は「道の駅馬
瀬美輝の里」にて、沢のぼりと森のニンジャを総称した「マウンテンライフ飛
騨」を馬瀬川プロデュースの自主財源事業として位置づけ、NPO 事務局の運営
及び「マウンテンライフ飛騨」の運営をしている。  
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4－3 ホスト B 夫妻の訪日外国人受入手段と活動内容  
 
ホスト B夫妻が現状に至るまでの訪日外国人の活用展開の傾向と各展開時に
求められるホスト、地域住民および訪日外国人の要素や興味関心の考察を行う
ために、ホスト B 夫妻の業務へ活用した訪日外国人の受入手段と活動内容を整
理した。  
 受入手法と活用目的の整理は以下のように行われた。  
 
１）「水辺の館」ブログおよび「マウンテンライフ飛騨 Facebook」に掲載し
ている 982 の記事での訪日外国人の紹介の有無の確認する  
２）訪日外国人の所属を分類する。  
  分類は B 夫妻が活用した訪日外国人受入手段のもと以下の 5 通りとした。 
ALT18、A さん WWOOFer、B 夫妻友人、顧客、カウチサーファー、B
夫妻 WWOOFer、その他（TV 撮影など）である。  
３）訪日外国人の各活動を活動内容ごとに分類する  
  上記の顧客を除いた訪日外国人の活動内容を以下の 4 つに分類する。日
本／田舎観光体験，ホストのメイン事業の作業森林アドベンチャー、沢
登り、施設管理運営），訪日外国人スキル活用事業の作業（言語教室、
インターナショナルカフェ、シャンソン），地域への奉仕活動（外国人
の滞在日程紹介、WWOOFer 派遣など）である。  
 
整理を行った結果以下の 5 段階の展開経緯を踏んでいることが明らかになっ
た。ホスト B 夫妻は訪日外国人受入システムとし、2009 年にカウチサーフィ
ン 19、2012 年より WWOOF を使用しており、これらのシステム利用が展開経
緯に大きな影響をもっていた。  
 
                                                   
18 Assistant Language Teacher の略。外国語指導助手。  
19 「寝るための『ソファー（ couch）』を必要とする旅行者（サーファー）と、それをいと
わないホストを結び付けるためのインターネット上のホスピタリティ交換ネットワーク」
（額田  2014）。WWOOF とは異なり、滞在の対価に特定のものが規定されていない、「無
対価型滞在システム」。  
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①2004 年～：交流享受段階  
②2009 年 6 月～：交流共有段階  
③2012 年～：自己ビジネス活用段階  
④2015 年～：地域需要マッチング段階  
⑤2015 年冬～：地域新規事業開拓段階  
 
 以下では、各展開期の特徴とそれに応じて求められたであろうホスト、地域、
および訪日外国人の要素について考察し、論じていく。  
 
 
表 4-1 ホスト B 夫妻の活動年表一覧（詳細は巻末）  
 
  
2015 30 本での紹介 Facebook
2015 10 7 フランスのお菓子作りレッスンの開催 WWOOFer Facebook
2015 13 沢登りの様子 Facebook
2015 18 修学旅行の受入 Facebook
2015 19 森のニンジャ拡大 Facebook
2015 27 森のニンジャとランチセットの開拓 Facebook
2015 28 下呂市でのチロリアン下降 Facebook
2015 31 キャンプ場手伝いのWWOOFerによるミニコミ誌の投稿 WWOOFer Facebook
2015 11 3 WWOOFerの誕生日祝い Facebook
2015 4 WWOOFerのグラフィックデザインを活かしロゴ作成 Facebook
2015 9 テンカラ釣りの様子 顧客 Facebook
2016 4 WWOOFerと森のニンジャ拡大の様子 WWOOFer Facebook
2016 7 研修生募集について Facebook
2016 8 マウンテンライフ飛騨の宣伝 Facebook
2016 10 森のニンジャの宣伝 Facebook
2016 10 森のニンジャの宣伝 Facebook
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4－3－1 ホスト B 夫妻にみる訪日外国人活用展開の各特徴  
 
①「交流享受段階」では、ホスト B 夫妻は、ALT や水辺の館に訪れた顧客と
関わり、彼らと一緒に地域内を歩くことで田舎／日本体験を提供すると同時に
何が訪日外国人に良い評判を得るのかを見つけつつ、彼らとの交流を享受して
いた。この段階では、訪日外国人をホスト事業や地域への貢献活動に活用する
様子は見られない。2009 年になって同地域のホスト A さんが WWOOF 登録を
したことで、水辺の館に A さん WWOOFer を連れてくる様子があるものの、
彼らにも田舎／日本体験を提供するに留まった。  
 
②「交流共有段階」では、ホスト B 夫妻は、無対価型滞在システムのカウチサ
ーフィンを始めたことにより、多くの訪日外国人（カウチサーファー）を迎え
ることになった。彼らをゲストとして迎え日本／田舎体験を提供する事もある
が、時に彼らを活用して、地域住民を中心に単発の英会話教室を開くことがあ
った。今後の事業化を見据えたトライアルを実践していた。  
 
③「自己ビジネス活用段階」では、ホスト B 夫妻は、WWOOF を始めたこと
により、滞在の対価に作業を提供することを前提とした訪日外国人を多数迎え
ることになった。WWOOFer は 1 日に約 6 時間の作業を要するため、日本／田
舎体験に関する活動は減ったものの、多くの訪日外国人人材が確保されたこと
で、訪日外国人スキル活用事業「プチ留学」が事業化した。  
 
④「地域需要マッチング段階」では、ホスト B 夫妻は、自らの事業を進めると
共に、地域や地域住民に課題がある場合にはそれにマッチングする WWOOFer
を派遣し、課題解決を試みていた。これには、WWOOFer のビジネス活用を一
定程度立ち上げると共に、元 WWOOFer が再度戻ってくることで、既にノウハ
ウを得ている人材が確保でき、日々の活動に余裕がでてきたためだと考えられ
る。  
 
⑤「地域新規事業開拓段階」では、ホスト B 夫妻が、自らの事業と、地域への
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WWOOFer 派遣や WWOOFer の日本／田舎体験での地域住民との関わりに取
り組むことに加えて、ホスト B 夫妻だけでなく、地域住民が WWOOFer の活
用を積極的に考えていた。その結果、新規事業の萌芽的活動（WWOOFer が地
域住民の民泊のモニターをする）が行われていた。これは関わりを重ねること
で、地域住民がホスト B 夫妻および WWOOFer と信頼関係を築き、彼らの有
用性に気づき始めたからだと考える。  
 
 
 
図 4-1 ホスト B 夫妻の訪日外国人受入と活動展開経緯  
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4－3－2 各展開時にみるホスト、地域住民、訪日外国人に求められ
る要素の考察  
 
本項では、各展開期に応じて求められるであろうホスト、地域、および訪日
外国人の要素について考察し、論じていく。ホストの地域としては、地方地域
を想定している。  
 
①「交流享受段階」では、ホストは、ゲストとして訪日外国人を受け入れる、
楽しませることが求められていた。そのため、訪日外国人を受け入れる施設の
確保および日本／田舎体験の資源化が求められるであろう。また地域住民は、
ホストが日本／田舎体験の共有を求めた際にそれに応じて、ホストを支えるこ
とがホストよりもとめられる場合があるであろう。また訪日外国人は、日本／
田舎体験を味わう興味関心が求められる。  
 
②「交流共有段階」では、地域住民の国際交流への興味関心が重要となる。ホ
ストは、地域向けの活動を企画する上で、地域住民への国際交流の楽しみと有
効性を伝え参加するように働きかけていく必要があるであろう。一方で作業対
価を前提としていない訪日外国人には、作業を提供する柔軟性と地域へ入って
いく積極性が求められる。  
 
③「自己ビジネス活用段階」では、ホストは、作業対価型宿泊システム WWOOF
を利用し、自らのビジネスで活用させていく上で、どのような人材を求めてい
るのかを適切に発信する必要があるであろう。また訪日外国人のスキルを活用
するのであれば、彼らのスキルを把握し、適切に指示をする、また一緒に運営
を気持ちよく進めていくために、ある程度の対異文化経験と言語能力および信
頼関係の形成が求められるであろう。また訪日外国人は、作業の提供とホスト
が活用できるようスキルや自分の興味関心を伝えていくことが重要となるであ
ろう。  
 
④「地域需要マッチング段階」では、ホストは、地域住民と自らの事業を進め
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ると共に、地域や地域住民に課題と WWOOFer をマッチングして派遣するため
に、地域の課題把握能力が重要となる。地域の課題を得るためにも日ごろから
の地域との信頼関係を築き上げていく必要があるであろう。加えて、地域住民
に対しての対異文化交流のノウハウを伝えられると良いであろう。また地域住
民には、ホストを介した WWOOFer の支援作業が、ホストの一方的な貢献事業
としないために、物々交換の習慣と返礼となるものを常時持っていると望まし
い。それには余剰生産物や空き家も十分に価値を持っており、これらの資源が
ある地域は作業対価型宿泊システムを活用するポテンシャルを持っているとい
える。訪日外国人には、さまざまな課題に対応し得るように、一定程度の日本
語レベルがあると望ましい。  
 
⑤「地域新規事業開拓段階」では、その結果、地域住民が国際交流およびイン
バウンド事業への興味関心を持っていることが重要である。また地域住民と訪
日外国人間で信頼関係を築くことが重要である。訪日外国人には様々な新規事
業に対応し得るよう、日常会話以上の日本語と、新規事業で活かせる自らの強
みを持っていることが望ましい。ホストには、彼ら 2 者間の関係を総合的サポ
ートすることが望まれる。  
 
図 4－2 ホスト、地域住民、訪日外国人の各段階で求められる要素  
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以下、ホスト、地域住民、訪日外国人に求められる要素を整理し、また簡単
な提言を行う。  
 
ホストには、ゲストを受け入れる施設、日本／体験の資源化、国際交流の楽
しみと有効性の伝達、参加の呼びかけ、（WWOOF などで）求める人材の発信、
言語、訪日外国人との信頼関係、課題把握能力、地域住民との信頼関係、ノウ
ハウの伝授、地域住民と訪日外国人の総合的サポート、が求められる。  
また地域住民には、日本／田舎体験の共有、国際交流への興味関心、国際事
業への興味関心、訪日外国人との信頼関係、そして地域に物々交換の習慣と返
礼が求められる。  
 そして訪日外国人には、日本の日常／田舎生活の興味、作業を提供する柔軟
性、地域に入り込む積極性、スキルや興味関心の発信、一定程度の日本語レベ
ル、新規事業に活かす強みが求められる、と考察した。  
 
 しかし各人に求められるこれらの多様な要素は、決して一人に集結している
必要はない。3 章で触れたように、ホスト B 夫妻が、訪日外国人を受け入れる
施設をなくしてしまった際には地域住民 E さんが、自らの空き家を提供してい
た。このようにホストと地域住民の要素は、互いに融通し合えるものであると
考える。ホストは決して一人や 1 家族で運営されるだけではなく、今後まちづ
くりや地方地域における課題を解決するためには、各要素を強みとして持った
複数で構成されるホスト組織を運用するのも一つの手段であると考える。  
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4－4 4 章のまとめ  
 
作業対価型滞在システムを独自の工夫を凝らし，地域と WWOOFer の多様な
関わりを生んだホスト B 夫妻の現状に至るまでの，訪日外国人受入の活動展開
経緯を整理し，各展開で求められるホスト，訪日外国人，地域住民の要因の考
察を行った。  
 調査対象は，活動および訪日外国人との関わりが記載されている B 夫妻のブ
ログ「フィッシングセンター水辺の館」および「マウンテンライフ飛騨」の全
982 の記事とした（2004 年~2016 年）。分析手法としては，ブログ内で紹介さ
入れている顧客を除く訪日外国人の活動を，日本／田舎観光体験，ホストのメ
イン事業の作業，訪日外国人スキル活用事業の作業，地域への奉仕活動の 4 種
に分類し，これらの変遷を見ていった。その結果、訪日外国人の活動変遷は、
2008 年までは日本／田舎観光体験が多いものの，2009 年では訪日外国人スキ
ル活用事業が増加し，2013 年では各事業における活動が大幅に増加し，観光体
験が減少するとともに地域への奉仕活動の常態化が確認できた。これは B 夫妻
が 2009 年よりカウチサーフィンのホストを始め，2012 年夏に WWOOF ホス
トの開始が大きな要因となっていると考えられる。  
 そこで 3 章で明らかになったことと勘案し，B 夫妻の活動を全 5 段階に分割
した。カウチサーフィン開始までを，ホストが訪日外国人との交流を享受する
ことが第一目的であった 1)「交流享受段階」，カウチサーフィン開始から
WWOOF 開始までを，増加した訪日外国人を不定期の英語教室等で地域へ活用
し始めた 2)「交流共有段階」，WWOOF 開始時から，前段階で事業化の可能性
を見出し事業の作業要員とより多くの国際色を求めた 3)「自己ビジネス活用段
階」，地域課題のマッチングをし始めた時を 4)「地域需要マッチング段階」，そ
してその関わりの中から新事業／活動が創出された時を 5)「地域新規事業協働
段階」とした。  
 段階 1)においては，訪日外国人の受入施設および訪日外国人を楽しませるこ
とが不可欠である。そのためホストには、地域における日本／田舎体験ができ
る資源の発見と把握が要される。3 章で明らかになったように，地域住民が持
つものを含め広範に把握していることが，訪日外国人と地域との関わりを生む
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ために重要であると考える。段階 2)においては，地域共有するには地域住民の
国際交流への興味関心が要され，ホストは国際交流の価値発信が求められる。
段階 3)においては，訪日外国人スキルを活用する事業を推進していく上で，訪
日外国人と齟齬のない意思疎通が求められると考えられる。そのためホストに
は、訪日外国人のスキルや要望を把握するために、高度な言語能力および豊富
な対異文化体験が求められるであろう。段階 4)においては，マッチングを行う
ために地域課題能力の把握および地域が支援作業に対する返礼をする習慣およ
び余剰生産物や空き家を所有していることが重要となる。段階 5)においては，
地域住民が国際交流およびインバウンド事業への興味関心を持っていることが
重要である。ホストには，彼ら 2 者間の関係を総合的サポートすることが望ま
れる。  
 以上，訪日外国人と協同する地域活動の萌芽期の１モデルおよびホストを中
心に各アクターに求められ得る多様な要素を示した。しかしホストは一人／一
家族である必要はない。これらの要素を複数人で分担し合うことも可能である。
実際に地域住民による WWOOFer 用の家屋の提供が行われていた様に要素の
共有はできる。訪日外国人と協同した地域活動の初動期の動きを示すことがで
きた。地方地域において，訪日外国人のもたらす作業および地域の資源を広く
共有し，3 章で見られた地域への取り組みサイクルを促進していくことが今後
の地方地域では求められていくであろう。  
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第 5 章 結論  
 
5－1 作業対価型滞在システムを利用する訪日外国人が地方地域活動に果た
す役割と可能性  
 
 以上、3 章から 5 章の調査で明らかになったことを総括し、作業対価型滞在
システムを利用する訪日外国人が地方地域活動に果たす役割と可能性について
論じる。  
 
 3 章より、ホストと WWOOFer の間では、ホストが介在することで関わりを
もつことが分かった。その一方で、関わりの深度には違いが見られた。ホスト
が、地域住民の課題や資源と、WWOOFer のスキルや興味関心を把握し、彼ら
の課題とスキルおよび、資源と興味関心をうまくマッチングすることで、地域
と WWOOFer の関わりが深くなる傾向があることが分かった。  
 このようなマッチングの結果として、ホストの WWOOF 受入が地域によっ
てゆるやかに支えられ、また WWOOFer は滞在に対する満足度とホストへの信
頼感が高まり、再度長期間でホストの元を訪れる WWOOFer の存在が確認され
た。そして WWOOFer が一つに集まり、グローバルな空間ができることに魅せ
られた人々が地域内外から集う事実が確認された。  
 さらには、何度も地域樹民と WWOOFer が関わりを持つことで、WWOOFer
が海外にツールがあることを強みとして活用して、地域住民は新しい事業や活
動が生み出されていることが分かった。  
 4 章では、このような現状を生み出すために、ホストと地域住民と訪日外国
人に求められるであろう要素を考察した。ホストが自らのスキルを活かしつつ、
地域住民また訪日外国人と信頼関係を築き、かつ作業対価型滞在システムが機
能するためには、ホストだけに負担を強いることのなく、地域住民から返礼や
サポートをする、物々交換の習慣があることが重要であると考えられた。  
 
 そこから明らかになる作業対価型滞在システムを利用する訪日外国人果たす
役割とは、①地域にマンパワーやスキルを持ち込み、②地域にグローバル空間
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を生み出すことである。作業対価型滞在システムそのものは、地域に直接の経
済交流を生み出すことはない。しかし結果として、新しい人・モノの動きを創
造し、新しい経済・文化的交流を生み出す可能性を持っている。  
 そしてこれらの役割や可能性を生み出すためには、ホストが訪日外国人と地
域住民の間に介在し、両者のニーズやスキル・特性を把握し、適したところへ
橋渡しをすること、地域住民が、橋渡しや作業に対する返礼や訪日外国人の受
入サポートを容易に行うことができることが重要である。  
 
 
図 5‐1 ホストの介在により広がる作業対価型滞在システムの拡がり  
 
 以上、簡単にまとめると、作業対価型滞在システムを利用する訪日外国人が
訪問地域の課題解決に役割を果たすために、以下の 3 つの要点があると考える。 
①地域活動における作業対価型滞在システムでは、ホストが訪日外国人と地域
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住民の間に介在し、両者のニーズやスキル・特性を把握し、適したところへ橋
渡しをすることが重要となること  
②金銭を介さないため地域住民は、橋渡しや作業に対する返礼や訪日外国人の
受入サポートを容易に行うことができること  
③ホストの橋渡し、訪日外国人の作業、地域住民のサポートのサイクルが大き
く稼働することで、インバウンド事業の萌芽見られ、新たに経済交流また文化
交流が創造される可能性があること、である。  
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5－2 各章のまとめ  
 
 第 2 章では、日本における WWOOF 利用者による地域活動の全体像を把握
することを目的とした。第一に、WWOOF 受入れを表明している 171 のホスト
のホームページ及びブログ等のレビューを行った。結果、ホストは自ら事業の
マンパワー的補填として WWOOF を活用すると同時に、一部ホストは彼らの
持つスキルやバックグラウンドに着目し、それらを活用している事実が見られ
た。またホストは単に外部者との交流享受や、「本業」への助けを得るためでは
なく、地域への国際交流機会の提供といった地域活動にまで幅を広げるホスト
が確認された。  
 第二に、過去に WWOOF を利用した訪日外国人と、同 171 のホストを対象
に Web アンケートを行った。前者の訪日 WWOOFer は、訪問先での体験や地
域との関わりの内容について尋ねた。訪日外国人（有効回答数 41 件）は、約
90%が地域住民との交流を期待しており、交流を持った WWOOFer の約 90%
が交流内容に満足していた。また地域住民との交流には、ホストの介在が大き
な役割を果たしていることがわかった。  
 後者のホストへのアンケート（有効回答数 53 件）に関しては、約 95%が地
域活動を実践しており、WWOOFer をホストが参加／開催する地域活動にまで
応用している層が約 70%いることが確認された。さらに WWOOFer の持つバ
ックグラウンドやスキルを強みに、積極的に自己ビジネスおよび地域活動に応
用しているホストの存在も約 10%存在していた。  
以上のことから、WWOOF 活用に関して、①自己ビジネスマンパワー型、②自
己ビジネススキル型、③地域活動マンパワー型、④地域活動スキル型の 4 種類
あることがわかった。  
 
 第 3 章では、本論の目的に合致する、地域活動に WWOOF を活用している
類型③、④に着目し、WWOOFer の活動詳細と、WWOOFer が地域に関わる
形を明らかにすることを目的とした。③、④類型のホストがおり、同時期に複
数 WWOOFer の受入れをしている岐阜県下呂市馬瀬地域の 2 つのホストの元
で、筆者自ら WWOOFer として参与観察（各約 2 週間）とヒアリング調査を
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行った。  
 参加型の家づくりや庭づくりのプロジェクトを実施し、不定期にワークショ
ップやアートイベントを開催するホスト A さんの元で、WWOOFer は、
①WWOOFer の活動／滞在地に地域住民が訪れる形、②公共の場に地域住民と
WWOOFer が集う形をもって地域樹民と関わりをもっていた。詳しくは、
WWOOFer が同窓会や地域祭りなど地域のイベントに同行し地域住民と交流
したこと、A さんイベントを開催時には、WWOOFer は同イベント参加者もし
くはイベントスタッフとして、参加する地域住民やイベント運営を補助する地
域住民と交流したことが挙げられる。  
 一方 WWOOFer の持つバックグラウンドやスキルを積極的にビジネスと地
域活動に活用する B 夫妻の元では、WWOOFer を、A さん同様、関わりの形①、
②に加え、ホストＢ夫妻が地域の要望や地域住民の持つ課題を把握し、課題に
見合うスキルや関心をもつ WWOOFer を地域住民に派遣する形の関わりをも
っていた。  
 その結果、支援作業を受けた地域住民は、WWOOFer を顔の見える個人とし
て認識し、中には新たな国際交流事業を共同して企画する地域住民も確認され
た。更に地域住民は支援作業への返礼として、野菜や米などの食料及び宿泊地
の提供をしており、地域がホストの WWOOF 受入をゆるやかに支援する基盤
が構築されていた。またホスト B 夫妻の元では何度も通う訪日 WOOFer が確
認された。これはホストが地域住民の協力を得て、訪日外国人が喜ぶ地域資源
を把握し提供することで、WWOOFer の滞在を充実させていた。これらの結果、
複数の WWOOFer が常時滞在しているグローバルな空間として、一部の地域内
外住民がホストの場に集っていた。  
 
 第 4 章では、ホスト B 夫妻が現状に至るまでの訪日外国人の活用展開の傾向
と各展開時に求められるホスト、地域住民および訪日外国人の要素や興味関心
の考察を行うために、ホスト B 夫妻の業務へ活用した訪日外国人の受入手段と
活動内容を整理した。  
 その結果、活動の展開経緯として、①「交流享受」、②「交流共有」、③「自
己ビジネス活用」、④「地域需要マッチング」、⑤「地域新規事業協働」の 5 つ
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の展開を経ていた。  
 ホストは訪日外国人と信頼関係を築き、興味関心やスキルを把握することと
同時に、段階が上がるにつれ地域住民とも信頼関係を形成し課題や把握し、両
者のマッチングを図ることが求められていた。マッチングの恩恵を受ける地域
は、ホストに一方的な負担を強いることなく無理のないサポートをするために、
物々交換が地域に浸透していることが重要であり、訪日外国人には作業を通し
て地域活動に積極的に関わっていくことが求められていると推測された。  
 
  
5－3  今後の研究課題  
 
 最後に本研究に対する今後の研究課題について述べる。  
本研究は、滞在型宿泊システムのうち WWOOF を選択し、WWOOF ホスト約
450 の中で WWOOF 受入を公表しているホストの分析を行い、傾向を読み取り、
先進的であると認識したホスト B さんに関して深く調査を行うことで、作業対
価型宿泊システムを用いた地域課題解決に導く取り組みについて論じたもので
ある。  
 しかし 2 章の中で示した容易に、WWOOF ホストだけですら 450 のホストが
あり、傾向としては 90%のホストが地域活動に興味を後答え、訪日 WWOOFer
を地域活動に使用している層は、約 45％見られ、それぞれが地域に合わせた活
動を訪日 WWOOFer と実践しているのである。  
 したがって、今後はより多くの事例調査を行い、ホストと WWOOFer そして
地域住民の 3 者の関わり合いに着目し、地域性を鑑みた上で、調査を行う必要
がある。  
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・ 上門農園、http://www.kanotakumi-uekadofarm.com/ 
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・ 北海道 美深農園、http://plaza.rakuten.co.jp/noutetsu/ 
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・ 中込農園、http://www.nakagomi-orchard.server-shared.com/ 
・ さいのね畑、http://www.sainone.com/ 
・ ぴ ‐Garden、http://pigarden.exblog.jp/ 
・ オルタナティブファーム宮古（いや絶対違うと思うけど）、
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・ 節恵庵、http://blogs.yahoo.co.jp/setsukeian2 
・ とまりゃんせ、
http://www.okuyamato.pref.nara.jp/nouka/stay/tomaryanse.html 
・ コスモイン  有機園、http://ww82.tiki.ne.jp/~cosmo-yuki/index.htm 
・ 農家民宿レストラン 藤原おわて、http://owate.jimdo.com/ 
・ 梶谷農園、http://kajiyafarm.saleshop.jp/ 
・ うちうみハーブ園、http://uchiumiherb.com/about.html 
・ 魂喜村、http://konkimura.jp/ 
・ ジャガタラ、http://www.biei-jacatra.jp/about 
・ 菜摘実の里、http://www.village723.com/ 
・ 由良守生、http://blog.yuramorio.com/ 
・ 里山民泊 みくり、
http://gazoo.com/my/sites/0001452226/MIYAGAWA_MURA004/default.a
spx 
・ 木工房菜の花、http://www.nanohana-mokumoku.com/ 
・ つくしんぼ、https://www.facebook.com/tsukushinbo/ 
・ ナッツふぁーむ、
http://www3.city.asahikawa.hokkaido.jp/kenkou/01_chikusan/011_natts
u.html 
・ 藤谷容子、http://usshisshi.exblog.jp/ 
・ 御宿 総本家、http://souhonke.info/ 
・ シャロムの森、http://shalomnet.net/ 
・ 大黒屋・サンガム caf?、http://daikokuya-sangam.on.omisenomikata.jp/ 
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・ 下呂市、「平成 28 年 4 月末地区別人口」
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付録 2－1  
 
 
Questionnaire to learn about volunteer experiences
in Japan and relationships between volunteers,
hosts, and local people
Dear volunteers,
I’m Ai OKADA, a Masters student at Tokyo Metropolitan University, Japan. 
My research interest is about the role of foreign tourists in the community­based development of 
rural areas. Through non­ monetary volunteer systems like WWOOF, HelpX and Workaway, I believe 
that foreign tourists could help in places where financial and manpower resources are low, but 
physical resources such as food and accommodation are high. The volunteer systems mentioned 
above may be one of the ways to promote the influx of people to rural areas, given that these areas 
are rapidly repopulating.  
The benefits that non­monetary volunteer system provides may not be limited to the hosts, but also 
extend to local people in the area. 
Target ：Volunteers who used NON­MONETARY exchange systems to volunteer in Japan, e.g. 
WWOOF, HelpX, Workaway etc. This does NOT include activities like disaster­relief.  
Number of all questions ： 37 (approximately 10 minutes) 
Privacy: The information collected from this survey will be used for this research only, and private 
information will not be disclosed.  
For those who completed my survey, I can send an English abstract to you after the completion of 
my thesis, which will be in March 2017. 
Thank you for your help. 
Ai OKADA 
Graduate Student 
Kawahara Lab, Department of Tourism Science 
Graduate School of Urban Environmental Sciences 
Tokyo Metropolitan University 
(http://www.ues.tmu.ac.jp/tourism/index_en.html) 
Email : tmu.volunteersys.questionnaire@gmail.com 
*必須
1) About your tourism in Japan, when you utilized volunteer
system in Japan for the first time
1. How many times have you been to Japan before your first Japanese volunteer experience?
*
1 つだけマークしてください。
 none
 once
 twice
 3 times
 4 times
 5 times
 more than 5 times
2. Why did you come to Japan？ *
当てはまるものをすべて選択してください。
 Sightseeing
 Visiting friends/family
 Learning/Practicing Japanese
 Training or Practicing
 Finding job
 Preparing for life in Japan in the future
 その他: 
3. How many days did you stay in Japan in
your first volunteer experience? *
4. How much was your traveling budget at that
time? *
(Please answer the amount in Japanese yen,
excluding flight cost)
2) About your volunteer experiences in Japan
5. Which volunteer system did you utilize in your first Japanese volunteer experience? *
1 つだけマークしてください。
 WWOOF
 Workaway
 Help X
 その他: 
6. Why did you volunteer? Choose the 2 most important reasons. *
当てはまるものをすべて選択してください。
 Experience Japanese daily life
 Experience Japanese rural life
 Learn / practise Japanese / other language
 Preparing for life in Japan in the future
 Desire to find job
 Make friends in Japan
 Unexpencive travelling opportunity
 Learn about organic life and agriculture
 Test/overcome your limits
 その他: 
7. How many times have you volunteered using Help X, WWOOF, or Workaway in countries
other than Japan? *
1 つだけマークしてください。
 none
 once
 twice
 3 times
 4 times
 5 times
 more than 5 times
8. How many days in total did you volunteer in
your first volunteer experience in Japan? *
9. How many hosts did you visit in your first volunteer experience in Japan? *
1 つだけマークしてください。
 1 host
 2 hosts
 3 hosts
 4 hosts
 5 hosts
 6 hosts
 7 hosts
 8 hosts
 9 hosts
 10 hosts
 more than 10 hosts
10. How important are the factors below when you choose your host? *
1 行につき 1 つだけマークしてください。
very
important important neutral
not
important insignificant
location
business of hosts
volunteer activity
relationship with local people
household environment
non­Japanese language skill
environment you can practice
your Japanese
11. Any other important factors to consider when choosing your host?
 
 
 
 
 
12. Did your host(s) try to utilize your skill, background or your character for their activities,
or for activities in the local area? Please share your story. *
(Ex : Singing/playing songs, Teaching languages, Designing pamphlet with IT, Cooking speciality
in your home town etc….. )
 
 
 
 
 
13. Did your host(s) try to utilize your skill, background or your character for other
activities/businesses? Please share your story. *
（Ex : helping at a neighbour's farm, being introduced at a local school about yourself and your
country/culture, etc. )
 
 
 
 
 
3) Communication with local people during your BEST
volunteer experience in Japan
14. Did you expect to have communication with local people other than the host? *
1 つだけマークしてください。
 Yes
 No
15. With whom did you communicate, besides the host? *
当てはまるものをすべて選択してください。
 Family/relatives of host
 Co­workers of host
 Neighbors of host
 Friends of host
 Customer of host
 Tourists in the host area
 None
 その他: 
16. What were the nature of communications with people other than the host? (Multiple
answers allowed） *
当てはまるものをすべて選択してください。
 Greeting
 Conversation
 Participating in events or festival as visitor (ex : local festival)
 Working together at host
 Helping their business (ex : Helping neighbor farm, )
 Helping activity of local community (ex : Having language lesson, Visiting school to
introduce your culture, Monitoring tourists tour, Weeding at public space)
 Getting/ borrowing something from local people (ex : vegetable, fish, meal, clothes,
commodity etc…)
 Nothing
 その他: 
17. Please share your story(s) about these communications. *
 
 
 
 
 
18. How did you get to know the local people? (Multiple answers allowed） *
当てはまるものをすべて選択してください。
 communication during your activity
 Host introduced/brought you to them
 Local people approached you
 You approached the local people
 その他: 
19. Were you satisfied with the communication with/among the local people? *
1 つだけマークしてください。
 Yes, very much
 Yes
 No
 Dislike
20. Do you still keep in touch with the local people now? *
1 つだけマークしてください。
 Yes, often
 Yes sometime
 Yes, planning to visit again
 Yes, welcoming them in the near future in your country
 Yes, knowing their address or SNS account but didn’t have communication
 No
4) Communication with other volunteers during your BEST
volunteer experience in Japan
21. Did you have any communication with other volunteers you met at the host? *
1 つだけマークしてください。
 Yes
 No
22. Were you satisfied with the communication with/among other volunteers? *
1 つだけマークしてください。
 Yes, very much
 Yes
 No
 Dislike
23. Do you still keep in touch with other volunteers now? *
1 つだけマークしてください。
 Yes, often
 Yes, sometimes
 Yes, planning to visit
 Yes, welcoming them in the near future to your country
 Yes, knowing their address or social media account but didn’t have communication
 No
5) About your intention to repeat your visit to Japan and your
BEST host
24. Do you plan to come to Japan again in the future? *
1 つだけマークしてください。
 Yes
 No
25. If you answer "yes" to previous question, What would you like to do for your next trip to
Japan? *
1 つだけマークしてください。
 Sightsee
 Visit friends/Family
 Volunteer
 Learn Japanese
 Study at a school
 Practice/ Training
 Work
 Migrate to Japan
 その他: 
26. Do you plan to come back to your best host again in the future? *
1 つだけマークしてください。
 Yes
 No
27. If you have a chance to come back to Japan again, what would you like to do? *
1 つだけマークしてください。
 sightsee
 visit friends
 Volunteer
 Student
 Train
 Work
 Immigrant
 I will not come back to Japan again
 その他: 
28. For your repeated visit, how important are the following factors? *
1 行につき 1 つだけマークしてください。
very
important important neutral
not
important insignificant
location
business of hosts
volunteer activity
relationship with host
relationship with local people
household environment
non­Japanese language skill
environment where you can
practice your Japanese
29. Any other important factors to consider for your repeat visit?
 
 
 
 
 
6) About your profile
30. Gender *
1 つだけマークしてください。
 Male
 Female
 Prefer not to say
 その他: 
31. Age *
1 つだけマークしてください。
 19 or below
 20­24
 25­29
 30­34
 35­39
 40­44
 45­49
 50­54
 55­59
 60 or over
32. Nationality *
Powered by
33. Occupation *
1 つだけマークしてください。
 Student
 Self­Employed
 Employee
 Currently unemployed
 その他: 
34. If you chose "Student", "Self­employed",
"Employee" in previous question, please
write down your major or line of work.
35. If currently unemployed, what was your
previous line of work, or major, if you were a
student?
36. Japanese language level (during your BEST volunteer experience in Japan) *
1 行につき 1 つだけマークしてください。
None Elementary Intermediate Advanced Native
Speaking
Listening
Writing
Reading
37. If you would like to have a summary of my
thesis, please provide your email address
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Pre-Questionnaire for foreign tourists using Non-monetary tourism(WWOOF, HelpX or Work Away) 
 
◆About your profile  
1) Gender □Male、□Female、□Non-Binary 
2) Age □19 or below、□20-24、□25-29、□30-34、□35-39, □40-44, □45-49, □50-54,  
          □55-59, □60 or over 
3) Nationality （                  ） 
4) Occupation 
□Student（Field of Study：                                                ） 
□Self-Employed (Exact :                                                               ） 
   □Employee（Exact :                                                     ） 
□Currently unemployed（Previous job :                                             ） 
   □Other（                                                               ） 
5) Japanese language level 
  -Speaking  :   □None, □Elementary, □Intermediate, □Advanced, □Native 
    -Listening  :   □None, □Elementary, □Intermediate, □Advanced, □Native 
    -Writing    :   □None, □Elementary, □Intermediate, □Advanced, □Native 
    -Reading   :   □None, □Elementary, □Intermediate, □Advanced, □Native 
6) What kind of Non-monetary tourism did you utilize? 
    □WWOOF, □Workaway, □Help X, □Other(                                            ) 
⇒Depends on their selection, The word “WWOOF” in questions bellow changes to each word 
  (EX : ◆About Tourism in Japan, when you utilized Work Away, Workawayed, HelpXing) 
 
◆About Tourism in Japan, when you utilized WWOOF 
7) Have you ever been to Japan before your first Japanese WWOOFing experience? 
□Yes（No. times :        ）、□No 
8) Why did you come to Japan？(Multiple answers allowed) 
  □Sightseeing, □Visiting friends, □Visiting family, □Learning/Practicing Japanese、 
□Training or Practicing, □Learning/ Practicing Farming or agriculture, □Finding job, 
□Preparing for life in Japan in the future 
9) Who did you come to Japan with? 
  □Alone、□Friends（No. of Friends：  ）、□Boy-/Girlfriend、□Family 
10) How long do you intend to stay in Japan?  (YYYY/MM/DD） 
  （    /    /    ）～（        /     /      ） 
11) Which cities have you been to in Japan this time? 
  
 
 
12）In which accommodation do you stay in Japan during your travel except for WWOOF ?  
(Multiple answers allowed) 
  □Hotel, □Hostel, □Guesthouse, □Airbnb, □At a friends / Family house,  
□Other（                               ） 
13) How do you like your trip to Japan this time? 
  □Excellent, □Good、□Normal, □Bad, □Terrible 
14) Would you like to come to Japan again in the future?  
□Yes, □No, □You don’t know, if you have enough money and time to visit 
15) What would you like to do for your next trip to Japan? (Multiple answers allowed) 
 □Sightsee, □Visit friends/Family, □WWOOF, □Learn Japanese, 
□Study at University (1year), □Enter University, □Practice/ Training, □Find a job,  
□Work, □Migrate to Japan □Other（                                                ） 
 
◆About your WWOOFing 
16）Have you WWOOFed at other countries before? 
□Yes（No. times：    ,  Countries：           ）, □No 
17）Have you WWOOFed in Japan before?  
Please write down, in which cities/ how many / how long / What have you WWOOFed?  
(If you have more WWOOFing plans in near the future, please write them as well.)  
 Where? 
（city / village） 
How long? 
（YYYY/MM/DD～YYYY/MM/DD） 
What did you do during your 
WWOOFing? 
1    
2    
3    
4    
5    
6    
7    
8    
9    
10    
 
18）Why did you participate in WWOOF in Japan? Please rank your choices (1.2.3……). 
□Cheap travelling opportunity, □Learn about organic life, □Agricultural interest 
□Experience Japanese daily life and Japanese culture, □Learn / practice Japanese / other language  
□Make friends in Japan, □Preparing for life in Japan in the future, □Desire to find job, 
□Save / preserve the environment, □Other（                            ） 
 
19）Why did you choose the hosts as your WWOOF host?  Please rank your choices (1.2.3…..) 
□Location, □Business of Hosts (), □Expected Activity that WWOOfers can,  
□Work of WWOOFers, □Percentage of organic life, □Meal, □Accommodation, □Cigarette, □Alcohol, 
□Internet, □Situation around hosr area, □Number of WWOOFers at the same time 
□Number of WWOOFers the host accept in a year, □Acceptable days to stay, □English skill,  
□Language skill other than English, □Environment you can practice Japanese,  
□Good reviews, □Urgent demand of host for WWOOFer, □Speedy reply, 
□Communication through messages, □Other(                                          ） 
20) Did your hosts try to utilize your skill or your character for their activities? Please share your story. 
 (Ex : Painting wall, Singing/playing songs, Teaching languages, Designing pamphlet etc….. ) 
 □Yes, □No 
 
 
 
 
 
◆Communication with local people during WWOOfing 
21）Did you expect to have communication with local people other than the host? 
□Yes、□No 
22）With whom did you communicate with, besides the host? (Multiple answers allowed） 
□Family/relatives of host, □Co-workers of host, □Neighbors of host, □Friends of host 
□Customer of host, □Tourists in the host area □None, 
□Other（                                                        ） 
23）What were the nature of communications with people other than host? (Multiple answers allowed） 
Please share the story. 
□Greeting, □Conversation, □Participating in events or festival as visitor, □Working together at host 
(Selling something at community market, Participating in event of host as staff etc… ) 
□Helping their business or activity of local community  
(Having language lesson, Visiting school to introduce your culture, Monitoring tourists tour,  
Helping neighbor farm, Helping community farm, Weeding at public space, etc…),  
□Going sightseeing together / letting WWOOFers Japanese culture,  
□Getting/ borrowing something from local people (EX : vegetable, fish, meal, clothes, commodity etc…) 
□Other 
 
 
 
 
24) How did you know each other local people? (Multiple answers allowed） 
□Host introduced/brought WWOOFers to them, ,□Local people approached to WWOOFers,  
□You approached to local people in personal, □Other(                                              )  
23）Do you still keep in touch with them now? 
□Yes, Often、□Yes, sometime、□planning to visit again、□welcoming them in the near future in your 
country, □Knowing their address or SNS account but didn’t have communication、□No 
27）Would you like to come back to the area again?  
□Yes, □No, □You don’t know, if you have enough money and time to visit 
28）In what capacity would you come back as? (Multiple answers allowed) 
□Tourists, □Friend, □WWOOFer, □Student, □Trainee at Host or in the area, 
□Worker、□Immigrant, □Other（                                          ） 
年 月 日 概要
1990年代後半 ロッキー馬瀬に移住
2004 5 4 小学生、あまご釣りの様子
2004
5
釣り堀に夢中になる親子
2004 18 濁流のダムの様子
2004 22 ALTと国際バーベキュー ALT
2004 29 小学生ときれいなお姉さんのつかみ取りの様子
2004 6 4 蕎麦の花
2004 8 ホタル
2004 14 バーベキュー夜の営業の知らせ
2004 18 ホタル
2004 23 TV出演
2004 23 全国表彰の様子
2004 26 ホタル終了の報告
2004 27 TV出演出演
2004 7 10 フィッシングアカデミー「鮎とも釣り大会」
2004 10 ゴルフ営業開始
2004 13 中切小学校「ふるさとタイム」
2004 15 中切小学校「ふるさとタイム」
2004 18 親子アユ釣り教室
2004 18 鮎釣り初心者教室開始
2004 19 訪日外国人顧客のつかみ取り 顧客
2004 22 訪日外国人顧客のコメント記載 顧客
2004 8 8 上記の日本語訳 顧客
2004 29 リース教室情報
2004 11 12歳の鮎釣り解禁
2004 18 流しそうめん
2004 8 15 ルアー教室
2005 6 ホタル見えないことの報告
2005 10 整備工事中
2006 4 1 新装開店
2006 7 山菜取りの様子
2006 29 ストーンペインティングの紹介
2006 30 水槽への魚寄付募集
2006 5 12 アマゴ放流
2006 17 稚鮎放流
2006 17 平日BBQの宣伝
2006 20 漢の料理教室
2006 24 全国植樹祭慶友の植樹
2006 28 テンカラフォーラム
2006 4 水槽展示
2006 7 清流セラピー、下流部の水中撮影
2006 11 環境美化デー
2006 17 鮎解禁報告
2006 25 バリアフリー設備の説明
【凡例】
黒字：通常業務（ホストの活動）、緑：ホストメイン事業、
紫：訪日外国人スキル活用方法、オレンジ：奉仕活動
2006 29 清流セラピーコンサートの宣伝
2006 7 8 清流セラピーコンサートの報告
2006 13 ふれあいタイム
2006 22 奇形野菜の紹介
2006 24 霧の中野釣り人報告
2006 27 増水被害の様子
2006 28 きたない水槽の様子
2006 8 5 愛の料理対決
2006 9 4 川と森で遊ぶプログラムの宣伝
2006 10 「静の森」と「動の川」を体験するプログラム
2007 4 1 NPO 馬瀬川プロデュースの指定管理運営決定
2007 22 あまごの甘露煮の紹介
2007 28 地元産の隅の紹介
2007 29 渓流釣り
2007 30 つかみどり開始
2007 5 3 魚のさばきかた
2007 5 うぐいの塩焼きの紹介
2007 6 ホストAさんのインディアンのテント
2007 11 田植えの季節の紹介
2007 13 柳の大切さ
2007 15 沢のぼりの体験事業開始
2007 29 鮎シーズン開始
2007 6 2 滝つぼで水中散歩
2007 9 馬瀬川クリーン作戦
2007 9 鮎釣り体験講師養成講座
2007 10 鮎川見・仕掛け講座
2007 11 川で遊ぶ地元の子どもの様子
2007 12 外国語カラオケ大会の告知 ALT
2007 23 鮎解禁
2007 23 保育園保護者の会
2007 23 地元の小学生の鮎釣り
2007 25 鮎釣り体験取材
2007 30 鮎釣り体験講座開始
2007 7 4 鮎釣り体験教室実施
2007 6 中スポの撮影会
2007 7 早朝沢のぼり
2007 9 馬瀬中切小学校のふるさとタイム
2007 15 台風一過の様子
2007 19 水難救助技術者資格取得の報告
2007 21 外国語カラオケ大会 ALT
2007 28 沢のぼり探検機構
2007 28 二胡の夕べ
2007 29 沢のぼり体験実施
2007 8 1 水辺の館の込み合っている様子
2007 1 カワゲラウォッチング
2007 3 ストーンペインティング
2007 5 鮎釣り他県教室
2007 7 しみんてい夏合宿の予定報告
2007 14 フランスチームの合宿報告
2007 23 しみんてい夏合宿
2007 24 しみんてい夏合宿
2007 27 飛騨山岳会
2007 9 2 川下り体験講座
2007 8 沢のぼりにALTを連れていく ALT
2007 10 小坂での沢のぼり
2007 16 清流アマゴ釣りラリー
2007 11 11 実業団駅伝体験
2007 12 鮎釣り用具の寄付
2008 4 21 B友人美輝の里で入浴 B友人
2008 28 メーカー社員旅行で中国人50人魚つかみどり 顧客
2008 5 10 テンカラ教室開催
2008 14 テンカラ教室後日談
2008 17 ルアーフィッシング講座
2008 23 パン体験講座研究中
2008 24 フライフィッシング大会
2008 25 沢のぼり始動
2008 30 鮎釣り英語資料の作成 ALT
2008 6 2 稚鮎の展示
2008 6 不動滝の発見
2008 2 地元中学生の沢のぼり
2008 8 水環境一斉調査
2008 13 沢のぼり中学生だ第2弾
2008 14 水槽の魚の増殖
2008 15 川のレスキュー講座
2008 15 飛騨山岳会立壁下降
2008 18 小学生釣り体験
2008 21 ライブカメラ設置
2008 7 1 河川清掃
2008 2 名古屋からの釣り人紹介
2008 6 鮎釣り中級講座
2008 12 日帰り鮎釣り教室
2008 13 ALTによる沢のぼりと国際交流 ALT
2008 15 木酢液による洗浄
2008 18 NHK取材
2008 18 馬瀬で国際結婚 顧客
2008 20 カナダ人の鮎釣り体験 ALT
2008 22 ケーブルテレビ取材
2008 24 小学生の鮎釣り大会
2008 25 川渡りのルート拡大トライアル
2008 26 ライフジャケット遊泳のススメ
2008 8 1 小さな子供の沢のぼり
2008 2 犬の沢のぼり
2008 2 鮎初心者教室
2008 3 鮎初心者教室
2008 5 川遊び講座
2008 8 アメリカ人の鮎釣りチャレンジ 顧客
2008 15 商工会イベント
2008 22 しみんてい夏合宿
2008 23 しみんてい夏合宿
2008 9 21 キャニオニングの開発
2008 22 大人数での沢のぼり体験
2008 28 川遊び指導者研修
2008 10 5 水質に関する講演会
2008 12 森のニンジャテスト
2008 19 自然体験活動指導者研修会
2008 11 9 実業団駅伝大会
2008 13 木登りに対する想い
2008 14 木登りテスト
2008 16 まきまきパンメニューの開発
2008 20 初雪報告
2008 22 近場展望台の探検
2008 23 巻き巻きパン好評
2008 24 飛騨匠街道 友人
2009 3 15 ビオトーブ池整備中
2009 15 ビオトーブ池整備中
2009 28 アマゴ放流予定
2009 30 リヤカー屋台プロジェクト
2009 4 3 春は山菜
2009 7 フランス人WWOOFerの案内 AさんWWOOFer
2009 10 国際交流登山 AさんWWOOFer、友人
2009 10 手巻き寿司 友人
2009 11 カナダ人友人による餌釣り体験 友人
2009 14 カナダ友人による絵手紙体験 友人
2009 14 カナダ友人によるそば打ち体験 友人
2009 18 フランス人、美輝の里バザーを堪能 AさんWWOOFer
2009 18 フランス人、美輝の里バザーを堪能 AさんWWOOFer
2009 20 森林アドベンチャーパークの作成希望
2009 21 朴葉すし祭り
2009 22 野原のプロジェクト紹介
2009 5 2 まきまきパン
2009 2 GWさかなつかみどり
2009 4 地元小学生がさかなつかみ取りの指導
2009 4 餌釣りでアマゴ
2009 4 餌釣りでアマゴ
2009 5 杉の葉で火おこし
2009 8 掃除でのロープワークの応用
2009 8 水槽に稚鮎
2009 9 竿の修繕
2009 10 アカデミーテンカラ教室
2009 17 アカデミールアー教室
2009 24 アカデミーフライ講座
2009 24 朴葉すし祭り
2009 27 沢のぼり始動
2009 29 ロープワークの講習
2009 30 ヨシのマルチ
2009 31 川鵜退治
2009 31 朴葉すしシーズン到来
2009 6 4 水辺の英語教室 AさんWWOOFer
2009 5 まきまきパン天然酵母
2009 6 水辺の英語教室 AさんWWOOFer
2009 7 馬瀬川クリーン作戦
2009 7 全国海づくり大会
2009 8 クライミング練習
2009 10 山岳レスキュー講習
2009 12 地元中学生沢のぼり
2009 13 パンとアウトドア体験講座
2009 14 ウーファー懸垂下降体験 AさんWWOOFer
2009 16 サーファーによる草取り カウチサーファー
2009 20 ドリームキャッチャー教室
2009 20 鮎釣り解禁
2009 6 21 英米人の沢のぼり AさんWWOOFer
2009 22 ドリームキャッチャーづくり
2009 23 大雨一過
2009 24 ケーブル取材
2009 25 流木の椅子
2009 26 小坂への出張
2009 26 環境美化の手伝い
2009 28 地元保育園イベント
2009 28 流しそうめん
2009 28 鮎釣り中級編講座
2009 29 じゃらん、沢のぼり取材
2009 7 2 フランス語教室 カウチサーファー
2009 3 NPO 外部会員の協力による環境美化活動
2009 4 岩場ルートの開発
2009 7 岐阜放送・アユ釣り体験取材
2009 8 福井より夏休みこどもキャンプ
2009 10 カナダ人Bさん友人到着 Bさん友人
2009 11 カナダ人友人沢のぼり Bさん友人
2009 12 沢のぼりとランチセットの販売 Bさん友人
2009 12 沢のぼりとランチセットの販売
2009 17 フランス人の到着 カウチサーファー
2009 18 地元建設会社鮎釣り大会
2009 19 友人カナダ人のビデオをyoutubeにアップ Bさん友人
2009 20 英語とフランス語教室 カウチサーファー
2009 21 本の紹介
2009 24 地元子供会利用による草刈り、芝刈り
2009 26 地元子ども会つかみどり
2009 28 雨の被害
2009 29 室内木登り訓練
2009 31 学童保育とハンガリーのお国紹介 カウチサーファー
2009 8 1 ゴミ分別の呼びかけ
2009 2 はんごうケーキの実験
2009 4 稚魚の魚拓
2009 5 学童保育水辺の館編
2009 5 沢の水の状況報告
2009 7 RACサマーキャンプの受入
2009 7 チロリアンのテスト
2009 8 小さな子どもの沢のぼり体験の注意
2009 8 野原のプロジェクト「スタードーム」づくりの報告
2009 10 水辺の水生生物観察
2009 19 アメリカ人大学生、近所を登山 カウチサーファー
2009 19 大人の川遊び
2009 19 NHK取材
2009 21 しみんてい子供夏合宿
2009 22 しみんてい子供夏合宿
2009 23 こども会レスキュー講座
2009 24 川のレスキュー講座
2009 24 釣り糸リサイクル
2009 25 アメリカ人若者、日本田舎体験 カウチサーファー
2009 29 沢のぼりの水量減少
2009 9 4 馬瀬川上部川流れ
2009 5 小原川ミニキャニオニング
2009 5 小原川ミニキャニオニング
2009 7 焼いたマムシ
2009 9 ドラム缶釜製作中
2009 10 NHK沢のぼり
2009 11 リヤカー屋台間もなく完成
2009 13 水辺の英語教室 カウチサーファー
2009 14 ドラム缶釜テスト
2009 14 サーファーに下山の森の山小屋紹介 カウチサーファー
2009 15 街中、木登りシュミレーション
2009 18 リヤカー屋台デビュー
2009 23 外国語教室・萩原出張 カウチサーファー
2009 25 下山に国際交流員を招待、日本の田舎紹介 Bさん友人
2009 30 観光誘致会議
2009 10 5 バウムクーヘン体験教室
2009 11 ツリーハウス試作
2009 12 駅前で木登り
2009 18 山岳会レスキュー講習
2009 23 ツリーテラス1号完成
2009 11 23 ジップラインテスト
2009 12 10 ツリーチェアー
2010 4 14 英語ガイドプログラムの
2010 26 海づくり大会視察
2010 5 3 魚のつかみどり開始
2010 4 アドベンチャーキッズ指導
2010 4 鳥をさばく
2010 5 ライフジャケット付の釣りのススメ
2010 8 アカデミーテンカラ教室
2010 10 バウムクーヘン教室準備
2010 11 シンガポール人にディープな日本紹介 カウチサーファー
2010 13 森林アドベンチャー
2010 17 バオムクーヘン教室
2010 23 アカデミールアー教室
2010 24 濁流の釣り
2010 25 テンカラUSAダニエルの来日 Bさん友人
2010 27 沢のぼり開始
2010 27 フランス人サーファー、若竹屋でショッピング カウチサーファー
2010 28 間伐材利用による森林アドベンチャー拡大
2010 29 台湾より中切TV取材 その他
2010 30 森林アドベンチャーパークの進捗状況
2010 31 台湾よりTV取材 その他
2010 6 1 草刈り
2010 2 草刈り
2010 2 パンの屋台による人の集う場づくり
2010 4 地元中学生沢登り
2010 4 NHK釣り取材
2010 5 明日は朴葉すし祭り
2010 10 アドベンチャーパーク拡大の様子
2010 11 柳の害虫駆除
2010 12 海づくり大会
2010 13 雨天時用の製作プログラム企画
2010 15 朴葉すし祭り
2010 16 チェーンソーによる椅子づくり
2010 16 せんごによるあられづくり
2010 17 英語教室 カウチサーファー
2010 18 地元中学生によるパン体験
2010 19 安全祈願祭
2010 19 大迫力の沢のぼり
2010 25 フランス人カウチサーファー到着 カウチサーファー
2010 25 森林アドベンチャー1次計画完成
2010 26 英語教室 カウチサーファー
2010 27 幼児学級を手伝うカウチサーファー カウチサーファー
2010 27 室内ロープ木登り場製作
2010 7 3 増水時の沢のぼり
2010 4 アカデミー鮎釣り中級講座
2010 5 子どもヘアカット教室
2010 5 沢のぼり取材
2010 10 沢登りの様子
2010 10 AさんWWOOFer水辺の館草刈り手伝い AさんWWOOFer
2010 12 大雨の様子
2010 12 野原のプロジェクト協力
2010 12 Bさん友人カナダ人の英語教室 Bさん友人
2010 15 Bさん友人カナダ人の魚教室 Bさん友人
2010 16 ブリ蠅教室用の木を設置
2010 16 自然の力について
2010 17 フランス人カウチサーファーによるクレープ試作 カウチサーファー
2010 18 森林アドベンチャーの様子
2010 18 そば粉のクレープづくりの実作 カウチサーファー
2010 19 キクイムシ
2010 19 日本の田舎体験を希望するカウチサーファーのトマト農家訪問カウチサーファー
2010 19 そのままホストAさん訪問 カウチサーファー
2010 20 森林アドベンチャーの様子
2010 21 カナダ人サーファーによる魚つかみどり カウチサーファー
2010 23 オランダ人サーファーによる挿絵の作成 カウチサーファー
2010 24 ドアの修理
2010 25 親子木登りシュミレーション
2010 26 沢のぼりの様子
2010 27 大雨一過の様子
2010 27 トマトの食べごろの様子
2010 28 生活技術の伝承について
2010 28 生活技術の伝承について
2010 30 沢のぼりの新奇場所の開拓探検
2010 30 野菜でアートする様子
2010 31 沢のぼりの様子
2010 31 アメリカから留学生が水辺の館に遊びに来る 顧客
2010 8 1 お刺身大好き家族
2010 1 恐るべき馬瀬の5歳児について
2010 2 ハチの巣退治
2010 2 谷の掃除開始
2010 3 パリのカウチサーファー到着 カウチサーファー
2010 3 ミニZIPLINE設置
2010 4 フランス人のコーヒーショップ巡り カウチサーファー
2010 7 小坂の滝に出張
2010 8 5歳児のレスキュー体験
2010 9 福井からの夏休みこどもキャンプ
2010 9 支流釣りの一行
2010 10 福井こどもキャンプ沢のぼり
2010 11 小魚の収穫
2010 11 西村地区での川流れ
2010 13 沢のぼり、一生の記念の大増水
2010 13 水難訓練
2010 14 雨天時の水辺の館
2010 15 商工会イベント
2010 15 イベントにボランティア総動員
2010 15 イベントの賑わい
2010 15 イベントの賑わい
2010 15 沢のぼりの様子
2010 15 クライミングジムの設置
2010 16 キャニオニング開始
2010 29 ブリ縄木登り体験開始
2010 20 アメリカ人とキャニオニング カウチサーファー
2010 20 料理店のメニュー翻訳 カウチサーファー
2010 21 地元高校バレーの活用
2010 22 PTA廃品回収
2010 23 キャニオニングのブーム
2010 23 下呂にクライミングジム
2010 25 森林アドベンチャーの様子
2010 27 しみんてい小学生夏合宿受入
2010 27 しみんてい小学生夏合宿受入
2010 27 しみんてい小学生夏合宿受入
2010 27 しみんてい小学生夏合宿受入
2010 28 しみんてい小学生夏合宿受入
2010 28 しみんてい小学生夏合宿受入
2010 28 しみんてい小学生夏合宿受入
2010 29 ブリ縄教室
2010 29 フランス人ももブリ縄のぼり カウチサーファー
2010 9 1 沢のぼりルートの開拓
2010 1 鮎釣り初心者の様子
2010 1 合併浄化槽100％普及を目指して
2010 3 朝顔の様子
2010 3 英語パンフレットの作成、サーファーによる校正 カウチサーファー
2010 4 キャニオニングの様子
2010 4 不動明王の滝の様子
2010 4 水に親しむ家族の様子
2010 6 サーファーと高山に英語パンフレットの宣伝 カウチサーファー
2010 7 しみんていの子たちの亀について
2010 7 小電力発電
2010 10 ブリ蠅を外国に紹介、取材対応 カウチサーファー
2010 12 外国人キャンプの受入 顧客
2010 14 サーファーの地元の子供たちへのつかみ取り指導 カウチサーファー
2010 15 釣り好きの子供の様子
2010 15 森林アドベンチャーの拡大
2010 15 森林アドベンチャーの拡大
2010 19 海魚のさばき
2010 19 滝のぼり
2010 20 森林アドベンチャーの普及活動
2010 24 ラジオ取材
2010 25 すわの森イベント
2010 27 下呂市観光計画への出席
2010 10 1 御岳の下見 顧客
2010 2 合併浄化槽講義 顧客
2010 3 下呂温泉ボランティアガイド 顧客
2010 3 外国人受入体制でATMの下見 顧客
2010 3 ホームステイ体制の整備 顧客
2010 3 魚料理プログラムの提供 顧客
2010 4 下呂温泉視察 顧客
2010 4 キャニオニング訓練 顧客
2010 4 中学校訪問 顧客
2010 5 日本での床屋体験 顧客
2010 6 御岳でのご来光 顧客
2010 6 キャニオニング体験 顧客
2010 6 萩原の屋台視察 顧客
2010 6 ホームステイでの郷土料理実食 顧客
2010 7 つかみどり 顧客
2010 7 巻きずしづくり 顧客
2010 7 もちつき 顧客
2010 12 市内保育園からのピクニック
2010 12 ミニ炭焼き
2010 15 釣り教室の除法共有
2010 16 富山岐阜地域おこし交流会
2010 23 森林アドベンチャー拡大計画
2010 1 東京訪問
2010 7 ブリ縄教室
2010 11 秋のふるさとまつり
2010 13 岐阜ふるさとの水辺
2010 13 紅葉の若狭山
2010 14 駅伝大会
2010 17 小坂の味覚の新開発
2010 20 杉の峯内
2011 4 16 あまごづりのにぎわい
2011 21 ツリーハウスの建設
2011 29 デザートメニューの開拓
2011 29 つかみどりの営業開始
2011 30 まきまきパンの提供
2011 5 2 テンカラUSA Bさん友人
2011 4 川虫を餌に釣りする様子
2011 4 ルアーで釣り
2011 9 森林アドベンチャー取材
2011 11 展示鮎のの入れ替え
2011 13 野原の朴葉すし祭り
2011 14 日米釣り交流、テンカラUSAのダニエル到着 Bさん友人
2011 15 木登り出張
2011 16 ZIPLINE主張
2011 19 木登りと伐採作業
2011 20 池床について
2011 21 ZIPLINE出張
2011 21 テンカラ講座開催 Bさん友人
2011 22 テンカラ講座2日目 Bさん友人
2011 23 合掌村見学 Bさん友人
2011 23 日米漁具談義 Bさん友人
2011 28 テンカラのタモづくり Bさん友人
2011 29 ルアー講座開催
2011 29 スペシャル朴葉すし
2011 29 ルアー口座から義援金送付
2011 6 2 ダニエル日本人にテンカラ指導 Bさん友人
2011 3 中学生の沢のぼり
2011 9 朴葉すしのてぬぐい販売
2011 10 朴葉とりに木登り
2011 10 朴葉すし祭り、前夜祭
2011 11 朴葉まつり当日の様子
2011 11 ダニエルによるテンカラ毛ばり講習会 Bさん友人
2011 11 朴葉すしまつりの好野菜の様子
2011 12 チャリティー沢のぼりの様子
2011 13 朴葉すし祭りビデオ Bさん友人
2011 14 ました伝統漁法について
2011 16 檜の伐採
2011 18 木製の看板作り
2011 18 看板製作への近所の子供の関わり
2011 20 スラックラインの製作
2011 21 高校とカウチサーファーの国際交流 カウチサーファー
2011 21 ちびっこクライミングの製作、お披露目
2011 24 テンカラ忍者研修 Bさん友人
2011 25 チャリティー沢登り
2011 26 岐阜の川人・魚食展の開催
2011 30 手動ロープウェイの改設
2011 7 1 木製看板の製作の様子
2011 11 エントランスの看板製作の様子
2011 14 沢登りの様子
2011 15 アメリカ人WWOOFerの木登り体験 AさんWWOOFer
2011 17 沢登りの様子
2011 17 水辺の英語教室・イタリアンクッキングの様子 AさんWWOOFer
2011 18 ツリーハンモック製作
2011 19 料理教室の開催
2011 21 川遊びの様子
2011 21 鮎釣り体験教室取材
2011 23 鮎釣り体験教室
2011 24 川の生物調査隊の結成
2011 24 川の生物調査隊の調査
2011 25 沢登りの様子
2011 27 バウムクーヘン教室
2011 30 小坂でのガイド養成講座
2011 8 1 漂流釣り体験
2011 2 あまごの開き
2011 2 アドベンチャー視察
2011 6 川流れ体験
2011 7 看板製作の様子
2011 7 まきまきパン出張
2011 8 野菜アート教室
2011 14 夜の木登り実施
2011 15 西村地区祭り
2011 16 池超えるZIPLINE
2011 19 出張ZIPLINE
2011 21 出張ZIPLINE
2011 22 雨によるアドベンチャー体験中止のお知らせ
2011 24 雨による川の増水の様子
2011 25 雨による川の増水の様子
2011 26 しみんてい子供合宿
2011 27 雨による川の増水の様子
2011 27 しみんてい子供合宿
2011 27 しみんてい子供合宿
2011 27 しみんてい子供合宿
2011 27 しみんてい子供合宿
2011 28 交雑魚の様子
2011 28 カジカの様子
2011 29 ドイツ人による沢のぼりの助っ人 AさんWWOOFer
2011 30 沢のルート開拓
2011 30 地域の子供たちのまきまきパン体験
2011 30 子どもの綱渡りの様子
2011 30 ジャムづくりの様子
2011 31 滝の俳句ルートの開拓
2011 9 1 自然の力について
2011 2 ツリーカフェ設置の計画
2011 8 カフェ用テラスの設置
2011 8 ZIPLINEの新ルート開拓
2011 9 ZIPLINE調整中
2011 9 沢登り開拓の様子
2011 9 AさんWWOOFerによる沢登り体験 AさんWWOOFer
2011 12 森林アドベンチャーとみっきーと美輝の里のコラボ
2011 14 新ZIPLINEについて
2011 17 沢のぼりについて
2011 18 キャニオニングについて
2011 25 源流釣り体験
2011 26 着地テラスの設置状況について
2011 27 ZIPLINE体験について
2011 28 ZIPLINEについて
2011 29 スラックラインの設置について
2011 2 馬瀬川の景色について
2011 3 川流れについて
2011 3 AさんWWOOFerによる森林アドベンチャー体験 AさんWWOOFer
2011 3 AさんWWOOFerによる鮎実食 AさんWWOOFer
2011 4 ZIPLINE製作について
2011 7 ツリーカフェの製作について
2011 8 ZIPLINEでのこどもレスキューについて
2011 9 ZIPLINE失敗について
2011 9 ナイトウォークについて
2011 13 ハチの巣退治について
2011 14 小学生のZIPLINE体験について
2011 17 ツリーカフェの完成について
2011 17 西村地区でのツリーハウス製作について
2011 19 カヤの実で笛製作について
2011 23 西村ツリーハウス製作について
2011 27 西村ツリーハウス製作について
2011 27 西村ツリーハウス製作について
2011 29 下呂市による森林アドベンチャー体験について
2011 30 下呂温泉近くでの木登りイベント
2011 31 西村ツリーハウス製作について
2011 11 1 高校出張講座
2011 4 セルフレスキューについて
2011 5 アドベンチャー犬山出張について
2011 8 西村テラスの製作について
2011 10 西村テラスの製作について
2011 12 AさんWWOOFerによる森林アドベンチャーのヘルプ AさんWWOOFer
2011 27 西村探検の授業開催
2012 4 4 渓流釣りの開始について
2012 13 馬瀬の小さな牧場について
2012 16 キンパクとりについて
2012 20 きれいなあまごについて
2012 22 西村ほたるの田んぼについて
2012 23 山菜・つくしについて
2012 24 やぎの双子について
2012 25 開業準備について
2012 27 看板製作について
2012 28 展示水槽の模様替えについて
2012 28 スラックラインについて
2012 29 森林アドベンチャー開始
2012 30 ジャガイモまきまきパンについて
2012 1 カフェメニューの施策について
2012 3 あゆご飯について
2012 4 水遊びの子供について
2012 6 雨の中野アドベンチャーについて
2012 11 こどもフィッシングアカデミー
2012 11 河川環境研究所について
2012 11 河川環境研究所について
2012 13 こどもフィッシングアカデミー
2012 15 森林アドベンチャーの中級テクについて
2012 17 ヤギの飼育について
2012 18 水槽の稚鮎について
2012 20 ZIPLINEの無料体験について
2012 23 テラス補強作業について
2012 24 朴の花について
2012 26 沢登りの開始について
2012 27 子どもフィッシングアカデミー開始について
2012 29 鮎の群れについて
2012 2 谷越えチロリアンについて
2012 4 ノルウェー人による沢登りの助っ人 カウチサーファー
2012 6 馬瀬中沢登りでノルウェー人も手伝う カウチサーファー
2012 7 朴葉すしつくり
2012 8 機材修理について
2012 9 朴葉すしについて
2012 10 小坂での商品化について
2012 17 野原の朴葉すし祭り
2012 18 スーツのリペアについて
2012 19 下呂紹介ビデオについて
2012 23 朴葉とクライミングについて
2012 23 WWOOFerによるクレープづくり教室について AさんWWOOFer
2012 24 こどもフィッシングアカデミーについて
2012 24 こどもフィッシングアカデミーについて
2012 24 こどもフィッシングアカデミーについて
2012 26 残雪の御岳山について
2012 27 岩屋ダムでのちょうさについて
2012 28 看板製作について
2012 29 麻紀義運びについて
2012 7 2 パンフレットの製作について
2012 4 水遊びについて
2012 8 小坂沢登りについて
2012 11 鮎釣り初心者へのプライベートレッスンについて
2012 12 雨の増水について
2012 15 雨による連休について
2012 17 ニュージーランド人の沢登り体験 顧客
2012 19 ZIPLINEのテストについて
2012 20 WWOOFer登録開始、WWOOFerによる草刈り WWOOFer
2012 23 スーパ―キッドについて
2012 23 スーパーキッドによるWWOOFerへの毛ばりの指導 WWOOFer
2012 24 救助訓練への参加、WWOOFerも見学 WWOOFer
2012 24 WWOOFerによるクレープづくり教室について AさんWWOOFer
2012 26 天気について
2012 26 魚つかみどり指導に関わるWWOOFer WWOOFer
2012 26 影絵について
2012 28 川で泳ぐことについて
2012 30 下呂での木登り講習
2012 8 2 英語でパン作り教室、WWOOFerスタッフによる WWOOFer
2012 2 WWOOFerによるZIPLINE指導 WWOOFer
2012 3 川の生き物について
2012 5 小坂の沢のぼりについて
2012 6 高山市へZIPLINE出張
2012 8 NHK取材
2012 14 天気について
2012 15 沢でのレスキュー体験について
2012 16 沢の水について
2012 20 川のヤナ設置について
2012 21 台湾WWOOFerによる沢登り体験 WWOOFer
2012 25 しみんてい小学生夏合宿について
2012 9 3 テンカラUSA社長の来日、キャニオニングと釣り Bさん友人
2012 3 テンカラUSAと沢登り Bさん友人
2012 4 テンカラUSAの宣伝
2012 7 ホストの留学生サポートについて その他
2012 8 ホストの留学生サポートについて その他
2012 9 こどもフィッシングアカデミー
2012 14 火ぶり漁
2012 14 火ぶり漁
2012 19 ヤナに落ち鮎
2012 24 修学旅行生の受入
2012 24 修学旅行生の受入
2012 24 修学旅行生の受入
2012 24 修学旅行生の受入
2012 24 修学旅行生の受入
2012 24 修学旅行生の受入
2012 25 修学旅行生の受入
2012 30 キャニオニングについて
2012 30 下呂市小中学校教員研修の開催
2012 10 2 下呂市小中学校教員研修の開催
2012 2 下呂市小中学校教員研修の開催
2012 6 沢登りの期間について
2012 6 森林アドベンチャーのルールについて
2012 7 ZIPLINE出張
2012 13 保育園行事へのブランコ設置の手伝い
2012 13 木登り授業
2012 15 森林アドベンチャーについて
2012 16 秋の遠足について
2012 17 寿司づくり体験について ABWWOOFer
2012 18 アユ漁試食会
2012 19 集僕の手すり設置したツリーハウス
2012 20 バードハウス製作をするWWOOFer WWOOFer
2012 21 西村ツリーハウスを手伝うWWOOFer WWOOFer
2012 28 第1回馬瀬ジョギングウォーキング大会
2012 11 フランス視察について
2012 フランス視察について
2012 フランス視察について
2012 フランス視察について
2012 フランス視察について
2012 フランス視察について
2012 フランス視察について
2012 フランス視察について
2012 フランス視察について
2012 フランス視察について
2012 フランス視察について
2012 フランス視察について
2012 フランス視察について
2012 フランス視察について
2012 フランス視察について
2012 フランス視察について
2012 フランス視察について
2012 フランス視察について
2012 フランス視察について
2012 フランス視察について
2012 フランス視察について
2012 フランス視察について
2012 フランス視察について
2012 フランス視察について
2012 フランス視察について
2012 フランス視察について
2012 フランス視察について
2012 フランス視察について
2012 フランス視察について
2012 フランス視察について
2012 20 冬季閉館について
2012 23 ハンモック製作について
2012 27 馬瀬っ子西村探検について
2013 4 13 プチ留学事業の立ち上がり
2013 16 プチ留学で1週間のプチ留学をするTさん WWOOFer
2013 26 天気について
2013 27 スラックラインについて
2013 29 森林アドベンチャ―開始
2013 5 5 アマゴ釣りついて
2013 5 森林アドベンチャーについて
2013 5 釣りのトラブルについて
2013 6 太極拳をする宿泊客について
2013 9 ライブカメラについて
2013 9 グランドゴルフについて
2013 13 アドベンチャー拡張について
2013 14 森のトイレについて
2013 15 アドベンチャー取材
2013 18 簗場にむけた準備作業
2013 18 掘っ立て小屋づくり
2013 18 掘っ立て小屋づくり
2013 22 朴葉すし祭りの告知
2013 23 鮎の放流
2013 24 外国人釣り体験 顧客
2013 25 掘ったち小屋作り
2013 26 外部講師によるつかみどり指導
2013 26 あまごのつかみどりの初体験 ABWWOOFer
2013 26 さかなの入れ替え
2013 26 掘っ立て小屋作り
2013 6 4 掘っ立て小屋作り
2013 5 掘っ立て小屋作り
2013 5 掘っ立て小屋作り
2013 6 掘っ立て小屋作り
2013 6 掘っ立て小屋作り
2013 6 馬瀬中沢登り
2013 7 フランス人居候の到着について、紹介 WWOOFer
2013 9 プチ留学開催可能のお知らせ WWOOFer
2013 11 川魚を見学 WWOOFer
2013 11 WWOOFerによる草刈り WWOOFer
2013 12 WWOOFerによるアドベンチャーメンテナンス WWOOFer
2013 13 WWOOFerによる新メニューの試作 WWOOFer
2013 16 スラックラインについて
2013 23 クライミングネットの作成
2013 25 クライミングウォールの作成
2013 28 フランス人WWOOFerが和菓子屋見学 WWOOFer
2013 28 アメリカ人WWOOFerのハンバーガー WWOOFer
2013 30 フランス菓子をWWOOFerの作成 WWOOFer
2013 4 プチ留学のオタメシバージョン WWOOFer
2013 6 WWOOFerによる差沢登り援助 WWOOFer
2013 7 WWOOFerによる森林アドベンチャー援助 WWOOFer
2013 7 多目的ホールの活用
2013 7 WWOOFerの日本語の勉強 WWOOFer
2013 9 小坂の滝をWWOFerと一緒に偵察 WWOOFer
2013 9 WWOOFerたちヤナレストランンお試食会 WWOOFer
2013 10 馬瀬中学校でWWOOFer説明 WWOOFer
2013 11 用事学級でのWWOOFerたちのた補助 WWOOFer
2013 12 プチ留学。フランス人によるフランす語講座 WWOOFer
2013 13 餃子パーティの開催（WWOOFerらのもカントと比べる） WWOOFer
2013 14 沢のぼりについて
2013 17 フランス人の沢登りガイド養成中 WWOOFer
2013 18 ヤナ工事の状況について
2013 18 森林アドベンチャーの製作について
2013 18 日仏米ペタンク対決 WWOOFer
2013 18 日仏米ペタンク対決 WWOOFer
2013 18 着物とお茶を着用意して日本体験 WWOOFer
2013 18 侍気分を刀を持って味わうWWOOFer WWOOFer
2013 18 朴葉すしのWWOOFerらの作成 WWOOFer
2013 19 TV取材
2013 22 WWOOFerによる魚の指導 WWOOFer
2013 24 アメリカ人WWOOFerへ毛ばりの造れるようになる WWOOFer
2013 28 プチ留学プログラム開始 WWOOFer
2013 28 ヤナレストランの様子
2013 1 WWOOFerによるアメリカ英語でプチ留学 WWOOFer
2013 1 英会話キャンプのスタッフ補助 WWOOFer
2013 7 小学生のプチ留学参加 WWOOFer
2013 15 英語オペレーションの作成
2013 17 WWOOFerらの地元高校見学 WWOOFer
2013 20 沢登り、岩登り
2013 23 スーパーキッズの采井補助
2013 24 れすっキュー訓練
2013 24 沢登りの様子
2013 26 川の団体受入
2013 26 川の団体受入
2013 26 川の団体受入
2013 29 プチ留学での地元小学生とWWOOFerの交流 WWOOFer
2013 9 4 キャニオニングルート開拓
2013 5 日本釣りツアーの資料作成
2013 11 プチ留学で地元小学生とWWOOFer指導 WWOOFer
2013 12 西村千提灯祭りでのWWOOFerの提灯づくり WWOOFer
2013 12 西村千提灯祭りでのWWOOFerの提灯づくり WWOOFer
2013 15 プチ留学で子供へのWWOOFer、英語指導 WWOOFer
2013 15 スケッチの会について
2013 16 すべてキャンセルによってスーツの修繕
2013 19 修学旅行生の受入
2013 19 修学旅行生の受入
2013 19 修学旅行生の受入
2013 19 修学旅行生の受入
2013 19 修学旅行生の受入、WWOOFerの手伝い
2013 20 修学旅行生の受入、WWOOFerの手伝い
2013 21 沢登りの実況
2013 24 馬瀬川薪能の様子
2013 26 森林アドベンチャーを開拓
2013 28 飯盒カレーのようす
2013 30 プチ留学のこの後の予定 WWOOFer
2013 10 3 福井出張
2013 5 馬瀬川薪能、WWOOFerも喜ぶ WWOOFer
2013 8 WWOOFerらによる新メニューの開発 WWOOFer
2013 11 森林アドベンチャーについて
2013 12 鮎について
2013 12 森林アドベンチャーについて
2013 17 森林アドベンチャーについて
2013 21 森林アドベンチャーについて
2013 21 森林アドベンチャーについて
2013 21 森林アドベンチャーについて
2013 21 森林アドベンチャーについて
2013 23 森林アドベンチャーについて
2013 28 森林アドベンチャーについて
2013 2 森林アドベンチャーについて
2013 21 馬瀬小と交流
2013 9 花もち作りについて
2014 4 27 小学生による運営手伝い
2014 5 1 森のニンジャオープン
2014 8 フランス人助っ人の登場 WWOOFer
2014 8 マザーズカフェの構想、もはやマザーズカフェと認識しえたWWOOFer
2014 9 沢登り下見
2014 16 鮎放流
2014 17 マザーズカフェでのレモンタルト作成 WWOOFer
2014 18 WWOOFerによる竿の使いかたの指導 WWOOFer
2014 27 鮎の食性について
2014 28 マザーズカフェのインターナショナルカフェ WWOOFer
2014 2 テンカラ指導 Bさん友人
2014 3 テンカラ通訳の終了
2014 5 沢登り指導
2014 6 ガイドの日本語練習
2014 15 フレンチシャンソン講座の告知 WWOOFer
2014 17 小坂の沢登りに出張
2014 23 HPの英語ver作成 WWOOFer
2014 24 テレビ局の撮影
2014 25 シャンソン講座 WWOOFer
2014 28 森のニンジャのWWOOFer活躍 WWOOFer
2014 28 WWOOFerよる国際的の交わりの場を持つ WWOOFer
2014 8 WWOOFerと森のニンジャ拡大 WWOOFer
2014 8 WWOOFerと森のニンジャ拡大 WWOOFer
2014 14 巻き巻きパンの提供
2014 18 フランス人受入の紹介 WWOOFer
2014 24 プチ留学対抗
2014 27 アメリカに留学中の学生の様子
2014 27 川のレスキュー講座
2014 30 中学生のインターナショナルカフェ開催 WWOOFer
2014 31 中学生のインターナショナルカフェ開催 WWOOFer
2014 8 3 プチ留学の様子 WWOOFer
2014 5 釣りの仕掛け作りをWWOOFerに教える WWOOFer
2014 8 WWOOFer木工会社の見学 WWOOFer
2014 8 プチ留学の実践 WWOOFer
2014 9 森のニンジャについて
2014 9 WWOOFer入れ替えによる紹介 WWOOFer
2014 10 逆プチ留学の紹介 WWOOFer
2014 11 台風の倒木によるWWOOFerらの手直し WWOOFer
2014 14 ボーイスカウトのようす
2014 16 天気について
2014 16 てんきについて
2014 17 天気と増水による危なさ
2014 18 森のニンジャの様子
2014 18 沢登りの復活
2014 19 中学生らによる研修
2014 22 しみんてい夏合宿
2014 24 沢のぼりの水量
2014 25 NHK取材
2014 26 高齢者の沢のぼりについて
2014 27 WWOOFerの日本語の勉強懸垂下降訓練 WWOOFer
2014 28 テンカラUSAの滞在 Bさん友人
2014 28 WWOOFerらと懸垂下降 WWOOFer
2014 29 森のアドベンチャーについｔ
2014 29 森のアドベンチャーについｔ
2014 9 1 プチ留学、大学生向けコース WWOOFer
2014 5 沢登り体験について
2014 7 アメリカ人の沢登り 顧客
2014 8 森のニンジャ WWOOFer
2014 13 懸垂下降の入門
2014 14 12歳での岩登り
2014 16 クレープ教室にてWWOOFer紹介 WWOOFer
2014 21 森のニンジャについて
2014 22 WWOOFerの日本語学習 WWOOFer
2014 27 幼稚園児のZIPLINE
2014 10 5 森のニンジャについて
2014 11 森のニンジャについて
2014 15 キャニオニングの様子
2014 18 プチ留学可能なお知らせ WWOOFer
2015 5 17 森のニンジャの紹介
2015 17 沢のぼりの紹介
2015 25 上記両者の紹介
2015 6 4 地元中学生の沢登り、WWOOFerの支援あり WWOOFer
2015 4 日本文化ふりかけを気に入っている様子の紹介 WWOOFer
2015 4 地元ホームステイ体験の教授
2015 5 新聞取材
2015 8 英会話教室の開始 WWOOFer
2015 11 WWOOFerによる周囲草刈り WWOOFer
2015 12 テンカラ釣りについて
2015 11 ニセコのスキーインストラクター
2015 14 地域の花上作業
2015 16 英会話教室 WWOOFer
2015 17 テンカラUSJとコラボ練習しましょう
2015 24 WWOOFerによるホスト子育協力 WWOOFer
2015 7 11 WWOOFerによるテンカラ釣りの反応 WWOOFer
2015 11 WWOOFerハウスの整備 WWOOFer
2015 12 マイ箸作り体験 WWOOFer
2015 13 WWOOFによる訪問先学校での指導 WWOOFer
2015 20 英語プチ留学 WWOOFer
2015 26 沢登りについて WWOOFer
2015 27 森のニンジャ拡張、WWOOFerと協力 WWOOFer
2015 8 8 いつるの留学プログラム参加 WWOOFer
2015 28 フランス語語学レッスンの開始 WWOOFer
2015 14 アメリカ人夫婦にテンカラ指導 顧客
2015 14 アメリカ人夫婦に沢登り
2015 30 本での紹介
2015 10 7 フランスのお菓子作りレッスンの開催 WWOOFer
2015 13 沢登りの様子
2015 18 修学旅行の受入
2015 19 森のニンジャ拡大
2015 27 森のニンジャとランチセットの開拓
2015 28 下呂市でのチロリアン下降
2015 31 キャンプ場手伝いのWWOOFerによるミニコミ誌の投稿 WWOOFer
2015 11 3 WWOOFerの誕生日祝い
2015 4 WWOOFerのグラフィックデザインを活かしロゴ作成 WWOOFer
2015 9 テンカラ釣りの様子 顧客
2016 4 WWOOFerと森のニンジャ拡大の様子 WWOOFer
2016 7 研修生募集について
2016 8 マウンテンライフ飛騨の宣伝
2016 10 森のニンジャの宣伝
2016 10 森のニンジャの宣伝
2016 13 冬のスキー職について
2016 14 外国人ビザの緩和について
2016 16 プチ留学のフランス語受入 WWOOFer
2016 18 研修生受け入れの宣伝
2016 20 訪日外国人対応としてWWOOFerの活躍 WWOOFer
2016 25 テンカラカナダの来訪 顧客
2016 27 WWOOFerによる看板製作 WWOOFer
2016 31 フランスワインの輸出入に関する新規事業（WWOOFer） WWOOFer
2016 6 1 アーティストWWOOFerのデザインした倉庫 WWOOFer
2016 2 WWOOFerによる森のニンジャ拡大 WWOOFer
2016 5 沢のぼり開始
2016 9 WWOOFerによる森のニンジャの紹介 WWOOFer
2016 10 WWOOFerらによる看板製作 WWOOFer
2016 14 アメリカ人のテンカラ観光 顧客
2016 16 WWOOFerによる看板製作 WWOOFer
2016 16 WWOOFerによる沢登りの紹介 WWOOFer
2016 19 WWOOFerらによる看板製作 WWOOFer
2016 25 WWOOFerらによる草刈り、草とり WWOOFer
2016 25 WWOOFerらによる沢登り宣伝 WWOOFer
2016 28 WWOOFerによる中国語ページの作成 WWOOFer
2016 7 5 WWOOFerによる地元住民の英語発音レッスン WWOOFer
2016 9 コースの新設について
2016 13 コースの新設について
2016 13 WWOOFer提案による地元向け無料コースの提供 WWOOFer
2016 27 プチ留学開始
2016 8 5 WWOOFerらによる朴葉すし製作 WWOOFer
2016 24 口コミでやってきた訪日外国人 顧客
2016 26 沢登りの様子について
2016 26 WWOOFerの懸垂下降について WWOOFer
2016 3 沢登りの様子について
2016 14 森のニンジャの様子について
2016 28 WWOOFerによる看板設置 WWOOFer
2016 29 WWOOFerらと小坂出張 WWOOFer
2016 29 インバウンド事業を見据えたモニター参戦WWOOFerが WWOOFer
2016 10 17 WWOOFerによる森のニンジャガイド WWOOFer
